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デ イアズ賞を受賞 して

ディアズ博士の検顔

カルFIス ●ヒメ

ネス ・ディアズ

(C arlos」 ime―

nez Dlaz)博 士は、

1898年 2月 9

日にマ ドリッ ドで

生れた。父規は雑貨店を経営し、母は農家の出身

で家は貧しかったが、博士の4人の兄弟はいずれ

も高等教育を受け、後に各方面で活躍 したといわ

れている。博士は幼児の頃から、神童の誉が高く、

小 。中 ・高等学校を極めて優秀な成績で卒業し、

サン・カルロス医学校 (S an c ariOs Scl1601 of

Medicille)は 学 した。この大学は古風な教育

方針を買いてお り、新らしい科学的な医学研究の

雰囲気をもっていなかったが、すでに医学生の頃

から、博士は、ラモン・Y・ カハール (It aIIl血

y Cajal)」 有名な神経解割学者で、のちにノ
ー

ベル賞を受けた―の業績を読み、他日力′ヽ一ルの

ような素晴らしい研究をしようと考えていたとい

われている。 1919年 、博士は最高の成績で大

学を卒業 し、パルセPナ 大学の教授になろうとし

たが、余 りにも若かったので、採用 されず、この

ことに失望した博士は、 ドイツに留学 して、

Michaehsに 物理化学を、Eefterや Z∞dekに

栗理学を、またその他の臨床の有名な学者につい

て臨床の経験を積み、 2年間にわたって ドイツの

新らし↓寸医学の研究を習得 し、 1923年 に帰国

京都大学  早   石 修

するや、セヴィル医科大学の医学部内科の教授に

就任した。 1926年 に、28才 の若さで、マ ド

ツッド医科大学の内科教授に就任していること,x

彼が当時スペィン国内で、いかに高く評価されて

いたかが理解できる。マ ド,ッ ド医科大半の教授

になったディアズ博士は、基礎医学と臨床医学の

研究と教育を同時に行なう医学研究所の創設を考

え、着々とその理想にむかって進んだが、1936

年スベインの内乱勃発と同時に、その計画は挫折

した。内戦を避けて、英国,イ タリーに外遊 して

いた彼は、内戦の終了と同時にマ ドリッドに帰っ

て、再び、研究教育に従事 したが、 1955年 に

臨床と医学教育と研究をひとつにした多年の夢で

あった医学教育センターの実現に成功した。 この

研究所においてスペインの臨床医学は著しく近代

化され、その門下生からは、スペインの他の多く

の医学校の蓼授や研究所の所長力警 出した。今日、

デイアズ博士がスペインにおいて、医学研究教育

の大先駆者として、万人が等しく認めていること

は、彼のこの間における業績の故であろう。

1962年 に、最初の心筋硬差の発作に襲われた

のちも、ディアズ博士は更に研究教育に熱中 し、

多くの論文を発表 したが、 1967年 5月 19日に

再び、心筋硬塞の発作をおこし、遂に永眠され為

彼の死後、その追族の意思によって、残された財

産を中心に、ディアズ財団力設立され、医師の教

育とディアズ賞の授与が毎年行なわれ、記念講演

が行なわれることになった。このようにディアズ
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教授は、スペイン医学の大先駆者であると同時に

当然国際的にも広く知られておる内利医 であり、

国際内科学会および国際アレルギー学会の総裁を

勤めた他、 3回にわたって、チパシンポジウムに

出席するなど多くの優れた業績を残 している。

ディアズ賞について

1969年 第引ヨの賞が、スペインの生んだ今

ひとりのノーベル賞受賞者である StterO o伍∝

博士に授与されている。それ以後、毎年基礎医学

者と臨床医学者とがひとりずつ交代に受賞 してお

り、受賞者は毎年デイアズ博士の命日である5月

19日 前後の日を選んで、記念講演をすることに

なっている。過去の 10年 間の受賞者 とその研究

テーマは表の通 りである。

1   1969:  Severo

―核酸代謝

2 1970: Andr6

-心
臓 カ テ ーテル

Ochca(New hIIt)

Coumand tNew Yo■k)

3  1 9 7 1 : H a n s  A p  t t e b s ( 0 ゴ。・d )

一 クレブス サ イクル

4 1972: 」 an Waldast■ 5m(MalE16)

一
精神医学

5 1973: L萌 s n Lclol■ (B uenos

Aires)一 糖たん白

は 1974: Do321a S■ ed.ickson(Bo一

thesda)― タンジール病 とリポたん白

7 1975: Feodor LyncII(Munich)

10 1978: hancisco Vivallco(Madrid)

一生殖ホルモン

11 1979:O sarrlu Eayaishi(【 yoto)

一酸素添カロ酵素

このリス トを眺めると、南米のルロア教授を除

いてやは リヨーロッパぉょびァメリカからの受賞

者カラ く、今回は地域的な考慮もあって東洋から

私が選ばれたのであろう。それにしても最近は日

本との学術変流も比較的少 く、私個人としてもほ

とんど関係のなかったスペインからの受賞は全 く

予想もしなかったので、一層感銘が深かった。

ディアズ賞の特徴のひとつは基礎と臨床から―

年毎に世界中の研究者の中から、国籍、メ彊 、宗

教を聞わず、優秀な業績をあげた人を顕賞する目

的て毎年 1名ずつの受賞者が選ばれる力ヽ その選

考の委員会は財団の理事および数名のスペインの

著名な学者を含んで、その他に過去最近 5年間の

受賞者がこれに加わることになっていて、総計18

名の選考委員から成 り、財団の理事長力ヽ座長を務

めている。私も本年度、受寓者のひとりとしてこ

の選考委員会に参加したが、選考委員の推薦する

候補者の中から、委員会で討議を行い、無記名投

票によって決定されることになる。このような国

際的な受賞には、その選考が極めて困難であるこ

とがつきものであるけれども、ディアズ賞の選考

委員会に出席 して、その討論が非常に公正に行な

われ、しかも投票の結果が非常に満足すべきもの

であるという印象をうけた。

酸薬添加障案の研究

さて受賞の対象になったのは酸素添加酵素の研

究であるが、とくに最近反五機構がユニークで、

また生理的機能の上で多くの研究者の関心をひい

&

,

一脂質代謝

1976: JesII Bolnard(Paris)

一血液疾患

1977: Sutte Dergs↓ rn■ (S tockL6L■ )

一 ブロスタグランディン
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ているインドールアミン酸素添加酵素の研究がと

りあげられた様子 であった。酸素添加酵素の研究

は終戦直後、荒溌 した大阪六岸医学部の細菌学教

室ではじめた トリブ トフアン代副の研究の途中で

発見したパイロカテケースの研究にはじまう、以来

30年近くの多くの働同研究者と共に今日まで続けて

いる教室の中心テーマのひとつである。その間酸

素ぶ
一電子還元をうけたスーパーォキサイ ドに'

が発見され、いわゆる活性酸素の一種として多 く

の研究者の注目を浴びるようになったが、われわ

れが兎の腸から最初に発見したインドールアミン

酸素添加諄素はこの活性酸素スーパーオキサイド

がないと活性を示さず、また分子状の酸素ととも

に62 を とりこむ、いわば超酸素添加酵素

(前 per― 錫軽ゃ防Se)と ヽヽってもよい、面白い

性質をもつ酵素であった。スーパーオキサイ ドは

きわめて反応性にとみ、たん白質や核酸や賠質に

結合して組織を損傷するので、いわゆる酸素毒性

の一部は02 に よって説明されている。たとえば

農薬のパラカットを動物に投与すると肺の炎症や

せん イヽヒを起して死亡するが、これは肺における

パラカットの自動酸化の結果、大量の02 が 生犀

されるためと解釈されている。一方白血球が喰菌

作用をいとなみだすと、細阻内で大量の02カ ミ産

生され、それによってとりこまれた菌が殺菌され

ること力ヽ知られており、げ は炎症に重要な役割

を果している。インド
ールアミン酸索添加酵素は

名の通り、セロ ‐ヽンや トリブタミンのようなイ

ンドールアミし額 やその前駆体であるトツプトフ

ァンやハイドロキシトリブトファンを分解する酵

素であるが、何故 02を 利用するのかという疑聞

には最近まで全 く手掛 りが個めなかった。医化学

教室の吉田龍太良F,国政憲両助手を中心に大学院

学生の渡辺,裏 出,滝 川の諸君と医学部学生の中

国君らの協力によって最近本醇素の作用機構が明

らかにされ、同時に、インフルエンザ ・ビールス

の感染や、グラム陰性細菌の内毒素によって肺の

為弊素力端 異的に、しかも正常値の 100～ lm倍

も活性力上 昇することが明らかになった。酵素活

性の上昇はアクチノマイシンやサイクロヘキサミ

ドのようなたん自合成阻害剤を用いた実験や、こ

の酵素の特異的な抗体を使った実験から、酵素た

ん自の生合成によるものと思われる。動物の酵素

は村破的に畳的変動が少なく酵素の誘導といって

もせ ぜヽ t 1ヽ0倍 前後に達することが多い。オル

ニチン脱炭酸酵素やセロトニンのアセテル転移酵

素のように数 10倍 ないし100倍 に近い変動を示

すものはむ しろ例外的と考えられてきた。これは

動物の内部環境の恒常性を考えればむしろ当然の

ことと思われるが、インドールアミン酸素添加酵

素の場合は 1～ 3日位で 100数10倍の活性上昇を

みるという点、また肺に特異的で、災症となんら

かの関わ りがある点、きわめて果味深い現象であ

る。炎症の機構は従来から多くの研究があるに拘

らず、未だに混沌として詳盲象を撫でるような印

象を式い得ない。幸いこのインドールアミン酸素

添加酵素の誘導はきわめて劇的ではっきりした現

象で特異性も高く、炎症の生化学的研究に新しい

手掛りを与えるものとして期待されている次第で

ある。
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日米合同微生物会議

1 9 7 4 年、 5

月 8日 から 11日

まで、米国ホノル

ル市のHil↓on

Hawaian Villa一

ge に おいて日米

合同徴生物会議

(U S.― Jttan lntersociety Of rnicI。一

bio10守 C Ottress)が開催された。本会議は、

1970年 、東京で開催 された第 3回 国際微生物

連合会議の際に両国の組将貧委員の間から提案され

今回初の実現をみたもので、特 に国本徴生物協会

会長の日高醇博士 と米国徴生物学会 (ASM)の

A A Benedictお よび Ralph SIcPeck博 士

ら代表 とす る組織委員の献身的な努力に負うとこ

ろが多か ったと開いている。本会議に先だ って5

月 4日 から8日 までの間に、定例の米国微生物辛

会がロスアンゼルスて開催 され、これに引 き続 く

形で本会議がもたれ ,為

米国側から 1800名 、日本側から600名 、

計z400名 の微生物学関係者 が出席するとい う

盛大な会議になったが、会場が広いせ、、か出席 し

ている私共にはそんな感 じには受取れなかった力(

2日 目(9日 )夕刻 7時か らホテルの前庭で行わ

れた レセブションで初めて会議の全容を知って驚

ろいた。

5月 8日 (火 )午後 7:30か ら開会式が行わ

れ、Benedict,日高博と らの両国の代表者 による

国立衛生試験所 倉   田 浩

挨拶があり、次いで二つ

先ず梅沢浜夫博士が` SInall II161Stl■lよす子―'■

micrObial prOducts e航anci昭i品革毛
・

rcspollses″という演題で主として新じt抗お乳

剤の Bestatinの 生理嗣上を紹介されたふti指た

本剤は腺がんに対してhtlmaII d登乱どと十益飛と

vityを高める作用を有し、禄撞富患葉挙亨夕た
CIC10pL6SpLmideを投与し、免た萌
た場合 でも制がん効果力`顕著であるこど 落埜 株

の免疫能を高める作用を有する点にお▼て 既知め

抗がん剤 と全 く具質な生巴活性をさち抗ぶ充物賃

であ り、今後の臨床適用の成果に如苓あすも
子
著密揚

質であ ることを指摘された。

のN■iOnal lnsiitute of ttt品新ぁ計`

alld Ccttnulicative Disoiderさ 獄古下Sfi禄6

のD Carlet6n OaJusek博 士が｀品どが 十
iキ

occurrence  cf  chronic  neulolもまiあf卜古!さとと

ases h htt hcidence iよitti船i・

PaCifiC  POpula`ioぉ  ″

同博士の紹介は、近年わが国でも注 自されば｀あ

ているKt■ruやC relltzfeldt―」altob病を革心

としたいわゆるSlo w virllR 感染性の疾息あ束

南アジアにおける疫学的調査報告で、興味ある多

くの症例を現地調査で自ら撮影された映画を変え

ての講演をなされた。

5月 9日 (水 )か らVよ、(1 )医学徴生物,0ウ イ

ルス学 ,(31-般徴生物学,(41応用 ・環境微生物学

の4部 門に分かれ、これらにそれぞれに 3課 題ず
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つのシンポジユウム(計 12課 題 )と 、時の話題

(focal ↓ opic sessim)力 、`またそれぞれの

部門に 12-13セ ッション(計約 46セ ッショ

ン)と、4つ のヨロキュームがヽたれ、別に各時

の話題に関連するポスター示説が約 280題 が用

意されるとい う大規模な会合が床賄 された。

focal topic sessitlnの 絢或は、米国と日本

側から1名ずつのC on■eller, 4名ずつのSpeakel

が用意され、各演者の 15～ 20分 間の講演の前

に、その topic sessiclIIの 内容の紹介を含めた

focal topic lecture力 約` 30分 間、 1名の演

者によって行われるように企画された。座長は原

則として両 C onvenerが 担当することになってぃ

たが、出席者の都合により変更される場合もあり、

また初めに予定されていた sessi∞ も、事情によ

り成立せずに中止された場合もあって、ある程度

数が減ってしまったことは致し方のないことと思

われメも

以上の規模から、当然、総べてに出席すること

は不可能であったが、私は、真菌を専門とする者

であるので、細菌を加えた食品密生に関連する会

合に出席し、ウイルス関係は全 く拝聴 しなかっち

また最近話題を集めている遺伝子制禦、組替え、

プラズミッド、免疫、感染制禦に関連する一連の

分仕牛物学的レベルの sessioIIや環境浄化に対す

る微生物の役割を考える講演などを含む数多 くの

貴重な会合 に出席出来なかったことは残念であっ

素こ。

さて、私がAlex Ciegler博士とかに

CcIIvenerとして企画 した時の話題の sessitlll

41(正 )は Myco,oxinsと い う表題 で、 5月 10

日 (木 )の午前 8:30か ら開始 されたが、Cie―

glcr博 士は、転任の時期と重なって参加不可能

とな り代りにJ L R ichard博 士 (Att IIlal

D isease C enter)が 座長を担当された。同博

士の開会の辞の後、私が R`ecent advances h

血ァcOtOXIn lesearch″ という演題で 30分 聞

の focal topic lectureを 行った。食品衛生領

域での食品のマイコトキシンの汚染の意義につい

て、わが国のムギ類を汚染するトツヨテセン系カ

ビ毒とその産生 msariultl菌 の species分 布の

現状と諸外国の調査結果との比較考察を行い、ま

た最近、わが国でラットに対するがん原性力証 明

されたオクラトキシンーAに ついて、アフラトキ

シン、ステリグマ トシスチンに次いで重要性があ

り、諸外国と協同研究の必要性のある旨を強調す

る内容のものを発表 した。特に新 しく食品衡生真

菌学 mOd mtttll。 .●yと いう用語を用い、この分

野での新 しい調査の方針を示凌するものとして参

加者の質同を得たと考えられる。

次いで、前半は私が座長となり、日本側の4名

の演者の、それぞれ 15分 間の日演が行われた。

東京都老人研蟹沢成好博士の｀オクラトキシン

Aの 発がん実験`千 葉大活性研山崎幹夫教授の

｀けいれん性マイコトキシンfullitremorglnの

化学と薬理rFM、″千葉大活性研寺尾清教授の｀ス

テツグマトシスチンの発がん標的臓器とその条解

最後に理化研辰野高司惇士の｀卜,ヨ テセン毒素

の免疫反応〃などであった。この後 10分 間の

coffee bre速 の後、再びn ichard博 士力理長

にな り、米国側は 5名 の演者の回涼が行われた。

要約すると、 ミシシッピィ大学のA W.Eayes

教授が、 ヒ`トの真菌中毒症、特に afiaしo道cosis

について″、品i cha■d惇士が｀けいれん性マイョト
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キシンPenitreumAの自然汚染と犬に対する毒 biologyでは、ポツリヌス中毒菌に関する晶丘の

性 Hを、ノースカロライナ大学の Pa.tB. Ha.ー 問題、新しい中毒菌のYersinia. enterocolitica 

milton 教授が~\\ 1 9 7 7年のトオモロコシの乎 また、午後に行われたOpportunistic infec--

魁による不作時の aflatoxinによる汚染被害状況11 tion に関する sessionは、 terminal patho-

チュレーン大学のJ.W. Bennett 女史の g叩自 の早期検出の困難性をいかに克服するか、

¥¥ aflatoxin産生性のAsper宵ill田 parasiticus またわが国では未知の在郷軍λ捕などが興味をひ

の非産生株への転換 Fr，最後にカリフ方'レニア大 いた。

学のN・C・h 博士がAflatoxinのVe凶叫 終りに臨み、このような価値ある国際的域会

hemiacetalへの酵素変換作用H などの発表が行 に出席できるよう旅費の全面的な御配慮岩か?と

われた。いずれ劣らぬ新新な知見の紹介で、随所 だき御支援を賜った山田科学振興財団に苅'，l.!;深ベ

トキシン-Aの肝がλ柱、ステログマトシスチン 対主管

に熱心な討論が行われたが、その中でも、オクラ 感謝したい。

の腸間膜に発生する腫湯、トりコテセン毒素の免

疫低下に及ぼす活性などの日本側の報告は興味を

集め、また米国側からの発表では、ヒトの afls-

toxicosisと考えられる Rey暗 syndromの経過

... -‘ 
，Jを7'，

月ユAE

M書~~

で急死した6名の小児の留j検報告は、どうやら乳 j車両勢

および乳製品の afla.toxinM group による汚

染が原因しているのではないかとの講演は、今ま

でに、タイ、インドなどの一部の国で問題治取り

上げられていたものが、先進国の米国で、同様の

症例が認められたという事実は、マイコトキシン

の衛生を専門としている私共にとっては極めてシ

ヨツキγグな発表であった。同時に報告された

1 97 7年のノースカロライナ州におけるトオモ

ロコシの aflatoxin 汚染は、その約半数(4 4 

~4 8%)の検査試料が平均して46. 3 p pbで

あったという駕ろくべき数値をあげている。これ

らが動物の飼料に用いられた場合のヒトへの影響

は無視できないということであった。最後に

R icba.rd 博士が全部の reviewをされ終会しむ

以上のほか、 9日午前に行われたF似ximicrσ 

ム

二、j1i.C.~i 
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"岡 山 田相即咽 l岡 山圃，仲川岨 h咽 l町.，-山田コ ンファレンス速報叫川川川

山田コ ンファレンス H.界面2次元電子物性を終えて

山田コンファレンス E界面2次元電子物性

(Yamada Conference II ∞ Electronic 
Properties of 'l¥v 0一Dimentional 

Systems一百ird International Confer佃 ce)

は、去る9月3日から6日までの4日間、 山中湖

畔のホテルマウ ント富士で聞かれた。 参加者総数

1 ) 3名(園内から51名、以下同様 )，論文総

数79(21)，そのうち招待論文数 36 ( 3 ) 

であった。

この国際会議は、 19 7 5年、 Brown大学(

米)ならびに1977年、 Berchtesgaden (西脇

で聞かれた同テーマの会議の第3回目叫察し、 山

田科学振興財団の援助を得て開催されたものであ

る。組織委員ならびに参加者一同に代り、山田科

学振興財団に対し、厚く御礼を申し上げたい。

山田コンファレンス Eのテー7 は、 シリコンM

OSFETのSi-Si匂 界面電子系ならびにそ

の他の半導体の同様な界面電子系，半導体ヘテロ

接合界面電子系，半導体超薄膜多層構造の電子系，

および液体ヘリウム表面上の電子系など、界面に

よって運動の自由度が制限されて生じた2次元電

子系の物性である。

この分野ば、シリコンM0 S CMetal -Oxi-

de -Semiconductor )構造の2次元電子系が固

体電子論の興味深い対象であると同時に、この系

が最近のLS 1あるいは超LSIの構成要素とし

て一層の超徴細構造を可能にするための技術開発

が進められていること、超薄膜多層構造から新し

い電子現象とそれに基づく新しL、固体素子が生れ

る可能性への期待、また、非常に清浄な2次元電

子系である液体ヘリウム表面上に捕えられた電子

系でクーロオ包互作用による電子格子の実在が倹

証されたこと、などから、最近、固体電子論の研

究者と半導体デパイスの基獲過程の研究者の双方

学習院大学川路紳治

週には応用物理学会主催の国際会議、固体素子コ

ンファレンスが東京で開かれ、また、次の過には

低次元系の物理に関する京都サマー・インスティ

テュートが京大謹研で・聞かれた。国内外ともに多

数の参力I渚が国体素子コ γプァレンスと山田コ ン

ファレンス Eとに参加し、 あるいは、山田コ ンフ

ァレンスEと京都サマー ・インスティテュー トと

に参加した。山田コンファ レンスEは、コンファ

レンスそれ自身の中だけではなく、他の国際会議

に介在して、電子工学と基礎物理を中継する療の

働きを勤めた。

きて、 9月2日夕刻までに、参加者のほぼ全員

が会場に到着した。夕食後の懇親会では、久しぶ

りの対面を懐しむ人々、初。対面を喜ぶ人々の戸

は、ホテルのボーイ逢が消えた後も止るところが

なく、宴は 11時 30分に及んだ。

9月3日朝、前日までの曇天が唱じられなし、よ

うに晴れ上った空の下、富士山が雲でかげらない

ようにと、開会を前に富士を背景に記念録影。開

会に際し、山田科学振興財団を代表して江崎玲於

江崎理事

の興味を強く引き付けている。 奈理事による歓迎の挨拶があり、車ちに研究報告

事実、 山田 コンフ ァレンス Eの行なわれた前の と討論に入ぷこ。実質3日半の中に79論文を消
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化するために、かな りきつヽヽプログラムが組まれ

ていた。しかし、研究報告の内容は、論文をその

ままオフセット印刷 して約 950頁 のwOrk

bookに まとめられて、前日の登録時に全員に配

布されていたので、それぞれの報告にあてられた

時間が短かかったにもかかわらず、参加者喘 頂

内容をよく理解 していたようで、活発な討論が行

なわれた。

海外からの参加者数が国内参加者数を上回った

こと、全論文の 3/4が 海外からの論文め った

ことは、このコンファレンスが真に国際的な会議

であったことを示してぃる。参加国は、米,函 独,

英,仏 , ソ連, ブルガリア,ス ウェーデン,イ ス

ラエル,中 華民国,中 華人民共和国などであっテも

また、半導体学界の長老の 1人 であるコ Bur―

stein教授から、米,独 , 日などの大学院生に至

るまで、講演者の年令構成の中が広かったのも、
このコンファレンスの特色であろう。山頂のホテ

ルの 90%以 上の客室を参加嗜が占めていたので、
ヨーヒー ・プレイクの30分 は勿論のこと、朝、

昼、夕の食事とロピーにおけるコミュニヶ―ショ

ンが良 く行なわれて、まことに有意まなコンファ

レンスであった。

ヨンファレンスの総括講演のやで、F Stem

博士は、参加者一同に代って山田科学振興財団の

援助に対し深い謝意を表 し、次回のコンファレン

スが 2年 後に米国東部て開かれることになったこ

とを報告した。山田コンファレンス]は 、界面2

次元電子物性研究の歩みを記録、 2年 ごとのコン

ファレ/スの鎖の中の大きな環となったのであ札

なお、ぞiOceedittsは 、国際学術誌 Surface

Scienceの 特集号として、同時に単行書として、

ざ。il h―H o l l a n d社から刊行されることになっ
て い る 。

この中間報告を終えるにあたり、山田=ィ_7″
レンスIの運営を助けて下さった、学習院規

東京大キ 筑波大学の者い研究者,学 生諸君は

厚 くお礼を申し上げた、も また、事務局秘書売オ

庸子嬢の活躍ぶ りは海外の参加者からも絶賛され

たことを特記し、厚 くお礼を申し上げたヽヽょ i

山田コンファレンスI組織委員会     |

植村泰忠 (東京大学教授,理 学部物理 )、 |

江崎玲於奈 (IBM中 央研究所主任研究員 )

川路紳治 (学習院大学教授,理 学部物理 )Ⅲ

(委員長 )        ヽ と十

菅野卓雄 (東京大学教授,工 学部電子工学 )

■1
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山田 コンファレンスⅢ ・遊離基国際会議

東京工業大学  国   中 郁

第 14回 遊離基国際会議は山田科学振興財団の

援助のヽとに第 3回 山田ヨンファレンスとして、

1979年 9月 3日～ 7日 の5日間、兵庫県三田

市にある関西学院千メUセミナーハウスで行なわれ

た。参力「L4は海外から同伴者を含めて 32人 、国

内から60人 であり、全体でl■90人 以上の盛会

であった。海外からは米国,英 国など6ケ国の方

々が参加し、国際会議の名にふさわ しいものであ

った。遊離基国際会議は 1956年 カナダのケベ

ック州ラパール大学で第 1回の会議が開催 されて

以来、米国,英 国,カ ナダなど8ケ国で行なわれ、

今回の第 3回 山田ヨンファレンスは第 14回 の国

際会議にあたる。遊離基は不対電子をもつもので、
一般には化学反応の中間体として存在 し、そのユ

ニークな性質は光化学反応、分子分光学等の分野

の研究者から多 くの関心を集めている。特に近年

遊離基は大気汚染ぢ司題と関連して、上層大気で

の光化学過程や電波分光学の発展にともなって星

間物質の生成過程等の重要な中間体として注目さ

れている。このコンファレンスでもこのような課

題に関係した基礎的な発表がいくつかなされてい

た。会場のセ ミナーハウスは美しい山あいにあり、

赤い屋槙の新 しい立派な建物であった。交通不便

であるため外国人参加者のpick upが ″b配 され

ていたが、新大阪駅、大阪国際空港での picr up

もたいした トラブルもなく進み、前日の2日夜に

はセミナーハウスに全員集合することができた。

この日の夕食後には get tttetttr が 催され、

ビールとフインち欽みながら旧交を温めた り、自

己紹介し合 却ヽ やかな雰囲気のパーテイーとなっ

,こ。

ヨンファレンス初日のは じめに、山田科学振興

財団の仁田先生から御険拶があ り、つづいて森野

教授 (Chai・Itan of local orgartizi噂

C OIIItli↓しee)の 歓迎の後拶でコノファレンスが

始められた。まず B IOida教 授を記念 して特別に

設けられたB■oida IElexl10rial ses sitlII には

いり、座長のRansay博 士 (Chairltlan of

歓 迎の辞 を述 べ る■ 田理 事

inl銃砲しおnal cOIIIn iししec)か ら遊離基国際

会議のこれまでの経過とともに、故 B Ioida教授

の研究上の業績をたたえこれまでの会議への彼の

貢献に感謝の意をあらわし、参加者全員黙扁を捧

げたのち討論にはいった。この sessitlIL では故

人と研究上深いかかわ りのあった B ass、 桜井、

Field、 Tb― h氏 らの4人 の講演が行なわれ、

参加者に深い感銘を与えた。コンファレンスはひ

きつづき5日 間、 1会場、 11の sessitlllで11

件の招待講演と31の 一般講演が行なわれ、活発

な討論が行なわれた。発表はいずれも最近の遊離

基に関する研究であり、特に レーザー等の実験機

器の発展にともない、これまで以上の高分解能の

吸収、発光スペクトルの測定、またさらに、不安

定な遊離基の時間分割スペクトルの7Rl定も可能に

な り、遊離基の基底状態ばかりでなく、励起状態

についての性質、構造、反応となど多くの情報が

得られるようになってきた。また化学反応過程で

中間体として重要な役割を果 している素反応速度

の研究にも大きな発展がみられた。今回のコンフ

ァレンスでは自由時間を多くとったことまた全員

山の中のセ ミナーハウスに起居するということも

あり、討論会場以外でもPピ ーその他でそれぞれ

個人的に関連のある課題について密度の高い議論
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をしていたようであった。 3日 目の夕食事に

receptitllが行なわれ、改めてRaIIIsay博 士、

森野教授から撲拶があり、この国際会議の青歳を

認識するとともに、遊離基の研究 の発展を願った。

また atracti伽として琴、尺八の演奏、民謡、舞

などの日本の伝統的文化が披露され、recepticll

に花をそえた。特に外国人参加者の間では、琴に

非常に興味を示していた様子であった。またヨン

ファレンスの開催中の息抜きのためと国際会議と

いうこともあり、いくつかの催 しものが企画され

た。そのひとつとして、2日 目、ほとんど全員が

パスで姫路疲へ行った。ところが当日、あいにく

台風が愛慶県を直撃したため、参加者全員ずぶぬ

れになり、白持城の美しさもさることながら台風

と遭遇する good eIPerience/と なった。台風

一過の 3日 目には丹波篠山の立抗焼見学、 4日 目

は特に同伴者のために野点が催され、シンポジウ

ム以外でも国際的交流をもつことができた。 5日

目の午前の sesslonを最後にコンファレンスは無

事終了した。

最後にこの国際会議を援助された山田科学振興

財団に深 く感謝し、また会場を快よくお借し下さ

った関西学院大学に心から御礼申し上げる。

山田コンファレンス世組織委員会

森野米三 (相模中央研究所所長 ) i Ⅲ 卓IⅢ.、
国中都三 (東京工業大学教授 )   +み 車
広固栄治 く分子科学研究所教授 ).■ 詢.■ 十■
斉藤修二 (分子科学研究所助教授 ) ,|...

小尾欣― (東京工業大学教授 )  I Ⅲ ..

lr l,「ト

| | ; ギト‐

■ |  | ヽ i

‐キ〕|″■

1ヽ■緊駄

もう一方の関西地区大学 セ ミナ
ー′くウス

リ国鉄三田駅 よ リタクシーで 10分 のとこ

兵庫県三国に関西では数少ない学術変流の場で

ある関西地区大学セミナーハウスの他に新しく関

西学院千X」セミナーハウスが開館され、ここで山

田ヨンファレンスll遊離基国際シンポジウムが開

かれた。

ヨンファレンス皿では開会式を見学し、本財団

仁田勇理事のOpening Adrressを 拝聴させてい

ただいた。

千刈セミナー′ヽウスは国鉄三国駅よリタクシー

で約 10分 、羽穴山の近 くにあ り、四方を山に囲

まれた景色のよいところにある。関西地区大学 セ

ミナーハウスと地理的に近 く、三回駅をはさんで

南】ヒにわかれていて、名前もよく似ているために

思いちがいも多く、コンファレンスⅡが行われた

ときも関西地区大学セミナーハウスの方へ行かれ

た方もあったそうである。セミナーハウスの内部

はロビーはゆったりととってあり、山々が見渡た

せる。宿泊所は斜面にたっている力渡 り廊下で行

き来できる。

ミナー ハ ウス見学

る。その日は大学 の研修会や集

いた。セミナーハウスの利用が多い時

夏にかけてである。春は新入生や新入

会、夏は大学やその他の集会が多い。

議場、食堂、浴室がある。宿泊所は本館

でU字 711にロッジ風に転在 している。とつ

3人 が泊 まることができ、 2人 部屋が 4

重震;i晨と杵禄二宏督!長`整零含督昌豊3斉::
患を経免岳よ者猛曇鷺侯睦をとを言とをネ穫茎憲
なかろ うか。

ょ『察f長晨ゑ石歩&登宮曇電よ系啓官i子景キ曇壱

を感じた。このような会議場が大阪近郷にできた

なら関西での学術交流にもっと便利になるで孝
ぅ。            事 務局 朝 比奈矢技
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昭和 54～ 55年 度派遣及び集会援助一覧表
(54.5以 降決定分 )

短期間派遣 (45件 )

ド
号
一
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航  先

施
月
実
年

7 9

4 0 4 1

北海道大学

下 地 光 雄

溶融塩おょび金属に関するゴー ドン

研究会議
ア メ リ カ 54//8

7 9

4 0 4 2

大阪大学

中 井 貞 雄

高出力電子およびィォン・ビームの

研究及び技術こ剛 る第3回国際会議
ツ 通 54/7

7 9

4 0 5 1

神戸大学

木 幡   陽
第 27回 IUPAC会 議他 フ ィ ン ラ ン ド 54/8

7 9

4 0 5 3

大阪大学

田 所 宏 行
ACSシ ンポジウム他 ア  メ    リ   カ 54/9

7 9

4 0 9 9

九州六学

加 藤 久 雄
第 7回 国際血登 1卜rh会議 イ  ギ   ッ   ス 54/7

7 9

4 1 0 1

立命館大学

鈴 木 啓 三
第 7回国際高圧力会議 フ ラ  ン   ス 54/7

7 9

4 1 0 2

東京大学

杉 本  大 一郎

IAUヨ Pキ ウム%53「 白色額星

と縮退 した変光星 」他
ア  メ    リ   カ 54/7

7 9

4 1 0 4

東京大学

平 )|1 浩 正

一般相対性理論の最近の発展に関す

る第 2回Marcel G rosslrltlII会議
イ タ  リ   ア 取/7

7 9

4 1 0 9

京都大学

中 村 卓 史

T般 相対性理論の最近の発展に関す

る第 2 [ M a r c e l  c r O s s m t l I I会議
イ タ  リ   ア 54/7

7 9

4 1 1 1

京都大学

福 山   蒸

アレシボ・インヨヒー レント散乱レ
ーダーによる中間目の観測

ア  メ   リ   カ 54/7

7 9

4 1 1 4

東北大学

柴 岡 孝 雄
第 lo回 国嫌 物吐長物質会議 ア メ リ カ 54/7

7 9

4 1 1 5

東北大学

者 村 太 彦
統一ゲージ理論他 ア  メ   リ   ヵ 54/7

- 1 1 -



79 東京大学
第8回国際原子分光学会議他 イ ギ リ ス 54/7 

41 17 原 口紘長

79 東京大学
第7回複索還化学会議 ア メ カ 54/7 

4118 秋葉欣哉 ， 

79 東京大学
負ミュオン・スピン団事去の研究

4119 久野良孝
ア メ リ カ 54/7 

79 大阪大学
第 8回質量分析国際会議他 ノ ，レ ウ :::.::. - 弘，;/i8

4120 松尾武清

f、t
79 大阪大学 ミクロ ゾームと薬物酸化に関する第

ア メ リ カ 54/宮
4125 佐藤 了 4四国際シンポジウム

79 大阪大学 エネ'レギ一変換機構に関するゴード
ア メ リ カ M〆7

4129 多国道彦 ン会議

z、'.守. 
79 広島大挙

英国胞子研究会議 イ ギ リ ス 54<.(.9. 
4183 小林泰夫

79 北海道大学 脊椎動物におけるリンパ球の発生と
イ キ' リ ース 54/9 

4135 片桐千明 分化に関するシンポジウム

， 
79 奈良女子大学 第 S図表面およびコロイド科学国際

λ ウ ェー テ・ γ 5411.'81 
4189 渡辺 昌 会議

. 
79 東京大学 電荷・スピン・運動量分布第6回サ

カ ナ タ 54/8 
4141 細谷資現 ガモア会議

一
~， '、

79 名古匡大学

4144 石橋善弘
第4回強誘電体ヨーロッバ会議 ユー ゴスラピア 54〆8;

79 大阪大学 IUPAC第26回国際高分子シ:/ 西 ド イ ツ 54/8 
4146 岡本佳男 ポジウム

79 東京大学 Exper iment of Mu∞ Spin 
4151 安岡弘志 Rela.xation in Fe S i 

ア メ り カ 5ι/8 

79 京都大学
第 9固有機金属化学国際会議 フ フ てJ ス 54/8 

4155 生越久晴

-12-



7 9

4 1 6 3

東京大学

長谷川 秀  夫
国際磁気会議 西   ド   イ   ノ 54/9

7 9

4 1 8 4

東邦大学

岩 村 吉 晃
第 9回北米神経科学学会 ア  メ   リ   カ 54/0

7 9

4 1 8 5

京都大学

中 村 陽 三
メスパツワー分光学国際会議他 ユ ー ゴス ラ ビ ア 54/9

7 9

4 1 8 6

大阪大学

伊 達 宗 行
国際磁気会議 西 ド イ ツ 54/9

7 9

4 1 8 9

名古屋大学

鈴 木   歴
第 5回復合糖質シンポシウム他 西   ド   イ    ツ 54/8

7 9

4 1 9 0

名古屋大学

山 田 静 之
第 8回インブレノイ ド会議 ポ ー ラ ン ド 54/9

7 9

4 1 9 3

九ブヽ卜1 大学

藤 原 祐 三
第 9回 国際有機金属化学会議他 フ  ラ   ン   ス 54/9

7 9

4 1 9 5

東京大学

川1 上 宏 金

国際シズ ジウム 「安定領滅を離れた

原子核の研究における将来の動向」
ア  メ   リ   カ 54//9

7 9

4 1 9 9

東北大学

曳 野   宏
業用植物に関するユネスコセミナー ″ イ 54/0

7 9

4 2 0 0

東北大学

伊 藤 光 男

オキソカーボンに関す る国際 シンポ

ジウム
ア  メ   リ   カ 54/9

7 9

4 2 0 8

国立循環器病セ″ ―

菅   弘  之

第 5回 心臓収締特性の ワークショッ

ブ
ベ  ル   ギ  ー 磁/9

7 9

4 2 1 7

京都大学

松 本   紘
国際磁気園研究 シンポジウム他 オ ー ス トラ ツ ア 54/1

7 9

4 2 2 4

東京大学

綿 抜 邦 彦
南寡陸水研究国際作業委員会 オ ー ス ト ラ リ ア 54/0

7 9

4 2 2 5

京都大学

川 出  由  己
インターフエPン の基礎的研究 ア  メ   リ   カ 54/0



7 9

4 2 2 9

分子科学研究所

坂 田 忠 良

第 156回 電気化学会議シンポジウ

ム「半導体電極の光電気化学 」
ア  メ   リ   ヵ 54/0

7 9

4 2 3 0

京都大学

亀 井 節 夫

インド国における新第二紀′第四紀

境界についての野外討論集会/
イ ン ド 54/0

7 9

4 2 3 1

京都大学

高 村 仁 一
第 5回金属 ・合金の強度に関する国

際会議
西   ド   イ   ッ 54/8

7 9

4 2 3 4

東京大学

古 在 由 秀

国際測地学 ・地球物理学連合第 17

回総会
オ ー ス トラ リ ア 54/1

7 9

4 2 4 4

I BII.フトノン研究所

江 崎 玲於奈

Interコaしional  Un10n of Radio

Science 6 0用 年記念大会
ベ  ル   ギ  ー

ヨード
番 号 被 派 遣 者 目 的 渡  航  先 期  間 、

7 9

5059

大阪大学

森   昌  弘

X線 による相転移機構

の研究

ア メ リカ

ヒュース トン大学

54/10～55ノ9

1 カ毎

長期間派遣 (1件 )

学術交流集会 (54年 度 2件 、 55年 度 7件 )

ド
号
一ヨ
番 主 催 責 任 者 集 △

〓 会    期 開催地
|`

7 9

6 0 1 9

日本金属学会

不 破   祐

第 2回 日本金属学会小規模国際シ

ンポジウム「金属と水素」

整 11/26

～ 11/29

群 馬 ‐県

利 根 都1

7 9

6 0 2 0

京都大学名誉教授

岡 村 誠 三

ミクロシンポジウム ・高分子科学

のフロンテ ィア

55 2/1

～ 2/2
東 京 都

8 0

6 0 0 1

東京理科大学

古 川 淳 二

第 5回 カチオン及び他のイオン重

合国際シンポジウム

55  4/15

～4 / 1 8
京 都 市

8 0

6 0 0 3

大阪大学

山 部  昌 太良F

原子核反応における高励起状態に

関するRCNP国 際研究集会

55 5/12

～5/16

8 0

6 0 0 5

京都大学

佐 藤 文 隆
恒星進化論の基本問題

5 7/21
～7/25

-14-



8 0

6 0 0 6

京都大学

早 石   修
第 3回 国際 トリブトファン研究会議

55 3/5

～8/7
京 都 市

8 0

6 0 0 7

金沢大学

大 滝 哲 也
昆虫発生遺伝学国際シンポジウム

558/10

～8/13
京 都 市

8 0

6 0 1 0

東京理科大学

橋 日 隆 吉

半導体格子欠FFEおよび放射線効果

国際会議

55 9/8

～9/11
箱 根  町

8 0

6 0 1 4

早稲田大学

小 林 講 三
第 2回 日ツ畿誘電体シンポジウム

55  9/6

～ 9/11
京 都 市



昭和 54年 度短期間招へい成果報告

7 9 - 2 0 0 3

被招へい者

■OIfram SaeageI

PrOfessor,Max― Planck―Ins titut

推  e x r r i I I l e n t e l l e  I V I e d i z i n ,

B R D

目的及び成果

今般山田科学振興財団

より短期間招へい援助 を

受け、西 ドイツGどttト

ne●Il市よりMax― PIa一

n c k 実験医学研究所化学

部門の恥 lfralltl saclr

Fer教 授が来日され、 4

月 5日から30日 までの約 1ケ月間の私の研究室

(大阪大学薬学部薬品物理化学教重 )での滞在中

共同研究、討FIS 講ヽ演、視察旅行など多忙な毎日

を過された。

私が Sa鋭幹r教授と知合いになった最初は、

1969年 に米国New York tt Bdffaloで 開か

れた国際結晶学会の席上であ り、 ドイツ結晶学会

の宕きホーブとしての優れた才能と人柄に意かれ

るものを感 じた。以後何度か学会で旧変を温める

と共に、藤原隆二助教授が 1973年 ～ 1974

年の 1ケ年間同教授の下でPrO teinase【および

′
―
げclodtttrin の構造解析を行なったことも

あ り、ぜひ一度私の研究室へ招 きたいと考えてい

たところやっと今回それ力嘆 現し、研究内容につ

いての優れた多 く赤 唆、さらに今後の共同研究

0進 め方についての回い相互の連係を深めること

ができたことは最大の喜びであった。

4月 5日 同教授は大阪空港に着き大阪大学待兼

山会館に旅装を解 くや、ただちにその足で研究室

にやってきて一人一人の学生をつかまえて今やっ

ている仕事についての質問を発するほどの研究熱

心な科学者であるが、また一面ではテニスに興 じ

日本料理の味を知る良きドイツ人でもある。

研究室のセミナーでは「げc10dextrin 包接化

上 原  喜 八郎

冨 田 研 一

合物のHOsし,Guesし 相互作用 」についての講演

を、また案学部講堂での「ヌクレオチ ドおよび核

酸の構造」の講演を心よく引受けられ、充実した

講演内容と同教授の研究に対する自信ある話し方

は聴 く者に多大の感銘を与えた。同教授は 4月 18

日から約 1週間にわたって視察と誰演のため、名

古屋大学理学部、工学部、理学電機株式会社昭島

工場、帝大休式会社中央研究所 (日野市 )、東京

大学理学部、薬学部、東京工業大学理学部および
一菱化成株式会社生命科学研究所 (町田市 )を訪

問され、講演や討論を通 じて日本の多くの科学者

に会われ、桜花咲きにおう日本の旅を満喫された

のではないかと思 う。

同教授とたどたどしい英語で仕事のことや ドイ

ツの生活について話合った学生は、今でも同教授

のことを想い出し、いつかまた会える日を楽しみ

にしているし、皆で埼堀 りに出かけ同教授が生れ

て始めての符料理を賞味したことも楽しい思い出

の一つである。

同教授からの有益な示唆を受け、ジヌクレオチ

ドの結晶構造解析への目途がたち仕事への意怒を

燃やしている者、合成核酸のX線 解折で始めて見

つけたI166gs teen型塩基対について同教授から

お墨つきをもらい自信を深めた学生、〃
―cyClげ

dextrin包接化合物の結晶化について同教授 自ら

行った実験で得られた大きな単結晶をみせられて

発奮した学生など、研究室の全員がそれぞれ大な

り小な り同教授からの影響を受け、よき刺激にな

ったことは今回の同教授招へいの最大の収穫であ

った。

4月 30日 、奥さんや子供さんへの生産をつめ

た荷物をもって一人一人と固い握手をかわ し、

申 請  者

受入責任者

大阪大学

大阪大学
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｀万オ ″の声に送られて満面に微笑を浮べながら

大阪空港から帰国の途に飛び立った同教授の胸中

は満足感で→杯ではなかったかと想像する。

最後に同教授招へいにつ き御援助をいただいた

山田科学振興財団に深甚の謝意を表するものであ

る。

79-2004

被招へい者

Marty■  C.R SyttKlns

PiofesscI,DepartIIlent of Cheltlistry2

The Universit)Leicestcr, U K.

目的及び成果

本年 5月 12日 から19

日の間、東京都市センタ

ーで開かれた第 6回国際

放射線学会に英国ンスタ

ー大学のヤーチ ン・C・

R・ シモンズ教授を招ヘ

いすることができたの↓去

ひとえに出田財団のご援助に負うものである。同

教授日国際学会にひきつづいて開かれたいくつか

のポス トヨングレスシンポジアムにも出席され、

わが国の放射線物理化学者との変流の実を上げら

れたのでその概要を報告する。

シモンズ教授は英国の高名な化学者 D,I可 ―

ra n教 授のもとでコSR分 光法の化学への応用

を手がけられて以来、分子を放射線や光で励起し

たときに生成するいろいろなラジカルやイオンな

どの常磁性活性中間体をコSRに よって研究 して

きたが、その超外的研究活動は源著講茂が約 5印

編におよぶという事実に加実に顕れている。それ

らの論文はいずれも今まで誰の目にもふれたこと

のない新しい中間体についての果味深い報告で、

新 しい分子種を化学の世界に数多く紹介した点で

目を見はるものがある。シモンズ教授はまたA.

CaIIingtljll教授 , P A lki硝 博士など署名な

俊オを育てられたことでも知られ、研究、教育両

面にわたって極めて顕著な貢績を上げている。

シモンズ教授は国際放射線学会でな「低温凍結

系での活性中間体 」というシンポジアムの特別講

演者として最近までの同教授らの研究の総拒的講

演を行った。講演の内容は放射網悪射で分子が電

8  正

忠 正

離 して生ずる電子に着 目したもので大別すると分

子か ら電子が 1個 抜けた分子種 (electrtln―

loss centres)に 関する研究 と、分子に 1個 電

子が付加 した分子種 (electr伽 一 ga an centres)

に関する研究に分けられる。前者幼列としては

Ptt NC,RCげ , PR3か らそれぞれ生する

Кtt N島 , RCo, PRま などがあ り、いずれ

も反応性に富んでいてたとえばIt O02は直ちにR

十Ccに 分解することを明らかにされた。また多

くのelec↓Ion-loss centresに共通して次の

ような2畳体化が見られることを示した。

P R す十P R 3 → R 3 P ~ P R 甘

ns +ns → II s―SR

electrm― 摯 in CeIIhes‐ に関 しては分子が電

子を受けとったあ と結合が卸断する場合があ り、

その過程には溶媒が影響をおよぼすことを見出為

たとえばCC13N02カ ヤ電子を受けると非極性溶媒

中では次の反応で分解

CC13N02+e →  CC13+N02

するが極性溶媒中では次の反応が優先する。

CC13 N02+o → CC13+N02

また結合 の切断を伴なわない olectitlII―gain

centresに ついては分子内で電子がどの位置v‐w~

在するかについていろいろな場合があ り、たとえ

ばハロウラシルでは臭化物、ヨウ化物 については

電子は炭素 ・ハロゲン間の空のシグマ軌道に主 と

し珂弓在 し、塩化物に於ては分子全体にひろが っ

た空のパイ軌道に入ることを証明 している。そし

てこれ らの電子付加 、損失過程の研究は遷移金属

を含んだ酵素などの~電 子移動反応の機構を理解

するた めの基礎 とな り律 ことを強調 した。

申 請  者   京 都大学

受入責任者  京 都大学

志  田

志 田
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シモンズ教授は国際学会のあと理化学研究所、

京都におけるシンポシアム等にも出席 してレーザ
ー化学に於ける中間体の研究にも同教授らの研究

結果が役立つことを示 し、今後ますます広い分野

で活性中間体に関する知識が、必要になるであろ

うことを強調 しち

このようにしてシモンズ教授はわが国の同学の

人々に多くの知蔵 と将来に対する示唆を与え、特

に若い世代の人々に強い印象を残して帰られた。
一方シモンズ教授の方も日本に於ける活発な研究

活動を見て今まで比較的日本の学界との交渉が少

なかったことを反省された様子に見受けられた。

以上シモンズ教授の招へい計画は多くの実 りを

上げて成功裡に終えることができたことを感謝の

念をもって報告する。

79-2051

被招へい者

Serguel I N ik01s呼

Deputァ Director,Lebedev P,ァ siCal

lnsticute Acaderlly Of Science

USS■ , USSR

目的及び成果

ニコルスキー教授は、

ソ連アカデ ミーに所属す

るモスクヮの レベデフ物

理学研究所の副所長 とし

て、理論、原子核、宇宙

線を含む研究部の責任者

である。今回は本人の専

門とする宇宙線研究について招へいされ、7月 跡

日に来日した。同研究所では本人を貢任者とする

テンシャンの高山観測所における空気シャヮーの

研究と、スラパチンスキー教授を責任者とするパ

ミール高原 (49oo″ )で の大面積エマルショ
ンチェンパーの研究が行われてお り、共にソ連 の

宇宮線研究を代表する大型計画である。

当初 10日 間は東大宇宙線研究所に滞在し両国
の研究成果についてHNl議を行うと共に、昨年か ら
の文通によって申込みを受けていた両国間の今後
の協力関係を確立するため協定書を持って来てい

たので、これについての議論も行った。その内容
は「レベデフ研究所と東大宇宙線研究所との間で

今後 5ケ年に亘り宇宙線を用いた超高エネルギー

素粒子相互作用の研究について、次の諸点で協力

する。(1)毎年の人事交流。1212年毎に研究会の開

催を変互に行 うこととし、第 1回は来年ナホ トカ

申 請  者   東 京大学

受入責任者  東 京大学

で行う。(31実験データ及び計算結果の変換。141共
同論文の作成をすること。」となっており、積極

的に協力したいとの熱意に途れているので、これ
を受本れ調印することヽした。具体的に問題とな

るソ連のパミール実験の規模は我国の富士山実験

の約 30倍 で、既に多くの珍 しい現象を観測して

お り、日本の先進的なエマルションチエンパーの

技術と成果を積極的に取入れたいとする意向は、

我々もむしろ歓迎する処であって、相互の畳ど質
の結合による優れた成果が見込まれる。

8月 6日から18日 迄は京都で開催された第16

回宇宙線国際会議に出席 し、主に空気シャワーと

高エネルギー部会で論文の発表並に討論を行った。

特にテンシャンの大型力Pリ メーターによる宇官

線超高エネルギー現象の観測結果は、1014e7

以上で核カスヶとドの減衰定数が急に長くなるこ

とを観測し、その説明に長寿命の新粒子の存在か

予期されることを述べた点が注目される。またこ

れと関連 して、超高エネルギー領虜の咳相互作用

で直接に電磁成分ヘエネルギーが行っているとの

主張もなされた。

会議後は宇官繰研究所および同附属の明野観測

所に於て、空気シャワーに関する研究連絡がなさ

れ、ツ連南部の高山に新設計画中の大型観測施設

の説明等が行われた。その後再び日ツ国際協力研

〓
一
鎌

郎
　
一

言
一　
甲

宅
　
国
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究につヽヽて、巨接に担当するスラバチンスキー教

授 と本所の湯田助教授の同席の上具体的な話合

いを行い、8月 25日 に帰国 した。

79-2053

被招へい者

Badttwa1 7 P Sieeiantan

D irectoI〕 Tata  lns↓itutc  Of

I「undamenlal Research, India

目的及び成果

ス リーカンタン教授は

イン ド国ボンペイ市のタ

タ基礎研究所の所長 とし

て、イン ドの活発な宇宙

線研究グルーブの責任者

であ り、また、自らも南

イ ンドのウータカモント

空気シャワー観測所やヨラー金鉱山空気シャワー

観測所等で研究に従事し、一方ではX線 天文学の

研究にも力を入れている。本人は 7月末に来日ヒ

研究打合せの後、先ず東大手官航空研究所で8月

3日 と4日 に行われた「X線 天文シンポツ ウムJ

に出席し、「早いパーストからの赤外探索」と題

する講演を行うと共に、軟X線 部会の議長として

同シンポジウムの進行に協力した。その前後の滞

在を通じて、我国が今年打上げ円成功 した科学行

星 「はくちよう」のインドにおける共同観預」につ

いて、宇航研の小田教授らと協議し、今後の問題

について研究連絡が行われた。インドに於ても自

国製の科学衛星をツ連から打上げてお り、将来の

X線 天文半についての具体的討論力靖益であった。

3月 6日～ 18日 の間には、京都で開催 された

第 16回 宇官線国際会議に出席し、論文発表や討

論に加あるとともに、空気シャワーの部会に関す

る綜合報告者として、総会に於て空気シャワー現

象の観測から推定される超高エネルギー乗位子相

三 宅

鎌 日

互作用の特性について綜合的に経めた報告を行,

た。この中で特にインドのコラー金鉱山で地上の

空気シャワー観lRl装置と地下探部のミュー中間子

検出器との同時観測の結果はユニークなもので、

これと計算機によるシムレーションの結果とを比

較することにより、1014e了  台 の宇宮線が低エ

ネルギーでの宇宙線の化学成分と各々同一の構成

であると結論された。

会議後約 10日 間、東大宇宙線研究所に滞在し

宇宮線研究の将来計画に対する討論が行われたが、

インドとしては上記の研究に更に深い地下-3000

米水深相当の地点に大面積のミュー中間子検出器

を新設し、エネルギーの高い領滅 で、理論と実験

の比較を行いたい旨の説明があった。日本側から

は 1960年 以来、日印協力研究事業として行っ

てきたヨラー金鉱地下深部のミュー中間子および

ニュー トリノ観測研究の将来計画に、更に陽子の

寿命を観測する計画を加えて、大型実験を行いた

い旨の説明がなされた。その他近年この協力研究

によって発見された重い未知の粒子の崩壊現象や、

大きな水平電磁カスケー ドシャヮーの発生に対す

る解釈の問題や、平行 ミュー中間子群の地下深部

における異常性等について詳細な検討がなされ、

今後の日印協力の具体的な方策が練られた。

これらの議論にはタタ研究所のナラシムタヽム博

士も協力研究の担当者として同席 し、一部の結論

は宇官線国際会議へ二つの論文として提出された。

申 請  者

受入責任者

東京大学

東京大学

郎
　
一

〓
一　
甲
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79-2058

被招へじ考

A lexコder Schttck

G roup L eader,L abraloIン of

E igh コ Ilergy P町 電icS,DTE

ztrich,s宙 ↓zeriand

目的及び成果

A Schenck博 士 はス

イスのメツン・ファク ト

リーSINに おいて ミュ

オン・スピン回転の現象

を研究 しているグループ

の指導者であって、この

方面で多 くの業績をあげ

ている。本年 4月 に東京大学理学部中間子科学実

験施設の主催する国際シンポジウム「ミュオンス

ピン回転と関連諸問題」に参加するとともに、あ

わせて国内のいくつかの研究機関を訪問 瞬 演を

行 ってくれるよう招待 した。

SchencL博 士は、東京大学理学部、高エネルギ
ー物理学研究所、大阪大学理学部、ならびに同核

山 崎 敏 光

山 崎 敏 光

物理研究センターを訪間 し、研究情報 の変換を行

うとともに、次のような題日で講演を行 った。

l Polarized ml■ cn etxperiIIlents at

SIN

2 H igh― precisicII meattreIIletts of

the lnucn mattetiC moltlenl

3【 niぃI Shifts of″十 五  diam増 ―

n e t i c  l l t l e t a l s          ・

伊豆半島堂ケ島において行われたシンポジウム

では、約 50名 の内外の参加者を前に招待講演を

行い、わが国の物性物理理論家をはじめとするい

ろいろな分野の研究者と交流を深めた。

Scllttck博士は 2週間の滞在中上記のようなめ

まぐる卜い活躍を行い山田財団の招待を感謝して

帰国した。

申 請  者

受入責任者

東京大学

東京大学
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78-3004

被招へい者

N oborn tteo臨  末  岡    登

PIofessor,Deparじ mcn, of htEclecular,  申  請  者

Cellular alld DeveloPIIlental Bio16既 ,  受
入責任者

UIliversity of Oolorado,U S A

i  目 的及び成果

1979年 1月 から6

月まで三菱伯或生命科学

研究所の細胞生物学、神

経化学及び発生生物学の

諸室 で下記の仕事をした。

(1)マウス初期胚の摘出

並びにその解剖技術の習

三菱イヒ成生命科学研究所
江  上  不 二夫

三菱化成生命科学研究所
江  上 不二夫

m。. n比

(DSしem ceIIs alld differel■ しiaしicn and

developlnenし   in  eucaryotes

(3)Analyses of ccll 調 rface proしeins

by a twO― dimellsioDa l ttl

elec trO出OreSiS

(OTrallscriptitlnal complexilies of ra,

brain alld otber  tisЫ ■es  and  their

deve10plllerltal  clED.● os

(9 1solaLion tt replicatic■■ crigh of

コを,′′z 6 s力 ″ ″s  c h r o l t 1 0 S O m e  a n d

iしs  inしerac,im with plaslna― IIl e―

mbrane.

又日本滞在中下記の大学汲び研究所で招待され

講演を行い動物発生、分子遺伝、神経生物学の分

野の人々と学問的交流の機会を持った。

京大医学部ヴァイラス研究所,国 ヤ基礎生物学

研究所,国 立放射線医学研究所 ,国 立ガンセンタ

ー研究所,国 立遺伝学研究所,金 沢大医学部ガン

研究所,東 大理学部生化学数室,京 大農学部農林

生物遺伝学教室,京 都国立病院研究所,九 大理学

部生化学及び遺伝学教室,東 北大農学部,東 北大

医学部,北 大農学部,旭 伯或研究所,協 和顧酵研

究所,TeratOcarcinKllIIa研究会。

以上誠に有益な半年を送る事が出来たのは山田

科学振興財団の援助臼衣るもので深謝する。

(末岡 登 )

得 (藤本弘一氏指導 )

(のマウス初期胚の移殖及び培養技術の習得 (藤

本弘一氏指導 )

(9ラ ットの神経臆双 RT4)か ら分離した細胞

系の染色体分離に関するオ
ートラディオグラフィ

を使 っての研究 (丸野内様氏と協同 )

(O RT4 細 胞系の電気生理予備実験 (三宅教尚

氏との協同 )

その他表皮幹細胞の染色体分離に関する実験に

加った (田 中管二及び丸野内様両氏と協同 )の と

国立ガンセンタとの中島考氏と協同でRT4 細 胞

系のS100貫 白 (グ リア特有 )生産を免疫螢光

色素法で調べた。

なお三菱化威生命科学研究所では私のコロラド

での研究室の仕事を次のような題目で5回 に渡っ

て話した。

は)r″ 7″ 脅 neurOnal alld glial diffe―

r enしiatim  of  a lnulliP6し enじial

sしoltlcell  llne  froln a  rat  neurtltu―
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78-3005 

後招へい者

T am iko Sueoka 末岡多美子

Assistant Professor， Department of 

Mole叩 lar，Cellular 釘ld D evelop-

m岨 tal Biology， University of 

Colorado， U， S. A. 

目的及び成果

私は I97 9年の 1月

から6月迄国立ガンセン

ター研究所から山田財団

の援助により招へL、を受

けた。同研究所では主と

して薬効試験部の長濠 ・

矢内両博土、生物学部の

西村博士、生化学部の藤木博士等と私の研究室で

分離されたホルモン依存性のラット乳癌細胞の成

長促進因子を使って共同研究を行い、叉1重荷の実

験ガンについて研究討議を行った。

先づ長津研究室で維持されているラットやマウ

スの乳ガンを使って上記の成長促進国子の in 

vivo と itlvitro での効果を調べt.:。

GR/A系のマウスを使って正常な乳腺と乳ガγへ

の周囲子のFf-Thymidine の取り込みへの効

果を調べたが invitゅでは明らかな効果は見ら

れなかった。これはマウスに与えた成長促進因子

の量が不足していた故かもしれないc in vitro 

で正常な乳腺を培養し成長促進国子の効果を調べ

たところこの場合同主形態的な影響を及ぼす事が

判った。この実験は未だ不完全であるが有意な結

果が得られそうなので今後長津研究室と我々と共

同でこの種の実験を進めτ行く予定である。
次に私の研究室で分離されたラット乳ガン細胞

に特異的に働〈成長促進因子の性質並びに構造の

決定を西村博士藤木博土らと共同研究でなされた。

この因子は既知のホルモンを除いては乳ガン細胞

に効果があるものとして始めて発見されたもので

申請者

郎

弘
七

所

所
究

川

究

器

研

ー

研

ト
石
ト
長

ン

ン

セ

セ
ン

ン

カ

ガ
立

立

国

国

受入責任箸

あり、その構造や作用機作を解明する事は大変重

要である。共同研究の結果同因子の試料成分は単

ーである事、アミノ酸分析器で特長あるピークを

示す事、燐酸基がついており燐酸基を除くと生物

活性が失なる事などが判明した。只今マス久ベク

トロメーターで分子量を測定中である。

これらの研究実験の他長津研究室と我々の研究

室に維持されている種Aの実験動物乳ガンの性質

などについて有意義な意見の交換を行う事が出来

た。

日本の各所の大学や研究所を訪問したが次記の

所で「ラット乳ガγのホルモン依存性及びラット

乳ガン細胞成長促進因子」についての我々の研究

の結果を講演し同分野に於ける種々の問題に関し

て意見の交換をした。京大医学部，京大農学部

三菱化成生命科学研究所，東京都立総合精神医学

研究所，愛知県立ガンセンター，千葉国立放射線

医学研究所，北大農学部，旭化成研究所(富土)， 

又次記の大学を訪れ分野を同じくする研究者と討

議を行った。金沢大，金沢医大，九大， 東北大，

尚、東京都主菰合精神医学研究所で島津孝博士

と視床下部が脳下垂体に及ぼす一樹枕影響又は

視床下部が上記の成長促進因子が脳下愛体で生成

されるに如何なる制御を与えうるか等を討論した。

同研究所ではベプタイドホルモンの作用機構につ

いて講演を行った。 6ヶ月の日本訪問が山田財団

の援助により可能になりその間共同実験や研究分

野の等しい研究者等と意見の交換が出来て大変有

意義に過せた事を感謝する。 (末悶多美子)

内
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78-3006 

被招へい者

Sukekatsu U自hioda 潮田資勝

Associate Professor， Department 

of Fhysics， University of 

C alifornia， U. S. A. 

目的及び成果

責財団の長期招へい援

助により当夜間室に滞在

された潮田資勝氏の招へ

い成果を報告する。氏は

当初の予定通り 2月初旬

に東京に到着し、 7月1

日に米国に帰国した。

氏の日本滞在中の主な活動は、当研究室におけ

るデイスカッショ ン，他の物性研究所内の研究者

とのデイスカッション，所内外各所での講演， リ

ピュ一・ベーパーの著述等にあてられた。当研究

室では 3He-4He混合液体からの光散乱実験を

準備Lており、潮田氏は専門分野である光散乱の

光学系のデザインと実験のプランに参加した。叉

氏は当研究室で行っているACカロ日メ，}-!)ーに

輿味があ り、この実験方法を詳しく観察し、一部

測定にも参加した。

講演は物性研究所内で、、表面ポラリトンの光

散乱 HとU 超イオン伝導体の光散乱 Hについて2

回，所外では次の各所で同様の題で講演を行った。

申請者 東京大学 生 山島 明

受入責任者 東京大学 生 院患 明

電子技術総合研究所，東京大学，東京理科大学，

名古屋大学，関西学院大学，九州大学，東北大学，

日本物理学会春の年会。

潮田氏が日本滞在中に書かれた論文は次の通り

であるo

1) L iquid -1 ike Raman sca tter ing 

from superionic materials， (with 

M. J. Delaney)， Solid State Comm. 

32，67(1979). 

2) Resonance Raman scattering in 

CdCrzS4 -Magnetic circular 

polarization pro戸rties，(with N. 

Kashimka 組 dT. Tsushim乱)， to be 

publ ished in Phys. Rev.. B. 

3) L ight scattering spectroscopy of 

surface eledroma伊etic waves; to 

be p.1blished in Progress in 0 ttics 

edi ted by E. Wolf ~ ( N orthー

Holl回 d，Amsterda.m ). 

なお上記の論文の別刷は著者から直接貴財団に

送られる予定ですo
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昭和 53～ 54年 度短期間派遣成果報告

4月 1日 から6日迄の

7日 間日米合同化学会議

がホノルルで開催 された。

オース トラリア ,ユ ェー

ジーランド,カ ナダの化

学会 も公式に参加 し、参加者 1万 人、研究発表値

は 5子 に達する大規模な会議であった。日本化学

会にとっては創立 100周 年を記念する事業の一

つであると共に海外で行った最初の国際会議 とし

て記念すべきものである。4月 1日 の開会式に続

いて 2日 か らは化学のあらゆる分野にわたってシ

ンポジウムゃ一般発表がワイキキのホテルを会場

に行われた。  '

海洋天然物化学シンポジウムは平田義正教授 と

Paui Scheuer教 授をCo― chairman に

4月 3日午後か ら1日 半にわたってセラトンワイ

キキホテルで開かれた。会場のある2階 の廊下か

らはビーチを見下し太平洋の潮香を含む心地よい

風 とプールに解Aビ キニが極めで印象的で、会議

の緊張を解すのに効果的であった。講演は米国 4,

日本 4,ォ ース トラリア 1,イ タリア1,で 合計

10人 の招待謡演者によって行われた。会場が常

時満員であったことはこの分野に対する関心が極

めて高いことを示 していると言えよう。

最初の講演者イリノイ大学の【 L.Rineha■ ↓

教授はアルファ・ヘ リックス号による調査航海に

おいて脳上でのスクリーニングテス トの結果得 ら

れた抗生物質や抗腫場物質について話された。ま

た同教授のグループはキャンピングカーにOC―

MS等 の機器を積み込んでイリノイか らカルフォ

ルニア沿岸あたうまで出かけ、採集tEE場でスクリ

ーニングを行っていることを紹介 された。RI―

nehaIし 教授の海洋天然物にかける期待がいか

に大 きいかを伺い知ることができる。 2番 目の講

演者は大阪大学の北ナ1勲教授でヒトデやナマコか

78-4249

アメリカ ,日米合同化学会議

琉ポ大学 比 嘉 辰 雄

ら得 られた多数のサポこンの構造や作用について

報告 された。第 1日 目最後はヒュース トン大学の

A」 ,We r nhc iIIle r教 授で海洋生物中の抗腫

易性物質について詩演 された。多 くの種について

スクリーニングを行った結果抗腫易性物質を含有

する種の割合は刺胞動物 ,海綿 ,軟体動物などに

特に高 く平均 して 11%に 達するという。

第 2日 目最初の講演を予定 していた【 L.Br―

ickson教 授は航空ス トのために来れずその時

間は休みとなった。 2番 目の私は半索動物ギボシ

虫の成分について話 した。数極のギボシ虫から我

々が分離構造決定 した 20余 覆のハコゲン化合物

について種間の比較 を行い、生合成径略や生物休

内における役割について言及 した。次にオース ト

ラリアのJo C.Ooll教 授はソフ トコーラルとそ

の成分について講演 された。イタリア ,ナ ポリ大

学のGo PIo↓ a教 授は海洋無脊椎動物か ら分離

された含窒素色素の構造について話された。

年後は名古屋大学の後藤俊夫教授によう多数の

発光性海洋生物か ら分離された発光物質について

講演 された。続いてスクリップス海洋研究所のW

Fenical教 授の後鯨亜綱に属する欧体動物の

化学防御について、東北大学の安元健教授による

シガテラ毒 とその毒の来源について講演が行われ、

最後にロー ドアイランド大学のY Sh iIEli zu教

授は渦報毛藻類の産生する麻痺性員毒について講

演された。

今回の会議に出席 して多くの示唆に富む ものが

あったが、それにもましてこれまで論文を通 して

しか知 らなかった秀れた研究者達 と直接語 り合 う

機会を得たことは大 きな収礎であったoこ の会議

に参加するにあたう多額の派遣援助を下さった財

団法人山田科学振興財団に対 し深甚なる謝意を表

する。
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78-4252

フランス ,第 14回 モリオンド会議

東京大学  猪  木  慶  治

3月 5日早春のパリに

到着しパリ大学のオルセ

ー研究所を訪れた。こゝ

の研究所を訪関した目的

は、筆者と異った見地か

ら最近バリオニ ヮム くクォ
ーク2ケ ,反 クォーク

2ケ ようなる多体系 )の研究をしている了in

Mau教 授、Nicoloscu教 授 と討論すること

であ り、その討論は今後の研究 をす ゝめてゆ く上

で大いに参考になった。研殉方のセ ミナ
ーではパ

リオニクムの s l j e C t r o s c o p ァとd y n a m L C S

について最近私のやっている研究を紹介する講演

を行った。

3月 11日 パ リか ら6時間ばか り列車にゆられ

て南下し、アルプスの中のレザ
ークという場所で

第 14回 モリオン ド会議が 11日 から17日 まで

開かれた。 この会議の目的は、高エネルギ
ー物理

学、素粒予論で最近見出された発見や トピックス

について、世界各国の理論、実験両分野の専門家

を集めて、非常に自由な雰囲気の中で活発な意見

交換や討論の機会を与えてより創造的なアイディ

アを生み出そうというものである。会議の方は出

席者は 100名 余 うにしばられ討論や交流の機会

には十分に恵まれ上記の目的はかなり達成 された

ようそこ思 う。

初日の会議は夕方か ら始まったが、私の恩師で

あるパークレーのChew 教 授がBo。 ↓strap

theorァ  of quarksと いう意欲的な講演を

した。私の行った掲待講演はDualitァ  and

u n iし a r i t y  p r e d i cし i o n s  o n  I I l u  I―

しi一q u a r k  s p e c t r o s c o pァ とt うヽ題目で、

主としてD u a l iし ァとU n i t a r iし ァ か ら導か

れるp r e d  i c 1 l o nを 中心にI I t u  l  t  i―q u a r k

staし eの現状と将来に残された問題点を話した。

この分野は理論、実験共に近年生れたばかりであ

り、つっこんだ討論ができたのは何よりも有意義

であった。その他 CDRNの ISRで 行われた陽子

―陽子散乱の大きな横運動量PTで の実験で陽子

の中のクォークがグルーオンを交換して散乱され

るという描像が実験的にも支持されだしてきたこ

と と、 QCD(quaIItuIIl chloIIlo dyllam―

ics の 略 )の 予言を支持する1青況証拠がだんだ

んふえてきたことが印象的であったo

3月 17日 にレザークを発ってスイスのCコRN

に向かった 。CコRNは ヨーロッパ 12ケ 国の連合

よりなるヨーロッパ連合原子核研究所で敷地がス

イス ,フ ランス両国にまたが り、世界最大の加速

器をもち精力的に素粒子の研究が行われている。

私は 10年 前 この研究所で1年 間研究をしたこと

があるので感慨深かった。更に 10年 後をめざし

て 10 0CeVの e~と 1000e7の o十を衝突

させる加速器 も前向きに検討 しており、日本 もう

か うかしておれないなと思った。この研究所 には

知人 も多 く色々と討論の機会に恵まれたが特に

Venezl■ no教 授 とバリオニゥムの将来の見通

しについて色々と意見交換ができたのは幸いであ

った。CDRNで はパ リオニゥムの現状 と将来の展

望についてセ ミナーを行 った。

3月 25日 に英国にとびラザフォ
ー ド研究所、

ロンドン大学、ケンブリッジ大学等でセ ミナ
ーを

し、今秋 日本に招へいすることになったPhil―

lips教 授 と打合せをして4月 9日 東京に帰って

きた。

最後に今回の国際会議への出席を可能にして下

さった山田科学振興財団に厚 く感謝する。

-25-



78-4254 

19 7 9年8月21日

エジプトーイスラエル平

和条約調印ぞ目前にして

興奮状態にあるイスラエ

ルiζ入国。翌22日には

イスラエル工科大学(テク二オン)物理学教室の

スタ yフと共に折よくエルサレムで聞かれていた

アインシュタイン生誕10 0年記念シンポジウム

に出席。 23日からテクニオンでダール教授、エ

イラム博士らと所期のテーマについて討論と共同

研究に入った。

ダール教授は八ドロンー原子核衝突において前

方に生成されるハドロンの分布の質量数依害性κ
深い関心を示した。 ζれまで 2• 3人の人によっ

てなされた理論計算には不満足な点が多いという

事で意見が一致した。ダール教授はハドロンがク

オークの復合系だとすれば前方に生成されるハド

ロンの運動量分布が標的核の質量数にどのように

依存するかは少佐くとも運動量の大きい領減につ

いては簡単に計算できるという事を示唆した。

私はその考え方が間短の本質をついていると考え、

どうやったら運動量についての適用範囲を広げる

事ができるかについて1つの提案をした。ダーJレ

教授はその案に直らに賛成して理論の定式化と数

値計算が開始され、滞在期間以内で順調に終了し

論文草稿がまとめられた。計算結果と実験値との

一致は極めて満足すべきものであった。 1ヶ月間

という短期間の共同研究としては理想的であった。

きて 1975年iζテクニオングループと私が独

立に提唱した模型によれば、高エネルギーハドロ

ンー原子核反応において原子緩の一部分(円筒部

分=有効原子核)Ij:大きなハドロンのように振舞

う、言い換えれば核内の多数の核子又はクオーク

やク.ルオンが集団的lζ強い相関をもって援舞うと

考えられる。テクニオングループは乙れを集団的

イスラエル，ハドロンー原子核衝突における多重

発生の模型と関連する詰問題

東北大学 高木富士夫

円筒模型 (CTM)と呼ぴ、私は大ハドロン模型

と称した。エイラム，ベルラソド両樽士はある種

の現象についてCTMによる説明と核内核子の異

常なフエルミ運動による説明があり、 ζの2つの

考え方を区別する事が実際には容易でないという

や』悲観的t.f.窓見を表明した。私はCTM!Lよっ

て説明する事ができるがフエルミ運動では説明で

きない現象が他にある事を指摘した。エイラム樽

土ちは核円筒の集団的効果が端的に現われる現象

を分析するのがCTMの有効性を証明する最短距

艇であるとの立場から、ハドロンー原子核衝突に

おける Eユー中間子対生成の計算を開始したが、

私の滞在期間中には満足すべき結果は得られなか

った。彼らは次に分析すべき重要な現象はハドロ

ンー原子核衝突におけるいわゆるジェット生成の

質量数依宰性であると指摘した。ここではジエ y

トとはある方向に放出される一群のハドロンの事。

とれらの議論ぞ通じてCTMの適用範囲について

双方に微妙な意見又は見通じの相違がある事も判

明した。

4月 19日には共同研究を無事終了してイスラ

エルを発ちロ ンドン経由で24自に帰国した。

「当面CTMの枠にこだわらず、より広い視野か

ら、震も重要と恩われる実験事実の理論的解釈を

試みるべきである。」というのがテクニオン滞在

で得た私の最大の結論であるaζの結給lζ従って

現在ジェット生成の質量数依存性について鋭意分

析中である。

段後にζの派遣に対して資金面からの援助をし

て下さった山田科学振興財団iζ対して心から感謝

の意を表する。
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79-4001

スイス ,ビ ュルゲンス トック立体化学会議

京都大学 野  崎    一

ビュルゲンス トック立

体化学会議はスイス国チ

ェーリッヒ大学 ,連邦エ

科大学などの有機化学者

者によって毎年企画され、

ルッェルン近傍のビュルゲンス トックの地で開/4_

されている。 1965年 以来の歴史をもあ1979

年はその第 15国 会合であって今回の議長はノー

ベル賞受賞者 Sir Dcreと  Bartonで ある。

非公開で約 15名 の特別討演者はもちろん約 85

名の一般参加者までが委員会によって選抜 された

ものばか うで構成 される習慣になっている。はな

はだレベルの高い集会であ り、毎年欧州化学会に

大 きな話題を提供している。欧州以外からの参カロ

者は従来少なかったが漸増の傾向にあり、今年米

国か ら3名 ,日本か らははじめて野崎 1名 に特別

講演が依嘱されたものである。  ・

野崎は会議第 3日 目の 5月 2日 11時 か ら「カ

ルペノイドを用いる高選択的合成反応 」と題 して

約 50分 の講演を行った。これはきわめて強い関

心を集め、約 12名 の質問者がこもども立って意

見をたたかわせ、予定終了時刻 12時 30分 をは

るかに超過 し、討論に約 1時 間を費 して、 13時

になってはじめて座長コ‐IIa7ingaラ イデン大

学教授はようやく討論終結を告げることがで きた。

同教授はただちに野崎の手を執ってその労を謝し

講演の成功を祝福 した。講演者本人にとってもき

わめて愉快な経験であって本会出席の使命を十二

分に達成し得たものと確信する。

会議終了ののち5月 29日 までの期間にわたう、

スイス国 ,イ タリヤ国 ,フ ランス国において下記

の大学を歴訪、それぞれ受入れ教授の司会のもと

に講演を行ない、関連 して討論を重ね、貴重な意

見交換をとげる機会を得た。すなわちベルン大学

n scheff。 ld教授 ,R Keese教 授 うジェ

ネーブ大学 C,W」 effOrd教 授 ,ロ ーザン支大

学M Schlosser教 授 (2回 ),ミ ラノ大学F

Montanari教 授 ,ボ ロニヤ大学A.Pava教

授 ,ピサ大学G_Berti教 授 ,ロ ーマ大学G

1 1 lultlinat i教 授 ,R NicOle↓ ↓i教授の

8カ所で計 11回 の講演を行った。

要するに今回の講演旅行でビュルゲンストック

立体化学会議では日本から最初のfur別講演者とし

て十分企画者側の期待に応えることができ、かつ

また各地大学の訪間を通じ多大の成果をあげるこ

とができた。ひとぇに本会派遣援助のたまもので、

関係各位に心からの謝意 を表する。

昭和 54年 4月 1日～

6日、米国ハワイ州ホノ

ルル市で開惨された日米

化学会合同会議に参力]し

た。この会議は日本化学

会の 100年 記念を兼ねており、約 10年 前に米

国化学会の呼びかけがきっかけとなって計画され

79-4003

アメリカ ,日米化学合同会議

通商産業省工業技術院電子技術総合研究所

鹿児島 誠  一 (現 東京大学 )

たものである。参加者総数は 1万名を超え(正 式

参加国は日米の他にカナダ ,オ ース トラリア Jニ

■―ジーランドであったが、ョーロッパ諸国 ,中

華人民共和国か らの参加者 も散見された。わが国

か らの参カロ者は3000名 以上であった。会議の

公用語は英語および日本語で、セ ッションによっ

ては日本語講演 も少な くなかった。
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私はPhysicaI Cherrlistryの 分野で4

日間にわたって開催されたシンポジウムProp一

eIlies of Low DiIIlensiOnal SO―

lidsに 出席した。講演件数は74件 で、内訳は

日本から17件 ,米国から43件 ,残 うはカナダ

及びヨーロッパからの講演である。ただし残念な

ことに米国国内仮航空会社のストライキのため、
一 ,この重要な講演が取消された。

諸演件数からわかるように、シンポジウムだけ

で十分ひとつの国際会議として通用するもので実

際その内容 も充実したものであった。シンポジウ

ムの内容は4つ に大別される。 (1)TTP― T

CNQに 代表される電荷移動型錯塩について

(2)TTFな どの有機分子とハロゲン元素との

化合物について (3)(SN)x,(c El)k

などに代表 される導電性ポリマーについて (4)

【CP,NbS e3な どに代表される金属元素の原子

鎖を含む化合物について。いずれもその電気的 1

次元性を中心にして議論がすすめられた。

このシンポジウムあ主役はもちろん化学者であ

ったが、この低次元導電体研究の分野ではすでに

数回にわたって化学者 ,物理学者の合同国際会議

が開かれておう、その積重ねのうえに立って開催

された今回のシンポジウムではぃっそう両者の相

互理解が深められた。この分野の研究 では、化学

者と物理学者の密接な協力が不可欠でありこの意

味でこのシンポジウムは研究の推進に大いに寄与

したといえる。

シンポジウムでの講演 ,討論からうかがえる研

究の動向は次のようなものであった。 (1)TT

F― TcNQで の成功を発展させるべくTTコ 及

びTCNQの それぞれの特性を生かした新物質の

探索がすすめられてきているが、特に基本となる

TTFと TCNQの 分子に他の原子団を付加し、

分子の巨大化をはかる方向が探られている。(2)

分子設計のレベルを一段高めた物質設計 ,結晶設

計が試み られは じめた。 (3)TTコ とハロゲン

または他の原子団 とを結合 して高分子化をねらう

動 きがある。 (4)【 CP,MX3に ついてはPt

(CN)4 あ るいは金属原子鎖を基本 としてこれ

らに新 しt 原ヽ子団を付加 し、伝導電子数 (バ ンド

の詰 う具合 )を 制御する試みがなされている。

(5)(c II)x等 のポリマーについては、その

電子状態の理解がさらに進め られてきている。

低次元導体での特徴的モー ドである電荷密度波

についてはベル研究所のG A ThoEIlaS力 ST T

コーSCNを 材料 として明快なレビューをおこな

った。 (ThoIIla s自身は欠席 したが、カセット

テープとスライドが 「出席 」した。 )私 はこれに

続いて特に、 (TTP,TSeF)― TCNQ系 での電

荷密度次の起因 とその挙動について最新のデ
ータ

を含むレビューをおこなった。
一万人を超える大会議が開催されるのは、ハワ

イでは、もちろん関びゃく以来のことである。州

知事のメッセージも寄せ られ、今後 もこのような

国際会議がハワイで開催 されることめ潔 望されて

いた。

最後に、有意義な会議への参加を御援助下さっ

た貴財団に深 く感謝する。

79-4007

アメリカ ,画像計測学会 シンポジウム

大阪大学  谷 内田 正  彦

S P I E ( S o c i e t y

o f  P h oし o - 6 Pじ i―

c a l  l n s t r u n e n―

t a t i 6■  E n g i n e―

er3)の 第 4回 の春季会

0日 の 4日 間米国 フシン

トン市にて開催された。SPI EFま光学システム ,

光情報処理 ,光伝送 ,レーザ ,画像処理等の光関

係の諸問題を扱 う学会で、春と秋の年 2回会議が

開かれる。秋は光関係全般に渡っての年次総会で

ありすでに22回 の歴史があるが、春季の会議は

いくつかの トピックについて分科会が関かれ今年議が今年 4月 17日 ～ 2
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で第 4回 と比較的新しい。今回はスマートセンサ ,

信号の実時間処理 ,光情報処理 ,画像技術の産業

応用等の最近注目をあびている興味あるテーマに

ついて 8つ の分科会が開かれ、約 700人 の参加

者があった。

筆者は 「画像技術の産業応用 Jの 分科会の共同

議長 ,セ ッションの座長及びパネル討論のパネリ

ストとして招待 された。本会議は視覚横査 ,部 品

の組立など様々の産業分野で人間の視覚に頼 って

いた作業を機械の目に代行させ自動化 しょうとす

る研究者のコミュニケ
ーションをようよくし、こ

の分野の一層の発展を目的 として開催 した。 この

テーマで一つの分科会を設けた初めての試みであ

ったが周到な準備のため、日本 ,ア メリカ ,ヨ ー

ロッパの指導的な研究者がギ堂に会 したため、活

発な討論が行なわれ、会議は盛 り上がった。同分

科会は4つ のセッションか ら構成され約 30件 の

発表があった。この分野で世界か ら高 く評価 され

ている日本の研究者のため 「日本における画像技

術の産業応用 」というセッションが特に設けら私

7件 の論文が発表 された。筆者はこのセッション

ベル研究所の長谷川晃

博士とヘリオトロン装置

に関するプラズマの電磁

波加熱の協同研究を行 う

ことが今回の渡米の主な

目的であった。幸いなことにベル研究所に近いぺ

ンシルバニア州 ,ポ コノで核融合理論に関するシ

ャーウッド会議が開かれたので、この会議に出席

し論文発表を行った。

長谷川博士はプラズマの電配i波カロ熱なかでもア

ルベン渡による加熱理論の第一人者であり、過去

に もヘリオ トロン装置におけるアルベン波加熱の

実験データの検討、解析に関 して協力を依頼 して

きたので、今回の仕事 も順調に進展 した。ヘ リオ

トロン装置の実験で、外部コイルによリアルベン

の座長を行 ったが、このように 1つ のセッション

を日本の研究にあてまとまって発表されると、改

めて日本における研究の幅の広 さとレベルの高さ

に気付き、多 くの人か らnice sessionと し

て称賛された。

今回の会議で注目されたことは、」理 軽量の固

体カメラの分解能が上が り、従来のテレビカメラ

の性能を上回って来たため、産業用の目として急

速に使われ始めたこと、またコンピュータ ト モ

グラフィの技術が産業応用に追用 され始め、 6件

もの論文が発表 された点である。

最終 日に「画像技術の産業応用の将来 」につい

てパネル討論会が開かれ、筆者 も4人 のパネリス

トの 1人 として参加 した。まずヨーロッパ ,ア メ

リカ ,日本における産業応用の現状 と重点的な研

究課題について各パネリス トが短い講演を行い、

その後産業応用に適 した特徴抽出の方法 ,ハ ー ド

ウェア化の重要性 ,ト ップダウンとボ トムァ ップ

な処理方法の長所欠点などが議論され有益なパネ

ルであった。

79-4010

アメリカ ,アルベン波加熱 と非糠型プラズマ物理現象の協同研究

京都大学  若  谷  誠  宏

波 も励起しプラズマに吸収させることによリブラ

ズマが加熱されることは実証されていたが、加熱

の物理的機構を解明することとアルベン波を効率

よく励起させるコイルの設計が残された課題であ

った。加熱の物理的機構については、止ineじ ic

Alf7とn WaVeが線型モード変換によりつくら
れるかどうかを明 らかにすることが必要であり、

そのための実験方法を考案 した。 これは今後ヘリ

オ トロン装置で具体化される予定である。アルベ

ン渡を有効に励起するためのコイルの設計は実験

装置と深 く関係 している。ヘリオ トロン装置は複

雑な磁場配位であり、コイルを設置できる空間が

制約 されていて、理論的 に最適な形の ものを置く

ことができるとは限 らない。シャーアルベン波だ

けを有効に励起するためには トポロジカルにヘ リ

ー29-



カルになったコイルが必要になる。一方構造的に

簡単な円形 コイルや半円形コイルを使用すれば、

磁気音波 も励起される。この場合には磁気音波を

アルベン波共鳴にようプラズマに吸収 させて加熱

する方法が考えられる。私達が理論的計算を行っ

た範囲では周波数 と波長 を選ぶことにより、磁気

音波を励起 してアルペン波共鳴によう吸収させる

加熱法 も可能であることが示せた。ヘ リオ トロン

装置でこの加熱法が有効であることが実証されれ

ば、簡単なコイル系でヘリオ トロンプラズマの加

熱が可能になる。

4月 18日 か ら20日 まで 1979年 の核融合

理論に関するシャーウッド会議がプリンス トン大

学プラズマ物理研究所の主催でペンシルバニァ州,

ポコノで開かれた。この会議にはアメリカの核融

合、プラズマ物理の理論の研究者を中心に、イギ

リス ,ド イッ ,日本を合めて約 300人 の参加者

が集まり、 255の 論文が発表 された。京大ヘリ

オ トロン核融合研究 センターか ら、Magnoし o一

h y d r o d ァn a I I l i  c  l  n s じa b i  l i t i e s  i n

a High Shear■ eli cal S y s t eIIlを

発表 し、ガルフ ・ゼネラル ア トミック ,ウ ィス

コンシン大学 ,ニ ューヨーク大学 ,マ サテュセ ッ

ツニ科大学を中心とする井軸対称 トーラスによる

プラズマ閉 じ込めに関心を持つ研究者達 と有意義

な討論を行 うことができた。この会議は核融合研

究の理論的研究の先端 と今後の動向を知るうえで

重要な意味を持っている。研究発表の80%が ト

カマク装置に関連するものであり、残 りが ミラー,

バンピー トーラスおよび劉麓的理論であった。 ト

カマクに関する理論ではマクロ不安定性 ,ミ クロ

不安定性ともに線型理論は詳細な計算が可能にな

り、ほぼ完成されたように見える。マクロ不安定

性の非線型に関する数値計算も進んでいて、MH

Dモ デルの範囲内ではよく□率できるようになっ

てきた。ごクロ不安定性の井線型理論とトカマク

装置で観測される異常熱輸送 ,異常粒子輸送の関

係が中心的テーマになっている。

シヽ一ウッド会議の前に1日プリンストン大学

プラズマ物理研究所を訪関し、米国の核融合研究

の現状を調べた。磁場閉じ込めによる核融合では、

DDUBLET― lllくガルフ‐ゼネラル・アトミック)

PDX(プ リンストン大学 ),ALCATOR― C

(マ サチュセッッエ科大学 )の 3台 の大型 トカマ

ク装置が実験を始めてお り、今年の後半には実験

データが発表される予定である。中性粒子入射加

熱による高温プラズマの研究はISX― B(オ ー

クリッジ国立研究所 )ト カマクで進め られている。

プリンス トン大学では 1982年 に完成する予定

のTFTRト カマクの建設 も進んでいた。アメ リカ

ではTFTR以 後の具体的な計画はまだ決まってい

ない。核融合炉 として電力を発生するトカマク型

装置の実験計画 (ETF,Engineering Test

Facilily)が 検討されているところである。

最後に山田科学」I興 財団の援助により、京大ヘ

リオ トロン核融合研究センターとベル研究所 との

協同研究 ,シ 、一ウッド会議の出席が実現 したこ

とを感謝する。今回の成果は、今後の当センター

の研究に役立つと思 う。

79 - 4 0 2 2

ポーランド,神経ペプテ ドおょび神経伝達 に関するシンポジウム

東京医科歯科大学 大 塚 正 徳

1979年 6月 2日か

ら4日 に亘って、WaI―

saw 外 の」ablonna

において、 IBRO(国 際

脳研究機構 )主催の下に

「神経ペブチドおょび神経伝達」に関するシンポ

ジウムが行われた。名誉会長はKarolinska

lnslitu`eの von Euler教 授 ,会長は

Lodz医 科大学のTraczァ k教 授であった。

会の主題は二つあって、subsし ance Pと

endorphinsで あった。第 1日 目と第 2日 目

の年前は substancc Pに 当てられ、【os―
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lerlit2(Aberdeen,uK ),Pern ow

(Stockhollll,Sweden),de wied(U―

しrecht,The NeCheriands)の 3教抑 ｀

座長となり、19題 の講演とそれに引き続 く討論

があった。とくに注目すべき発表について述べる

と、 V i n c e n t ( B o■ d e a u x , F F a n C e )ら は

組織培養下の脊範ニューロンに substance P

を適用するとその興奮作用の時間経過は従来報告

されていたものよりはるかに速 く、 1001tls c c

以内に終了すると報告 した。従来 subs↓ ance

Pの 作用については時間経過の遅いことがしばし

ば批判の対象となっていて、 substance P

を伝達1/8質として認める上で 1つの困難な材料と

されていた。昨年Parisの 国際薬理学会におい

てわれわれは subsし ancc Pの 興奮作用が 1

sec以 内に出現することを報告したが、7 in―

centの 今回の報告によって substance P

が伝達物質であることは一層確実になったという

ことが出来る。またPernowは 末梢の知覚神経

終末からもsubstancc Pが 放出されること

を示し、これが軸索反射による血管拡張のIEl e~

dia↓ oIと して働いているのであろうと述べた。

筆者は第 1日目年前に講痕 し、 substance

Pの ラット摘出脊髄に対する作用について述べた。

すなわち、 subs↓ ance Pは 脊髄運動ニュー

ロンに対し直接興奮作用を示すこと、その7Fnは

適用後 1秒以内に出現す ること ,脊髄反射および

substance Pの 作用 は共にbacioFenに

よって抑制 されること,また発痛物質 capSa―

icinは 脊髄中の一次知覚神経終末か らsub s―

tance Pの 放出をひき起 こすことなどを報告

した。

会期の後半 はendOrphinsが 話題の中心で

筆者 とPrederickscn教 授 (I ndianap―

olis】 USA)と で座長 をつとめた。最初に

Ko s t e r l i t zは e l l k e p h a  l i n s , e n d o―

Iphinsの 受容体に 2種 類あることを述べ ,さ

らに歴患者で中心灰自質を電気床」激することによ

り鎮痛効果が現われると共に脳脊艶液 内にβ一

endorPhinが 増加することを報告 した。

今回は subsし ance Pの 発見者であるvon

Euler教 授 ,enkephalinの 発見者Kos―

lerlitz教 授 も出席 し時間的にもこの分野の

発展期に当っていたので、活発な討論 ,興味深い

講演があい次 ぎ出席者にとっては非常に有益であ

った。Substancc Pが 伝達物質であることに

ついては一般的合意がはぼ成立 したように見受け

られた。

最後にこの学会に出席できたことは筆者の研究

を進める上に も、大変刺激になうまた有意義であ

った。このような機会を与えて下さった山田財団

に感謝する。

この研究集会は 19r9

年 5 月2 8 日よう6 月2

日の間にわたり、スペイ

ンのバレンシア市で開催

された。集会はスペイン

統計学会の後援 の下にバレンシア六学によって組

織され、実際の計画ならびに集会の実施は、バレ

ンシア大学医学部生物統計学科の本ゼ ベ ルナル

ド教授によってすすめられた。

ベイズ理論は、未知のパラメータについて先験

9-4025

スペイン,ベ イズ理論国際研究集会

統計数理研究所  赤  池  弘  次

確率と呼ばれる確率の分布を想定することをその

特色とする。数理統計学に著しい貢献をしたフイ

ッシャーによるベイズ理論に対する激 しい攻撃以

来、統計学者はいわゆるフイッシャー流正統派と

ベイズ派とに2分 され、この両派は五に相容れな

いものとされてきた。これは客観的確率の立場と

主観的確率の立場との対立ともみなされている。

筆者は最近ベイズ的な統計的モデルの客観的評

価 という観点を提唱した。この考えは英国のジェ

フリ→郷によるベイズ理論の展開に近いものであ
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るが、より積極的に従来の正続派の統計的モデル

に比しよう多 くの知識や経験を織込む可能性を持

った柔軟なモデルの利用を可能とするものである。

しかしこれらのモデルの最終的な決定はデータに

ゆだねることとし、モデルの比較の基礎 としてデ
ータによって決定される各モデルの尤度を利用す

る。尤度概念の重要性はもともとフイッシャーが

強調したものであう、筆者の立場はこれをエント
ロピーにもとづく各モデルの良さの尺度と解釈す

ることによう、ベイズ模型の場合に拡張するもの

である。今回の研究集会ではこの考えにもとづい

て種々の新 しい実用性のある統計的モデルの開発

が可能であることを報告した。

今回の研究集会の組織委員会が筆者を招いたの

は、筆者の上述の立場 とその結果とを純粋なベイ

ズ理論に対するひとつの脅威とみなし、これとの

対決を意図したものであることが討論者のひとり

によう明らかにされた。しかし別の討論者である

元英国統計学会会長バーナード教授は討論の冒頭

において、筆者の本研究集会参加を従采からのム

たつの学派の対立を超える本来の統計学の発展に

寄与するものとして歓迎する旨を述べた。

筆者の講演直後のある若い英国の研究者による

「貴方は異教徒の言葉を伝えた」という表現にも

かかわらず、本研究集会では筆者と同様の立場に

立つ発表が相継いで行なわれた。一方本来の主観

的確率の立場の発展としては、評価のための主観

確率を多人数の意見にもとづいて決定 していく方

向の研究が注目された。これは、たとえばアメリ

カのカデイン教授らによる「よう人道的な臨床実

験 」と題する報告等によって、その重要性が明ら

かにされた。本研究集会の討議を通じて筆者が感

じたことは 1 個 人的主観確率の立場に立つベイ

ズ理論はその地歩を失いつ あゝる。2 尤 度概念

にもとづくベイズ模型の利用は今後の統計学の宣

要な発展方向を示す。 3 集 団の意志あるいは評

価の表現としての主観確率の利用は、新しい合理

的な社会的決定の方法 として今後積極的に研究が

すすめられるであろう、等である。

本集会の議事録はスペイン統計学雑誌 Trab―

ajos de Estadisticaの 特集号として

公刊される。

終り!こ臨み本研究集会参加のための援助を賜っ

た山田科学振興財団に心から感諸する。

7 9 - 4 0 2 6

アメ リカ , コ ール ドスプ リングハーバー シ ンポ ジウム

九州大学 伊 藤 明 夫

5月 22日 よう2ケ月

間、貴財団の御援助をい

たゞき、 Cold sPr―

ing Harborシ ンポ

ジウムに出席、そのあと

Yale大 学医学部で共同研究 をして参 うました。

シンポジウムは、生体膜の形成機構に関するま

とまった国際的 シンポジウムとしては恐 らく初め

てのものであった。従来のシンポジウムでは少数

の演者による比較的長 い講演があ り、討論 も充分

出来ると闘いていたのでそれを期待 していたが、

5月 2 2日 の i n t r o d u c t o■ y  S e s s i O n

にはじまう27日 昼までの 5日間、朝 9時か ら夜

11時 まで約 125の 報告が 15分 間隔で詰 って

いるという非常にこま切れ的な ものであった。特

にオーガナイザーのD Sabatiniと G Bl―

obelの 研究室か ら合わせて20以 上の発表があ

つたことは、参加者の中でも不計であった。 しか

し、私個人としては、 そ のような不満はあるが、

色々な話が聞かれ、少ない休憩時間に も多 くの人

達 と接触出来、非常に勉強になった。

シンポジウムの内容であるが、現在生体膜ある

いは細胞内小器官の形成に関して問題になってい

ることは、個々の小器官を構成 している蛋白質が

細胞内のどこで、 どのような形で作 られ、どのよ

うな方法で可溶性の蛋白質 と区別されて特定の小

器官の構成成分として局圧化されるのかとい う点

である。今回は、大きな学会だと別々の会場で議
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論されてしまう仕事も含めてこれらの問題を比較

的広い視野 く主として生化学ではあるが )から議

論された。しかし、今回の トピックスは何といっ

てもオーガナイザー2人が数年前から提唱してい

る「分泌蛋白質や細胞内小器官を構成 している蛋

白質は現に存在する状態に生合成されるのではな

く、IIl―RNA上 には少し大きい分子としての情

報を持っておう、リポゾーム上で軍白質が作 られ

ている途中あるいは完成 してから、蛋自分解酵素

にようある部分が切断を受ける。切られること、

あるいは切う取 られる部分が、その蛋自質の行先

(局圧場所 )を決定しているのではないか」とい

う仮説 (Signal仮 説 )に関するものであった。

非常に多 くの報告がこの仮説を支持しており、分

泌蛋自質 (高等動物 ,パクテリア),膜 軍白質 ,

モトコンドリアやクロロプラストの内産の蛋白質

の多くが、この余分のペプテド部分を持っている

ことが '″ ク''″θで、これらの蛋白質を合成す

ることから示された。この部分がそれぞれの蛋白

質の特定の小器官への局圧化にどのように関与し

ているかが、今後の大きな課題 として指摘された。

この種の報告は材料を変えて連日いくつも発表さ

れ、少々うんざうしてしまった。日本ではまだ

,″クルァθでの蛋白合成が生体膜研究者の間に一

Sylllpo siuIIl oll

E v o l u t i O n  o f

P r o し e i n  S t r u 一

cじu r e  a l l d  F u ―

n c t i o n は 、 1 9 7 9

年 6月 2 8 , 2 9日 ,カ リフォルニア大 E lスアン

ゼルス校 ( U C L A )の D i c t t s o n  A r t  C e―

n t e r  A u d i 6 o r i u I I l で、約 2 5 0 ～ 3 0 0

名の聴衆と共に 15の 演題で講演が行なわれた。

この会合は蛋白質化学のみならず多 くの関連業績

を残 し、教育者としても立派であり、かつ、生化

学の教科書Principles of Biocherlx

般化していないこともあう、これはどまでに多 く

の研究室で各種の材料について行なわれていると

は思ってもみなかったので、揺 くと共に、或る仮

説に追随する‐種の流行ではないかとさえ感 じら

れた。

ともか く、アメリカでそれtまどまでに一般化さ

れていることが日本ではあまう知られていないこ

とに、日本と外国や、日本国内での情報交換の乏

しさを強 く感じた。このことは日本からの参加者

が在米中の 5～ 6名 の他は、当研究室の大村教授

と私の 2名だけであったことにもうかがえる。L国

際会議などに積極衛に参加する研究者がそれはど

多 くないこともあろうが、まだまだ旅費が高くヨ

ーロッパとアメリカの間のようにそう易々と往復

出来ないことが最大の原因のように思える。その

点、私は貴財団に非常に感謝したい。

Yale大学におけるPalade教授との共同研究は

彼が得意とする形態学的手法 と私の持っている生

化学的手法を組み合わせて、細胞内小器間の関係

を調べようとしたのであるが、日本での準備 もあ

って、 1ケ 月半としては最大限の成果が得 られ、

現在、投摘の準備中である。

79-4034

アメリカ ,蛋白質の構造 と機能の進化に関するシンポジウム

大阪大学  松  原     央

isLrァ の著者の一人でもあるEIIli l L SItl

i↓h教 授の退官を記倫 したものである。従って

講演者は友人 ,弟子 ,協同研究者 ,な どから、こ

のテーマによさわしい最前線の人達を選んだもの

と受取れる。すべて招待講演であるため講演後の

討論は一切なく、それはすべて coffec bre一

akか 懇親会にゆだねられた。

会議はUCLA医 学部長DI Mellinkoffの

開会挨拶 とSmi th教 授の略歴 ,業績 ,学内外で

の活躍状況などの紹介にはじまう、次いでノーベ

ル賞受賞者のS Moore博 士による蟹白質化勒

歴史と新しい中性リボ核酸分解酵素の発見及び合
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成などの講演があった。次いでT ltI」ut es

博士の中立進化説の核酸構造比較からの支持講演

EoMargoliash博 士のテ トクロム cと チトク

ロム酸化酵素及び退元酵素 との反応部位が進化に

伴って微妙に変化するという議演 ,そ してRE

Dickerson博 士のチトクロムc属の進化の研

究が、立体構造の比較でいかに旨く説明が可能で

あるか、また一部でささやかれている微生物の質

白質の比較は無意味であるという説に対する強い

反論と、Bergeァ の細菌分類便覧に対する不信

感が面白く聞かれた。A tt elazer博 士の講

演は光合成補助色素とくにフィヨビリ蛋自質の一

次構造と進化についてであるが、 この一族の憲白

質がチラコイド膜上でどのように並んでいるかに

ついての部分は重要であった。松原 らは従来の植

物型のみならず細菌型フェレドキシンをも含めた

分子進化について論じ、遺伝子重複 と進化の系統

樹との関係をまとめあげ、植物理 フェレドキシン

については、最近完成したある種のランソウのフ

ェレドキシンの立体構造と関連させて論じ、また

細菌型についてはとくにC″θS′″″グ′″″型と
Ps夕 ″″θ″″θ″クs,42θ ′θう。cナタァ,4イノcθ_

あ2crι ″サ″″との相関関係についてくわ しく報

告 した。E O P,ThOnPson博 士はグロビン

を用いた系統関係の総説を、A Whiし e博 士は

胸腺ホルモンの構造 と機能 と進化の関係を、J.

Bonner博 士は染色体蟹白質の初期の頃の概観

を、それぞれ講演 した。 I.zabin博 士は現在最

も大 きい構造既知のβザ ラクトンダ→ の構造決

定に遺伝的手法 を駆便 した経緯を述べ、分子内遣

伝子重複 とdihァ diof01ate還 元酵素 との進

化的関連性を指摘 した見事な誰演であった。 Bs

Hartley博 士は進化を実験的に作ってみようと

する試みを述べ、DNAの 構造決定か ら蛋白質の構

造に迫ろうとしたこと、そしてキモ トリプシン ,

トリプシン ,エ ラスターゼなどの特異性が低んの

数種のアミノ酸の変異で作 られ、遺伝子重複がい

かに重要な進化の要因であるかを論 じた。 I 酢

L c hltla n博士は lcc A genc蛋 自の自己制御

作月 について述べその機構を提出した。BG

M■ lmstrを Ill簿士は金属酵素、 とくにBluc―

oxidaseと 呼ばれているものの相互関係を論 じ

た。M G Rosslrlan博 士は耐熱性質自質がどの

ように進化するかを推論 し、最後にPL L Hill

博士はolyccsyI― transferaseの 特異性

の高 さを示 し、膜などの構成糖成分の構造決定に

有効であること及びそれ ら一連の酵素が進化的に

どう関連するかを追求する意見を述べた。P,D

B。ンer博 士の閉会の辞で終 り、2日 間の有益で

楽 しい討演会は晩餐会で暮やかに幕を閉 じた。 P

IIand l e r樽士はAcadelllyの 会長 として、米

国政府の基礎科学政策を激 しく批半」し、 も っと科

学費の増額わiあるよう強 く訴え、大拍手を もって

賛同されたのは印象的であった。

このシンポジウムの前後にU C Berkeley,

U of Washingし on,U of Alaskaな ど

で各分野 の専門家 と会合 し、蛍自質化学 ,分子進

化 ,その他一般生化学の将来などについて討論し

有益な旅程を終えた。
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才9-4041

アメリカ，溶融塩ならびに金属に関するゴードン研究会議

本年8月20日より 5

日間、米国NewHam-

pshire州.Wo 1 f e-

boro.Brewster 

AcademyK於て表題の

Gordon研究会議が関かれた。議長はOakR-

i d g e国立研究所J.Braunstein樗士で、参

加人員は約80名であった。私も山田科学援興財

団の援助を得て幸い出席できたのでその槙様を報

告する。

1 9 7 0年代に入ってから同位元素富化試料に

対する中性子線回折実齢法の発展によって、溶融

塩の各イオン対聞の部分構造因子i乙関する知見が

得られるようにと(9-、計算機実験の適用と相侯っ
て、その倦造K関する知識は正確度を高めつつあ

る。 ζれに対応して平均球近似法によって代表8

れる溶融塩の統計力学的理論も急速に発展しつつ

ある。一方液体金属に対する理解も、 1960年

代以降の実数理論にわたる研究の急激伝進歩によ

って著しく深くむっており、その大要は例えば拙

著 (Liquid Meta.ls， Academic Press， 

1977)にまとめられている。 ζのたびの会議は

この液体金属と溶融塩の研究の接点を8ぐるべく

企画されたといえる。すとfわち溶融塩と金属の混

合溶液の構造と物性，液体合金におけるイオン性.

電荷移動と電子構造ならびに原子配列等iζ関する

研究が、浴磁塩本来の構造の問題.光学的塩基度

等のトピックスとともに取りゐげられ、活発に討

論Sれた。

純粋状態で金属でゐっても、それらを成分とす

る液体合金が或る特定組成で強い非金属の挙動を

示すととがゐる。この現象は金属元素閣の電荷移

動によるものと考えられ、その典型的な例はCs

Auでめる。 Freyland(Marburg大)は

この合金の実験的研究を始めて手掛けたク.ルー

北海道大学 下地光雄

プの一員であるが、イオン性合金ともいうべきζ

れらの系の研究の発展や述べた。 Egan(Br -

ookhaven国立研)のNa3BiR関する報告も

同じ範闘に属する。 Dup r e e (Wa rw i c k大)

の報告は、 ζの問題をNMRの研究から見たもので

ある。 FalicovCCalifornia大)、およ

びFranz(Indiana.大)は、合金の規則度と

電子状態の関連をグリーン関数理論を用いて論じ、

CsAu等の結果の解釈に適用した結果を述べた。

またFlynn(Illinois大)は合金における

電荷移動を、自由電子察の中のイオン芯励起の問

題と関係ずけ、電子的性質を所調浸透理給の立場

から説明した。私は遷移金属等のnon-simp 1 e 

meLalを別とすれば、所講擬ポテンシ守 Jレ理給

における空芯ポテンシ守 Jレの半径が電気陰性度の

尺度と密接に関係することを示し、金属状態での

イオン性の概念の重要性を指摘しておいた。 8ら

に合金中に clusterまたは化合物の生成するか

否かの問題がE11 i 0もt(Los Ala.mos研〉

とEnderby(Bristol大)の議論を中心lζ活

発な討論がなされた。

ζのほか溶融塩および電解質水溶液の樽造，性

質lζ闘してはEnderby(Br is tol大)， J 

Tiessen(Oak Ridge自立研). B1ant 

der CArgonne自立研).古)11 (原研).そot，
温基度の問題については Ingram(Purdue ;kl~

An ge 1 (同)，塩と金属の混合物については

Kleppa(Chicago大). Warren(Bell 

研)， Dupuy(CNRS)等の興味ある報告が |

あった。自動車電池，エネルギー蓄積および公害

処理等の問題に溶融塩を使用する可能性について !

のOak RidgeグループおよびYosim等の研 |

究も注目すべき報告であった。いずれもこの分野 |

の今後の発展に寄与する所が多く、貴重注刺激とl
成果が得られたと思う。 I
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標記国際会議が 1979

年 7月 3日 から6日の間、

ソ連ノボシビルスクにお

いて開催された。第 1回、

第 2回は米国サンディア

研究所 (ア ルバカーキー )、 ヨーネル大学 (コ ー

ネル )に て 1975年 、 1977年 にそれぞれ開

催 された。この国際会議の歴史 とともに、高出力

電子およびイォンビームの発生技術な らびにその

応用に関する研究は目ざましい進展を見せてきた。

核物理に関連 したロエネルギー加速器や電子顕微

鏡に関連 した高雷FF電子ビームのように電流値の

小さい粒子加速 とは、その研究技術 内容が基本的

に異なる。数SIV,数 MAの 電子あるいはイォンピ

ームをパルス幅数キナツ秒で発生 し、これを工学的

に応用 しょうとするものである。討議された応用

分野は、高出カパルスビームによる磁場閉 じ込め

核融合、慣性閉 じ込め核融合、マイクロ波発生、

RコD(相 対論的電子 ビーム )に よるイオン加速等

である。中でも慣性閉 じ込め核融合への応用は、

米ソともに国家的プロシェクトとして推進 してい

る関係上、極めて活発に討議された。これはMV,

A4Aのパルス電子あるいはイオンビームを集束 し、

固体燃料球に投射 して燃料球の爆縮によう核融合

反応を生起せ しめようとする ものである。このた

めには高電圧大電流パルスビームの発生技術 ビー

ムの伝搬集東、 ビ ームと固体 ターゲットとの相互

作用等が研究の対象 となる。筆者は大阪大学 レー

ザー核融合研究センターにおいてこれまで進めて

きた大型装置建設のための技術開発および電子ビ

9-4042

ソ連 ,高出力電子およびイオン ・ビーム研究及び

技術 に関する第 3回 国際会議

大阪大学  中  井  貞  雄

―ムとプ7ズ マとの相互作用に関する研究 につい

て招待講演 として報告 した。特に電子 ビームとブ

ラズマとのカップ リング機構に関 し独自のモデル

を実験的に裏づけ各国の研究者の注目を集めたも

のと信ずる。共著者は、今崎―夫 ,宮本修治 7桧

垣哲 ,三間閣興 ,矢部孝 ,西原功修 ,出中千代衛

の話氏である。

今後の計画としては、米国サンディア研究所が

1980年 に 2A4V,15A4A,lM」 のコBFAIを

1 9 8 4 年 にはこれをパワーアップ し2 A 4 7 , 6 0

MA,4MJの EBFA Iを 完成 させる。ソ連 クルチ

ヤトフ研究所は今年末にあ即 ,08MA,102【 」

のアンガラ7の 1モ ジェールを、 1983年 には

これを48基 並列 とした 211V,40並 t,5M」 のア

ンガラ7を 完成 させ、いずれ も投射 ビームェネル

ギーよりも大 きな核融合エネルギーを発生 させる

いわゆるブレークイーブンを目指 している。

我が国では大阪大学 レーザー核融合研究センタ
ーにて 14A47,1 4 NIA,90【 Jの励電IV号力ま完

成 し、 8月 より動作テス トに入る。これは上記E

BFA、 あるいはアンガラ7の 1モ ジュールとは

ぼ同等でこの並列運転にようブレークイーブンに

必要な4～ 5 MJを達成 しょうとしている米ソに

比較 しうるレベルにあるといえる。

このような観点 よう今回の国際会議出席は我が

国のこの分野 の今後の進展に極めて有意義であり、

派遣援助いただいた貴財団に深甚の謝意を表わす

ものである。
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パルス的に大電流高粒

子エネルギーの電子 もし

くはイオンのビームを発

生する技術はここ 10年

来急速に開発 されてきた。

その応用分野は核融合 ,高出カマイクロ波発生 ,

重イオン加速等広範囲にまたがる。出力が 1012

ワット,粒 子エネルギーが 1 0MeVは 現在では驚

く値でな くなってきた。各国の研究者の数 も増え

て研究討論の場 として上記の国際会議が もたれる

ことになった。初回の米国サンディア会議以来 こ

の会議 も3回 目となる。

第 3回 の会議はソ連 ノボシビルスク研究都市で

1979年 7月 3日 か ら6日 までの4日 間開かれ

た。開催国であるソ連の研究者の多数の参加は匁

論であるが、米国 ,西独 ,東独 ,フ ランス ,オ ラ

ンダ ,テ ェヨ ,日本 ようも参加 して参加者数は

200名 にのばった。

会議はシリーズセ ッション方式で宿われ日頭発

表件数が 65件 余に もなるので、真面目な参加者

にとっては大仕事であったろ うと思 う。セ ッショ

ンとしては ビーム発生技術 ,慣性核融合への応用,

磁場閉 じ込め核融合への応用 1集団イオン加速 ,

ビーム伝播 ,マ イクロ波発生 を各々主題 にしても

たれた。

磁場閉 じ込めへの応用は同じテーマを研究する

私にとって、一番の関心をもつ ものであった。電

子ビームのリングによるプラズマ閉 じ込めについ

て、コーネル大学のコleischman協 授のグル

ープと我々のグループの発表があった。コーネル

9-4045

ソ連 ,大出力電子及びイオンビームの研究 と技術

に関する第 3回国際会議

名古屋大学  毛  利  明  博

大学の方はリングの断熱圧縮を行 った結果を報告

し、我々は リングの形成時の現象を主 として発表

した。両者 とも現有装置を用いての実験 としては

行 き着 く所 まで来た感 じである。互いに新 らしい

装置を作 うつつあるのを知って驚いた。今後数年

間にわたって、互いに良 き競争相手となるであろ

う。イオンビームの リングについても米国NRL

の実験が相当実績 を挙げてきている。

パルスイオンピーム発生技術のここ数年の進歩

は素晴 らしい。慣性核融合を起すために必要なイ

オンビーム収束法は種々試み られている。穂場 レ

ンズ作用を用いる方法で収束 させたビームの黒射

パワーは 2× 10S A/所 に達 して、ビーム全体

としては lTWに なる。

これ らの発表より将来の発展 を見通すと、19&3

年頃にはいままでの研究の積上げの成果が一度に

花咲 くのではなかろうか。

国際会議に出席する楽 しみの一つには、各国の

研究者 との歓談がある、旧交を温めると同時に新

しい知己が増える。ノボシビル スク研究所のR―

yuし ov教 授宅でのロシヤ式乾杯 を重ねたことも

楽 しいものであった。また国 ソ 科学協力協定に

基 く日本におけるセ ミナーについての意見を聞い

た。

最後に会議出席の援助をしていただいた山田科

学振興財団に深甚の感謝の意を表する。
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79-4046

アメリカ ,酸化酵素 と酸化還元系第 3回 国際シンポジウム

「酸化酵素と強化還元

不第 3回国際シンポジウ

ム」が 1979年 7月 1

日から4日 まで、ニュー

' ヨーク州オルバニーにあ

るニューョーク州立大学において催された。主催

者はこれまでと同様にT.E King教 授 (ニュー

ヨーク州立大学 ),ES,立 as。強 授 (オ レゴ

ン大学 ),M.MOrrisOn教 授 (St 」 dde

Children's Research Eospital)

の3人 であり、今回の開催地はKing教 授の細
で、会場はキャンパスセンターの集会室であった。
このシムポジゥムは数多い演題の消化に悩んで
いる多 くの場合とは異 り、参加者を絞ることによ

り次のような特徴をもっている。 1 過 去 2回 の

例にならい一つの会場で参加者全員がそれぞれ話
題提供を行い、それにもとづく討論にひきずう込
まれることになっている。そのために各演題につ
いてタイプ用紙 15-20枚 程度の概要がプレプ

リントとしてあらかじめ参加者に配布 され、「勉

強」の便宜力計 らわれてぃる(もっとも今回に限 り
配布が遅れ、日本からの参加者のほとんどは現地
で入手した )。そしてシムポジゥムにおける各演
者の持時間 30分 のうち、まとめと場合にようそ
の後得 られた新 らしt鳩果の紹介に 10分 だけが

割当てられ、残 うは討論に費される。この方針は
よく守 られたので、お互いのやうとりの密度が非
常に高 くなった。2 討 論内容がすべて記録され

て整理のうえ発表内容とともに印刷出版される。

招待による65名 の参加者の内訳は、米lS 3 7

名、欧州各国 16名 ,日本 10名 ,カ ナダ ,中国

各 1名であった。日本からの出席者が比較的多い

のは、 こ の分野の研究に対する従来の寄与が評価

京都大学  折  井    豊

されていっこととヽ米国研究者との緊密なつなが
うが反映されているためと思われる。
シンポジウムのテーマは電子伝達の物理化学的

基薩から、生体の組織化された系での酸化還元お

よびその共航反応にわたってぃた。そしてその中
心は分子状酸素の活性化と代謝、およびこれに関

与するスーパォキンドジスムターゼ ,ヵタラーゼ ,
ベルォキシダーゼ ,銅酵素 ′フラビン酵素 ,非ヘ

ム鉄酵素 ,テ トクロム酸化酵素 ,テ トクロムP4殉

などの性状についてでぁった。私の研究対象であ

るチ トクロム酸化酵素については、演題数が全体
の約 1/4を 占め、最近とみに高くなったこの酵素
へ寄せる研究者の関心の程度が うかがわれた。昨

年 (1978年 )日米セミナー「チ トクロム酸化
酵素 」が日本学術振興会 ,山田科学振興財団の援

助のもとに神戸市六甲山で聞かれて以来あまう時
間がたってぉらず、またそのメンパーの約半数が

重複 しているとの事情にも拘 らず、反応中間体の

同定からこあ酵素の分子構成や膜における生理的

機能にわたう従来の成果を着実に発展させている

傾向が顕著であった。私の発表振題は「電子供与

体および配位子との反応にあらわれたテ トクロム

酸化酵素の温度依存性コンフォーマーの重要性 J
であう、日米セミナーでの発表が温度依存性のス
ペクトル変化という、いわば静的な性質の変化に

注目した研究であったのに対し、今回はそれを動
的状態におけるこの酵素への温度効果の解析へと

発展させたものである。そしてこの酵素の活性中
心間の電子移動および青酸ゃ―酸化炭素との反応
に現われた温度依存性の特質が、酵素分子菖体の

構造変化を現わしていると受けとってょいのか否
かをめぐり活発な質疑応答が交された。
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7 9 - 4 0 4 7

ハンガリー ,確立場 :統計力学 と場の量子論の厳

密な結果に関するコロキウム

京都大学  荒  木  不 二洋

昭和 5 4 年6 月2 5 日

より30日 まで′ヽンガリ
ー国エステルゴムにおい

て、「確率場 :統計力学

と場の量子論の厳密な結

果 Jに関するヨロキウムが開催され、これに出席

した。

この会議はハンガリー数学会主催 ,国際プログ

ラム委員会 (米 2名 ,ソ連 2名 ,フ ランス 1名 )

の助言により組織された。国際純粋応用物理学連

合の共催 も応募 したが、国籍によらず入国を許可

するとい撚 証を当局から取れなかったのでルー

ルにより駄目であったという噂であった。 しかし

掲令 した人で入国を許可されなかった人はなかっ

た模様である。

主催者が発表 した参加店名によると、国別の参

加者数は英国4,ォ ーストリア6,ベルや-2,

カナダ5 , チ ェコ3 , フ ランス 1 0 , 西 独 1 9

( + 4 + 1 ) , 東 独 5 , ィタリア 1 6 ( + 4 + 1 )

日本 3,マ ルタ 1,ア ィルランド1,ベ ルー 1,

オランダ2(+1),ノ ルウェー1,ポ ーランド

10(+1),ス イス 1,米 国 16(+5+2)

ソ連 1(+1■ 1),ハ ンガ リー17,計 125

名 (十同伴大人 16名 子供 5名 )で あった。ただ

し括弧内の最初の数字は大人の同伴者、次の数字

は子供の同伴者である。国別の分類は旅券記載の

国籍によるもののようで、研究の本拠地による分

類をすれば多少 くい違いができるであろう。また

ソ連からの「正式 」参加者は国際プログラム委員

の 1人のDobrushin氏 (家族同伴 )だけであ

るが、その他に少なくとも数名のソ連学者が参加

していた。たとえば国際プログラム季員の 1人

Sinai氏 は観光で「たまたま」エステルゴムに

滞在して会議に顔を出し、特に非公式討論のため

あけられた本曜日の年後には、「偶然に」1時間

程度研究成果を解説した。

この会議の狙いは、確率過程論の専門家と数理

物理学者を集めて共通の話題について討論を行 う

ことであった。最近素粒子論ではゲージ場の理論

が もてはやされているが、その量子論的取扱いの

ひ とつの方法 として pal山 積分が使われる。よう

数学的な基礎 を目指す構成的場 の理論において も、

対応する方法 としてユークリッド場の方法が1972

年来主要な地位を占め、そこに現われる確率場の

研究が精力的になされて来た。また平鶴系の古典

統計力学に確率論的力学系の研究 であり、 この観

点か らの精力的な研究がDobrushin一 派によ

うなされている。 また非平衡系の古典統計力学に

ついても、撞球系のエルゴー ド性についてのSi一

naiの 研究を初めとして確率論的な研究が霊ん

である。他方確率論の側 でも、エルゴードカ学系

に対する【olmogOroマ ~Sinaiの エン トロピ

ーを初めとして統計力学の影響を受けた面が見 ら

れ、最近確率論 ,統計力学 ,場 の理論 ,の 3分野

の研究者の共同研究の機運が高まって来ている。

実際多数の主要な研究者の参加を得て多数の興味

ある講演や討論が行なわれこの会議は成功であっ

たと思われる。

私は化学 ポテンシャルについて、量子統計力学

の立場からヨンパクト辞の調和解析 を用いた研究

結果を本曜 日午前の主要講演 として行なった。ま

た火曜午後の並列セッションの うちBセ ッション

の座長 もつとめた。 さらに休憩 ,食事 ,夜 などの

時間を利用 して、通常接触 しに くい東欧の研究者

との討論は有益であった。

さらに私は現在国際教理物理学会の会長をして

お り、この国際学会へのソ連か らの参加 について

懸案の問題があったので、この点についてソ連か

らの参加者の意見を聞 くことができたことも有益

であった。

エステルゴム到着時の登録で長時間行列 して待

たされた以外、運営 もスムーズで、楽 しく有益な

国際会議であったと思 う。

-39-



79-4050

アメリカ ,海洋天然物成分に関するゴー ドン研究会議

大阪大学  Jヒ  川     勲

クロo o d s  a l l d

D r  u g  s  f l 1 0 1 t l  u l e

Seaク を奨励する米国に

限 らず世界の多 くの国で

海洋生物成分に関する研

究が非常に活発に進められている。このような背

景から米国のゴードン研究会議においても、1975

年夏以来隅年海洋天然物成分に関する会議が持た

れている。そして殆んどの分野のゴードン会議が

ニューハンプシャー州で開催されているのに対し

て、この会議は初回以来カリフォルニア州サンタ

バーバラ市Miranar Hoし elで 開催されてい

るのが一つの特徴にもなっている。

第 3回 の本年はF.J,S chIIli t z教授 ● クラ

ホマ簿 )わS c h a i rllla ll,D.J_PauIヒIIo r

博士 (ス クリップ支海洋研 )が vice― chai―

I Itla nのコンピで運営され、 6ケ国から65名 の

参加者があった。ゴードン会議では、招待講演者

の中に外国から3名 の研究者を加えるのが原則と

されているが、今回はベルギーからBo Tur sch

教授 (ブ ラッセル大学 ),オ ーストラリアからユ

To Murphァ 博士 (ロ ッシュ海洋薬理研 ,と 日

本から筆者が参加 した。

会議は6月 24日 参力口登録、 25日 から29日

(年后解散 )の会期で行われた。講演と討論は年

前 9時から12時 過 ぎまでと夕食後 7時半から9

時半頃迄が当てられ、年後はすべて自由時間とい

うゴードン会議特有のゆったりとしたスケジュー

ルである。

11題 の招待講演 (各約 50分 )と 14題 の一

般講演 (各約 20分 )の各々について、充分な時

間をかけて、質疑応答 ,意見交換 ,問題提起など

様々な角度から活発なやうどうがあって、自由時

間 も合めて終始のびのびとした雰囲気の中で会議

が進行された。

軟体サンゴと寄生プランクトンの代謝産物 (W

H.コ enical博 士 ,米国 )、海洋生物の産生す

る薬理活性物質 (P.To Murphy博 士 )、細胞

毒性を有する海産ジテルペンの合成 (JA.M一
一

如

―

arshall教 授 ,米国 )、ラング島 (パ プアニ

ェーギニプ )周辺の海洋動物成分 (B Tursch

教授 )、海洋生物成分の奏理活性 (R.」 acobs

教授 ,米国 )、海洋および陸上由来のオリゴ配糖

体の化学 (筆者 )、睦腸動物スナギンチャクの尋

成分 (R,コ M6ore教 授 ,米国 )、アワビの産

卵 ,着床 ,成長に関する生化学的制禦物質 (D

MOrse教 授 ,米国 )、海洋生物含有の生物活性

高分子 (Y.Sh illli zu教授 ,米国 )、海洋無背

椎動物の生体防禦物質 (L Duss博 士 ,米国 )、

海洋生物由来の抗菌性 ,抗 ウィルス性 ,細胞岳性

物質 (K L nineharl教 授 ,米国)な どの招

待講演が行われたが、いずれもその分野における

最新の進歩に関する非常に興味深い内容であった。

筆者らは、古来和漢薬として重用されている柴

胡や人参などが、サポニン等のオリゴ配糖体をそ

の主要成分として合有しているところから、十数

年米配精体の新しい研究法の開発を指向しつつ種

々の植物由来のステロイドやトリテルペノイドの

オリゴ配糖体の研究を続けているが、その発展と

してこの数年海洋生物の中でも稗皮動物 ヒトデ類

やナマヨ類の産生する成分について研究を行って

いる。

ナマコ類の中には、著しい抗真菌活性や、平滑

筋 ,骨格筋に対して特異な収縮作用を示す トリテ

ルペンオリゴ配糖体を産生するものがあり、それ

らの成果と、甲穀類から豊富に得 られるグルコサ

ミンからストレプタミンヘの化学変換を中心とし

た筆者らの研究発表は、多 くの参会者の注目を惹

いた。そして討論の過程から今後の研究発展に資

する極々の有益な情報が得られたばかうでなく、

国際的な協同研究の可能性 も生まれ、今後への期

待が大きい。

最後にこの実う多かったゴードン会議参カロの渡

航費を御援助いたゞいた山田科学振興財団に、心

から深甚の謝意を表 したい。
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カナダ ,カ ナダ植物生理学会大会

布 大学  上  坪  英  治

1979年 6月、カナ

ダ植物生理学会大会に掲

かれ、シンポジウム「植

物における収縮性蛋白則

において講演をおこなっち

大会会場のMount Allison大 学はカナダ

最東部Noマ a SCOじ iaに近い小邑Sackville

(New BruIIswick州 )に ある。 1839年

創立の学生数わずか 1400で あるが、北アメリ

カでは可成 うよく知 られた存在とのこと。サ トウ

カエデやニレの緑の中に点在する校舎や寮の閑雅

なたたずまい。honeysackleの 白い花が満

開であった。

6月 25日 午前 8時 30分 、英仏 2カ国語によ

る開会および歓迎の辞にひきつづき一般講演第 I

部。師部 木 部の輸送をテーマとして「マメの若

い棄のアミノ酸の動き」など6題。 coffee

breakを はさみ第田部は膜の話問題。「低膨圧

下でのフラスモ細胞瞭の電気浸透 」など7題。発

表は質疑応答を含め 1題 15分 。35ミ リスライ

ドのほかOEP 16ミ リ映画 'VTR等 が自由かつ

効果的に使用されていた。

昼食後 14時 ようシンポジウム「植物における

収縮性蛋自質 」第 1部。まず会場校生物学教室主

任 FensoII教 授の短かい問題展望。つづいて招

待講演 (一人 30分 )。 Dar tttouthttR.D

Al len博 士、「種々の細胞の細胞骨格微細構』

と題 しアメーバ ・白血球を例にZeissの 光学顕

微鏡Ax i oltta tの性能を強調、さらに超高圧電

子顕微鏡による三次元微細構造を紹介した。全聴

衆がポラロイド社提供の偏光眼鏡をかけ、 2台 の

プロジェクターによって写 しだされた立体電顕写

真像をみたのだが、道具立ての割には得 られた知

見は乏しく思われた。つづいて名古昇大学秦野節

司教授の「粘菌変形体のアクヲ
Lンとミォシン」。

粘菌変形体から純粋な形でとり出したアクチン

ミオシンの物理化学的諸性質についてのべ、それ

らとこの材料の示す原形質流動との関連すなわち

粘菌の活発な流動が骨格筋類似の収縮性質自質ア

クトミオシンーATP系 によっておこることを示

し、全聴衆に強い印象を与えた。本シンポジュウ

ムは、大会プログラムのもっとも重要な部分であ

り、この講演は疑いもなくそのハイライトであっ

た。次に「車軸藻類組胞の原形質流動―皮層下繊

維の役割 」と題 し筆者の報告。シ、ジクモ フ ラ

スモなどの細胞皮層部に上坪がはじめて見出した

原形質繊維が、それらの細胞の原形質流動にとっ

て不可欠の構造であることの実験的根拠をスライ

ドと16ミ リ映画によって示した。また伴の細胞

の興密と流動停止の連関 ・Uタ ーン現象などの新

知見についてのべた。 coffee breakの あと、

La Trobe大 (Australia)Willl■ IIl

son博 士による「シャジクモにおける皮層下アク

チン繊維束と原形質流動 」にか 3題、 18時 まで。

夕食後 19時 よリシンポジュウム第コ部。

New York州 立大Vaheァ 嬢 の「トマトにおけ

るアクテンとミオシン」はか 6題 。途中 c c ffee

はさんで 22時 30分 まで。7aheァ 嬢の発表と英

国コast AngliattAikman博 士による各種

流動学説の理論的検討が印象に残った。

本シンポジェウムのテーマは、聴衆の大方にと

って殆 どなじみわ☆なかったかのように見受けられ、

事実、質疑応答討論 も活発であったとはいい難い。

しかしカナダ植物生理学会の新 らしい発展のため

に、このシンポジウムが有意義であったという感

想が少くなかったように思われる。

6月 26,27日 の一般講演、Minas湾 への

見学旅行 ,Lobster Diner、 8年 ぶりに訪

れたアメリカ合求国のもろもろについても書いた

が紙面の制約のため割愛 した。終 うに、山田科学

振興財団から与えられた援助に厚 く感謝して筆を

おく。
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アメリカ ,分子生物学に関す る研究

慶応義塾大学  渡  辺 格

研究機構 )と コMBL(

究所 )の設立によって、

ている。

こゝにアジアに於ても、分子生物学を中核 とし

た生命科学の振興が急務 となってきた。そのため

今回、申請者はそれに対する大 きな構想をいだか

れている赤凋四郎博士の親書をたずさぇて、分子

生物学の世界的先導者である」aIIles Do Wa l―

son博 士に、意見 ,愚告 ,見通 しを伺 うために

渡米 した。

第 1日 目は、S L ollァ BIookに あるニュー

ヨーク州立大学生物名学部の井上正順教授 と、討

論すべき内容の検討 と整理を行 った。

第 2日 目に、ニュー・ョーク州 ロング・アィラ

ンドのコール ド・スプリングやハーバー研究所に

所長の J.D Waし sOn博 士を訪関 し、井上教授

もまじえて意見の交換を行った。

分子生物学の研究は、

主として米国とヨーロッ

パに於て推進 されている。

ヨーロッパではEMBO

(ヨーロツパ分子生物学

ヨーロッパ分子生物学研

急速を発展がもたらされ

始めに仮称 AMBO(ァ ジァ分子生物学研究機

構 )の構想について討論 し、その設立の必要性に

ついて意見の一致を見た。その性格は大筋におい

てBMBOと 似た ものでよいだろうということに

なった。

次に仮称AMBL(ア ジァ分子生物学研究所 )

設立について話 し合ったが、研究所の場合は、そ

の性格を明確にし、特色ある研究所にす ることの

必要性、その場合の所長の人選が重要であること

が強 く論ぜ られた。

最后に、AMBO,AMBLを どのように経営

するか 論ゞぜ られた。それに対 して当方 よう、

WalsOn博 士の参加を懇請 し、博士が来日され

直接赤堀博士 らと懇談 されることをお願 いしたが、

快 く来日を承諸 された。その結果、今秋 11月 に

日本に於て、話 し合いの場が もたれることになっ

た。

以上によって、ァジァの分子生物学振興への赤

堀博士 らの運動がWatsm博 士の協力によって、

大きく第一歩 をふみ出すことになったと思われる。

こゝに今回の渡米を可能にして下さった山田科

学振興財団に深 く感謝する。

第 7回 国際血栓止血会

議は、ロンドンで7月 15

日か ら20日 まで2000

人にものばる各国か らの

研究者 を集めて開催 され

た。テームズ川畔の大きな 2つの会場で、非常に

よく組織された運営のもとで活発な討論が行なわ

れた。非常に多くの演題数が申し込まれ、なかに

はrejectさ れたpap erもあるという事であ

ったが、それでも毎日hard schedule力 柏

9 - 4 0 9 9

イギリス,第7回国際血栓止血会議
九州対 加 藤 久 雄

まれ、少々むちそぅがありすぎるという感じであ

った。たとぇば、朝 9時 か らpree c olalllu―

rti c a ti OIlが始ま り、 Pl ellary lectu―

r eと つづき 11時 3 0分 か ら12時 4 5分 まで

pOster Presenし a ti oll, 12時 45分 か

らllr e c cOIMrlunicaticll,Itla i n S yIIl―

pOSiaと 5時 までみっちうあ う、 official

事揖達誉ポと く'』岩ど怪舌とと:つ

か うす。
と食

演題は各凝固因子の性質や活性化機構か ら、イ
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ンヒビター ,血小板 ,臨床的応用など多岐に亘う

とても全てをfol lowす る事はできなかった。

しかし18日 は筆者にとっては、最 も忙しくまた

最も有意義な 1日であった。その日はさながら

conし act phase dayと いっても良い位で、

年前中はnatnoff教 授による「Hageman民

との25年 」と題する総説講演があ)、年後から

は金て固相活性化に関する報告がつづいた。筆者

の 報 告 し た I I l a  i n  s y I I l p o s i u I I も 含 め 、 P o ―

ster presell↓ ation,Pree cOmIElu~

ni ca↓ i onな どこの分野の研究者が非常に多い

ことが思い知 らされた。血液凝固系の各因子の精

製が進み、その活性化機構 も、大筋でははば理解

されるようになった現在、血液凝固が如何に開始

するかが興味を持 たれるようになったからであろ

うか。血液凝固の内囚系の開始反応のカギを握 る

第測因子の活性化については、従来 ようカォ リン

や、エラジン酸、デキストラン硫酸などが使われ、

ここでも、 こ れ らを用いて活性化機構の研究が発

表 されていた。しかし、これらに代る生理的な活

7月 30日 か ら8月 3

日にわたって、 Le C―

Icusot(フ ランス )

で開かれた第 7回国際高

圧力会議に出席、生物科

学部門において、
クLァsOgenic Dacteria

under Eigh Piessureク の題目で招へい

講演を行なった。講演概要は、次の通うである。
パクテ リオファージX,″ 80,え i434は 加

圧処理 によって誘発 されるが、` ind~1,P2,

えC1857は 誘発 されない。ファージ生産の最適

条件は、温度 30・-37° C,圧 力 1900～ 1400

bar,加 圧時間 5分 である。この条件は、宿主菌

の耐圧性 とCIリ ブレッサーの加圧失活 との相互

関係に依存 している。えC1357浴 原菌の加熱誘

発は、力『圧処理 (～ 1400bar)に よっておさぇ

7 9 - 4 1 0 1

フランス ,第 7回 国際高圧力会議

立命館大学 鈴 木 啓 三

性化物質については、従来から明らかではなかっ

た。その点で、ヮシントン大学の Fujikawaら

によるsulfatideに よる活性化の報告は、従

来の活性化物質とは異な り、注目すべきものであ

ろう。今ひとつは、血小板による第m因 子の活性

化についてWalshら による報告である。血小板

にADPや コラーゲンを作用させると第刑因子を

活性化する作用をもつということ、血小板には第

測因子が存在するということは、血小板による凝

固の開始反応を考えた場合非常に重要な意味をも

つと思われる。筆者の専門分野に限 っても、この

分野の世界の研究者とす童に会することができ、

かなりつっこんだ話を聞 くことができた。

また、今回の会議では、日本からの出席者とは

もちろんのこと在米の日本人研究者の方々とも会

うことができ、旧交を温めることができた。この

機会を与えて頂いた山田科学振興財団に厚 く感謝

する。

られる。加圧処理 により、耐熱性のコンフォメー

ションに変形 されたリプレッサー蛋自は、除圧後

時間の経過 と共,C7Eの状態に回復する。雪自質 と

DNAに 及ぼす圧力の影響 を、高圧下における水

の構造 と関連 して、これ らの生体高分子の構造 を

維持するのに関与 している弱い化学結合に対する

圧力効果の情報にもとずいて考察 した。

同 じ魯物科学部門での、主な研究発表 として次

の ものがあった。R.Naquet(I「 rancc):

High Pressure Nervous Syndrome

【.Herertlalts et al(B。 lgium):■ igh

Pressure Stopped一 F10、7 Studies of

P a Sじ  C O A f o I I l a t i o l t a l  C h a n g e s  i n

Proteills. C Weber(U S、 A。 )!

The Bffect of Eigh Pressure upOn

Protein― Ligalld CcIEIPleies



本会議の登録者数は約 400名 で、日本からの

出席者は 13名 であった。講演部門は高圧装置 と

圧力測定 ,固体における相転移 ,分 子間分光 ,地

球科学 ,水素および軽元素 ,機械的性質 ,物質合

成 ,化学反応 ,生物効果等にrtB分化 され、 6会場

に分れて発表が行なわれた。

本会議の特徴は 卜赤 したように一方では話題を

非常に細分化すると共に他方では細分化の弊害を

除 くために、数多 くの総合講演が もたれたことで

ある。またその中に、N.Mott(Metal in

sulator Transitions:Some Effe―

cts of Pressure)1」  S.Row iiIIs On

(コldid Mixture under Pressure),

D . 」. A l d e r ( P  l  a l l o しa r y  l n t e r i O r s )

下記の研究会等に出席

し、次に列挙する題 目で

講演および研究発表を行

った。

l  S I x p e r n O v a  コー

xplosion Triggered by Electr―

on Capじ ure(7月 25日 ,シ カゴ大学 ,天

文学天体物理学 ヨロキウムにて講演 )

2 Ceneral Theory foI Shell コ ー

lash and No▼ a コ 去PlosiOn of Ac―

creting White Dwarfs〔 7月 30日 ,

IAU(困 際天文学連合 )コ ロキウム〃 53,「 自

色額星 と結退 した変光星 」にて発表、共著者 .康

本正行 ,虎 相恭二 ,野本憲一 〕

ユ コ マ0 1 u t i o n  o f  E a r lァ ーT y p e  C o―

n t a c t  S i l l a l i e s ( 3 月7 日 , I A U シ ン

ポジウム紘 88,「 近接連星」にて発表 ,共著者

官路茂樹 )

4 Non-OonservaLive Mass Exc―

hange and Origin of X― R3y cl―

o s e  B i n a r i e s ( 3 月 7日 ,同 上にて発表 ,

ら、超一流の理論科学者の参加があったことが特

筆されよう。極低温 超 高圧下 ,超臨界領域下の

自然は、実験家にとって も理論家にとっても共通

の関心事であり、両者間の協力の必要性を示唆し

た点で、す ぐれた企画であったといえよう。

なお、今回のP打 そヽBridgman賞 は、BV―

odar博 士 (L IIIEIP―CNItS,Prance):

S o I I l e  M 6 1 e c u l a r  l n じe r a c t i o n s

and High Pressure Sludiesに 贈 ら

れた。

最後に、今回の学会出席に際 して、援助を与え

られた貴財団に対 して、心からお礼を申し上げた

い。

79 - 4 1 0 2

アメリカ ,I A Uヨ ロキウム紘 53「 白色矮星 と

縮退した変光星」他

東京大学  杉  本  大
一郎

共著者 ,宮路茂樹 )

5  E q u i l 今i b r i u n  F i g u r e s  o f  R o t 一

a t i n g  B o d i e s ( 8 月1 5 日 , I A U 総 会 ,

コミッション紘35集 会 ,「自転天体の理論」に

て発表 )

6 Generalized Theory oF Shell

Flashes in Red Ciants and in

Accroし ing tthite DvarFs( 3月 21日 ,

IAU総 会 ,コ ミッションNos.27 and 35

集会 ,「変光星の内部構造 と進化 」にて発表 ,共

著者 ,藤本正行 ,野本憲一 )

「白色矮星 」のコロキウムでは私の研究グルー

プからの発表を他に 3つ行ったが、それらは共著

者によって読まれ私は主として討論を行った。こ

れらの一連の研究は、自色倭星にガスが降着して

新星爆発を起 こす過程に関するものである。今ま

での研究では考慮されなかったガス降着の熱史を

正しく取入れ、さらに不安定な原子核殻燃焼を
一

般的に取扱えるようにして問題の新 しい局面を開

いたこと、それによって新星爆発の再帰までを含

めた、よう一般論め`作 られるようになったことな
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どが評価 されたと思われる。

「連星 」のシンポジウムでは、連星の物質交換

時におけるガスを受取る側の星の挙動についてい

ろいろな議論や混乱があった。エントロピー流を

伴 う物質流 とネゲン トロビー流 を伴 う物質流が交

互に起 こるという物質交換モデルが求められてい

たが、それ らは短い時間尺度についてのみ成立す

る。 これに対 し進化論的 にロッシュ袋を溢れる星

か ら相手の星へ物質が流れ続けるという、私達の

求めた解は永年変化的、すなわち進化論的時間尺

度について成立することが明 らかになった。こう

して、今後この種の問題 をどう扱 うべきかの指針

が得 られた。

シカゴ大学で話した電子捕控による超新星爆発

は、宮略茂樹 ,野本憲 一,横井幸一との共同研究

によるものである。他の研究会等でも関連事項 と

して話題に した。このタイプの超新星爆発につい

ては、今まで詳 しい研究がなされていなかった。

そこでこの種の計算を最初に正 しく、かつ必要な

程度に詳 しくやった もの として各所で評価 された。

全体 として、私達の グループの研 究はかなり認

一般相対論の最近の発

展に関する、第 2回 Ma―

rcel CrossIIaIIn

Mc e tiIIgは7月 5日～

11日 の間 イタリーの

T r i e s l e 近郊の I n t e r n a t i o n ■l  C e n ―

しe r  f o r  T h e o T e t i c a l  P h y s i c sで 行

われ、世界各国からの参加者 300人 を集めて年

前の 1会場 ,年后の 2会 場はそれぞれ満員の盛況

であった。今回は中華人民共和国 も初めて数人の

研究者を派遣 して発表 を行なった。山田財団の補

助を受けて出席 した私は、7月 6日 に議演 Low

f r e q u e n c y  a n  t e n l l a s  o f  T o k y o

Universiじ ンを行って東大理学部における重

め られたし、実際あちこちで日本人がやってしま

ったとのお世辞 も言われた。私達の論文はふつう

はP u b l i c a し i o n s  o f  t h e  A s t r o l l o 一

nicai Socie,y of Japariに 投稿する。

日本の天文学を進めるためである。 しかしヨーロ

ッパはともかく、アメリカではこの学術雑誌は必

ず しもよく読 まれているriRではない。このため□

際研究集会で成果を発表することは不可欠だと思

われる。この点で貴財団の援助が大いに役立った

ことに感謝 している。

その他に行 った事柄は次の通 うである。a)シ

カゴ大学、その他で、超新星の諸問題について討

論 した。その成果はSpace Science Ro一

views誌 の原稿中に取入れた。 b)1980年

に日本で開催する国際学術集会 (恒星進化論の基

本問題 ,貴財団か らの援助が決定 している )の打

合せを行 った。 c)lAUコ ミッション形 35

(恒星内部構造論 )の次期組織委員の一員として、

同組織委員会に出席 した。

7 9 - 4 1 0 4

イタリア ,‐般相対論の最近の発展に関する第 2回

. W I a r c e 1  0 r o s s I I l a n l l  M e e t i n g

東京大学  平  川  浩  正

力渡 アンテナの開発状況について報告 し、7月 10

日に講演 Expe「 imental ex■ mination

of し ll e inverse squarc laヽ v of

gravitationを 行って上記 アンテナを用いる

実験 とその結果について報告した。重力波の実験

はこの会議の実験部FBの重要な項目の一つだが、

我国では最近 アンテナの材料 として最 も有望なア

ル ミ合金 5056を 見出したこと ,電気的方法によ

うアンテナの制御を行 う方法を開発 したこと,

Crab pulsarか らの重力波について独自の研

究を続けていること,roし ating barに よる動

的重力場の発生 と応用法の開発の4点 でこの分野

に重要な貢献をしてお う、反響 も大 きか ったよう

である。今後共、財団の援助にようこのような会
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議iζ出席の機会を広く各方面に与えられる ζとを 希望する。

79-4109 

イタリア，一般相対性埋論の最近の発展tζ関する第2@Marcel

-Grossmann会議

京都大学 中村卓史

アインシュタイン生誕

百年を記念した相対性理

論の重量近の発展について

の第2回Marce 1-G-

rossmann会畿は、

1 979年7月5日より 7月 11日までの7白i簡

にわたって行なわれた。会議場はトリエステ(イ

タリア)の町から少し般れたMiramareにある

ICTPでゐった。会議は7月6日午後のセレモ

ニーから始まった。参加者は名簿によると、 28

ヶ恩の350名にも及び、セレモニーの時には

Main Hallに入れずに、テ レビのある別の部

屋で会議の模様を見るはめになった人もいた。さ

てプログラムに自を通してみると日程の強行な事

lζ驚いた。明日(6日)からは朝は8時半から12

時半までシングルセッションを行い、昼は 2時半

から 6時半まで理論と実験に分かれてのダブルセ

ッションを行う。夜は8時から 10時までワーク

ショップをやるという。セレモニーであの省名な

リフシヲツはζの日程に関して、 fζれは、きっ

とみんながスーパーマンであるという仮定をして

作った日程なのでしょう。」と冗談を言ってみん

なを笑わせた。

6日， 7日にカ〉けでは、 Supergravi tyと

か quantum gravityの大変むずかしい話

が多かった。世の中の相互作用を全部統一してや

ろう とか、重力場の量子化をしてやろうな どとい

う話代は、専門外の者ははかなかついて行けない

ものである。しかしずいぶん多くの人々がζの問

題に取り組んでいるのに感心したものでゐる。午

後と夜には重力波の観測のセッションに出席した。

重力波はアインシュタインの相対性理論によって

その寄在が予言されている空閣を伝わる波でゐる

が、その存在の実験的検証はまだない。現在10 
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ぐらいの笑験ク・ループが超新星爆発に伴って放出

される重力波を検出しようとしている。一時We-

ber( 1r，[ary1and大)が ζの藍力波を発見した

と主張したが、現在ではWeber以外の人は乙れ

を信用していなし、。今度の会畿では8ク・ループほ

どが検出患の話をした。しかし ζの検出実験は大

変むずかしい。現在ではアメリカのスタ ンフォー

ド大学やローマ大学の検出器が一番性能が良いが、

それでも我々の銀河系で超新星爆発が起ζれば検

出できるぐらいの感度しかない。我々の銀河系で

は数十年1C1回しか超新星爆発は起らないと言わ

れているので、数十年待つ必要があるわけである。

したがって我々の銀河の外の銀河系からくる重力

波も測定できるくらいの感度までに上げる必要が

ある。伺人かの人に「いったいゐと何年後に重力

波は見つかると思いますか'?Jと聞いてみると、

多くの人は 10-20年後と答えてくれた。もっ

とも中国人は彼らは厳近重力波の検出実験をはじ

めたばかりなのに大変元気がよくて「ゐと 5年後

花見つかる。 Jと答えてくれたo"
7日の午前中はTS解などの厳密解のセッ ショ

ンがあった。相対性理論の基礎方程式はアインシ

ュタイ ン万程式と呼ばれる大変難解な式ーであるが、

ζれを定常な解に制限するといくらか簡単になる。

それでも大変ひずかしいが、 C osgrove ， 

Kinnersley， Harr ison， Bel insky らの

話によると、かなり解の綾子が分ってきた感じで、

特にBacklund交換や逆散乱法の通用法が見つ

かって、乙乙数年で大いに進歩しそうである。

8日(B )は遠足でユーゴスラピアまで行き、

明けて9日の午後に私は発表した。私のやってい

る問題はアインシュタイン方程式を数値的?と解い

てブラックホールの形成過程を明らかにすると共

?と、超新星爆発に伴って敏出される重力波の量を



明らかにしょうというものである。この問題は現

在軸対称を場合に対して手がつけられている段階

であり、WilsOn(カ リフォルニア大 )が一番

進んだ計算をしている。彼 も米るはずで期待 して

いたが、来れなくなったのは残念だったが、 PI―

・an(テ キサス大 )が、無限円柱の場合の計算方

法と計算例を示した。私は初期にゆがんだ形状を

持った場合の重力崩壊の計算をブラックホールの

形成に至るまで行ったがそれを発表した。発表の

C h a i r m a n のL i c h n e r o w i じz か ら握 手 を

求められたり、いく人かの人々から面白かったと

いう感想をきいたう、プレプリントが欲しぃと言

われて大変 うれしかった。特にこの会議の実質的

な切 り回しをしていたローマ大学 のルフィーこ教

授が私の発表を評して「Verァ Good i

Very Good !Jと 言ったのは印象的だった。

9日の年前中には、」 I Taァ 10■カド2重星

をなしているパルサーの周期が短かくなる割合が

ちょうどアインシュタイン理論に合っているとい

う発表をした。これは実は間接的に重力波の存在

を確かめたことになう、アインシュタイン生誕百

年にまさにふさわしい発見であった。 10日 には

宇宙論の話があり、 11日 には実験の分野のまと

めの発表があったが紙面の都合で省略する。

トリエステの会議のあと、CERN,ヨ ペンハ

ーゲンのニールスボーア研究所 ,ボンのマックス

プランク研究所に寄って日本に帰国した。

私にとっては何 もかも初めてのことであった。

飛行機に乗ること、外国へ行くこと、国際会議で

しゃべること。何 もかも有意義であった。そして

私自身若手に入るがそれでももっと若い時にこう

いう経験をすればもっと良かったと思った。しか

し最 も印象的だったのは、アメリカ及びヨーロッ

パの研究者の層の厚さとレベルの高さであった。

今後機会のあるたびに出て行かないと世界の流れ

に遅れるという感 じがした。

1952年 に今回と同

じくWisconsin大 学

でS丘。。鍛 授 を委員長

として始まったこの国際

会議は 3年毎に世界各地

(第 3回 は東京 )で開かれ、今年は第 10回 を迎

えた。毎回部厚い会議録が出版され植物生理学の

重要な
一分野である生長生理学の発展に貢献 して

いることは、生長物質が専門でない私 もよく知っ

ていた。この会議に私は図らずも参加することに

なった。というのはCha1lcs Darwinの

T h e  P o w c l  t l f  M o V e I E l e I I t  i I I  P l a―

nts(こ の本は植物ホルモンについての初期の協

念形成に寄与 した )の出版 100年 チ記念して、

今回は特に植物運動についてのシンポジウムを開

くことになり、その企画者であるYale大 学の

Calston教 授か ら「活動電位と速い植物運動

という話をしてくれと頼まれたからである。そし

9-4114

アメリカ ,第 10回 国際植物生長物質会議

東】捗幸 柴 岡 孝 雄

て山田科学振興財団の旅費援助により参加が実現

した。

会議は広いキャンパスの東端 ,MendOta湖 畔

に建つWisconsin Cenじ crで 開かれシンポ

ジウムは最終日の7月 26日 そのLake Shore

R o OIIIで年前 8時 半か ら始 まった。 30分 の講演

が 4題 ,15分 のが 5題 あって、テーマは講演順

に光が調節する運動 ,動 力が関与する運動 ,接触

にようぉこる速い運動およびパクテリアの運動で

ある。 4題 の 30分 講演の概要は次の如 くであっ

た。

OalstOn教 授は上記のDarwinの 著書に記

述 されている芽生えの回旋運動 ,光屈性 ,葉 の就

眠運動における光信号の関与についてそれぞれの

光受容色烹 を中心に論議 し、Lausannc大 学の

Pilel教 授は暗黒中でおこる根の動翔己性が床」

激前の光照射により応答が増大する現象 を、根の

先端 で生成 される生長抑制物質に対する光の作用
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で説明した。私は接触刺激 と速い運動 との間に介

在する活動電位には 2つ の役割があ り、 1つ は信

号の伝達 ,他 は運動細胞における興奮
一収縮連関

であることを示 し、収縮の機作について論議 した。

最後にWisconsin大 学 のAdler教 授はPf―

effer(1880)が 発見 したパクテリアの化学走

性における刺激受容 と鞭毛回転は現在では分子レ

ベルではぼ理解 できることを示 し、この 2つ の間

の感覚情報の伝達 と統合、すなわち感覚の運動ヘ

の変換における細抱膜の役割を論議 した。 こ の

問題は年後の討論の中心 となった。すなわち植物

運動においては末だ殆んど理解 されていない部分

である。動物にみ られる活動電位 による統合が植

物 にもあるだろうかと私の意見が求められた。私

の見出 した活動電位は exciし atoryに 働 く も

のばか りで、  i n h i b  i t oェァに働 くもの力Sなも`

ので活動電位による統合は考えにくいことを説明

した。

先に述べた通 う、私は生長物質を専門としてい

ないので 7月 23日 か らはじまった会議の全体に

ついては評価 できない。アブス トラクトを調べる

と、発表件数はシンポジウムを含めて288で 、

オーキシン ,ジベ レリン ,サ イトカイニン等々の

物質別 ,生殖発育 ,形態形成 ,応用面などのセッ

ションに分れていた。田月Uにみると、USA 128,

U【 と西独 24,日 本 20,カ ナダ 13,オ
ース

トラリア 11,フ ランス 10,イ スラエルとスイ

ス 8,オ ラ
′
ンダ7,イ ンド5,ベ ルギーとUSSR

4,ス エーデン3.中 国 ,東独 ,イ タリー .台湾

が各 2,ブ ラジル ,デ ンマーク ,エ ジブ ト,ハ ン

ガリー ,韓国 ヵメキシヨ ,パキスタン ,ポ
ーラン

ド,シ ンガポール ,ベ ネゼラ ,南 アフリカが各 1

である。 29か 国から400人 (推定 )位が参加

した国際色畳かな会議であった。

最後に感想を2つ 述べる。0日 本でこれだけの

規模の学会を一大学内だけで開 くことは出来そう

にない。大部分の出席者は夏休みで空いているド

ー ミトリに泊 う、大 きな 2つ の食堂で食事をした

か ら負担は少 くてすむ。日本 と欧米 との大学の形

態 と金のかけ方の相違を実感 した。(21会場で知 う

合ったアメリカに留学中のBagdhad大 学の若い

助教授に、日本では現在、就職できない学位 をも

つ若い研究者がたくさん居ることを信 じさせるの

に大変首労 した。憂 うつな経験であった。

此度山田科学振興財団

の援助を受け、 6月 20

日か ら7月 8日 までヨー

ロッパ 6ケ 国を訪間する

機会を得た。今回の渡欧

には主に4つ の目的があった。第 1の 目的は、第

8回国際原子分光学会議 (ICAS)お よび第21

回国際分光学会議 (OSI)に 出席し講演をする

ことであった。第 2の 目的は、フランスの分光分

析技術の現状を視察し研究者との研究情報交換を

行なうことである。第 3の 目的は、西独フランク

フルトで開催された
｀
ACEEhatA 7 9・を見学す

ることであった。第 4の 目的は、最近医療分析機

器への進出著 しいハンガリーの分析機器の現状を

イギリス ,第 8回 国際原子分光学会議他

蘇 簿 原 日 紘 千、

視察することで、そのためにブタベス トを訪問す

る機会を得 た。

第 1の 目的であるICASお よびCSIは 、近年

2年毎にヨーロッパ ,ァ メリカ等を中心に開催さ

れている会議である。これらの国際会議は最近の

原子分光学および広範囲な分光学の進歩について

の研究報告を主 とするもので、化学分光分析 を専

門とする研究者にとっては大変重要な会議である。

会議は英国の伝統ある大学であるケンブリッジ大

学において、世界約 30ケ 国か ら約 800人 の研

究者が集まって開催された。次回の開催国がアジ

アで初めて日本に決定 していることもあって、我

国か らも約 20人 の研究者が参加 した。今回の会

議は英国分光学会および国際純正化学連合 (lU

79-4117
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PAC)の 主催で行なわれたが、最 も感心 したの

は上記約 800人 の参加者はケンブリッジ大学内

の約 15の カレッジの寄宿合に分散 して泊 う、寝

食 を共にして科学 ,文化交流を行なえるよう組織

されていたことである。

会議の内容は、原子スペクトル分析 ,X線 分析 ,

γ線分光法 ,赤外  ラ マン分光法 ,NMR,ES

OAな ど幅広 い分光学の専門領域に関する講演お

よび質疑応答が行なわれた。基礎原理および分析

技術に関する講演 も多か ったが、 とくに応用面で

医療分析 ,医薬品分析 ,環境分析な どに関する請

演が多 くの聴衆の注目を集めていたのが印象的で

あった。これは、最近の科学が物質中心か ら人間

中心の科学へ と移向 しつつある事情を反映す るも

のであろう。筆者は原子スペクトル分析の中 C・In

在最 も注 目を集めている誘導結合プラズマ (IC

P)発 光分光分析法について、とくに多元素迅速

分析を行なうための新 しいコンピューター化シス

テムを発表 し、かな うの反響 を得た。

第 2以 下の目的に関 しても、大 きな成果 を得 る

ことが出来た。 フランスでは国立応用科学研究所

(リヨン大学構内 )及びジョバン イ ヴォン社を

訪問し、 ICP発 光分析 ,レーザー技術 ,レーザ
ーラマン散乱局所分析法など最新技術め意見交換
を行なった。西独の

《
ACEEMA 79｀ は 3

年毎に開催 される国際化学工業技術展であるが、

その規模の大 きさと化学技術の発展には鷺ろくべ

きものがあった。ハンガリーでは、最近臨床分析

に利用されている血清分析用カリウム ,カルシウ

ムぉょび塩素 イォン用 ミクロ電伍システムに関す

る意見交換を行ない、工場および国立病院の見学

を行なった。東欧諸国の訪間は初めてであったが、

科学技術において もその発展の意気込みには大い

なる感銘を受けた次第である。

今回の訪欧によって、最新の科学技術に関する

多 くの見間を広め、また世界中の研究者 と意見交

換 を行ない、友好を深めることができた。これら

の成果を基に我国の科学技術 の発展に貢献するた

めの決意を新たに した次第 である。最後に、この

ような機会を与えて下さった山田科学振興財団に

深甚なる謝意を表する。

79-4118

アメリカ ,第 7回 国際複累環化学会議

東京簿 秋 葉 欣 哉

第 7回国際複素環化学

会議が本年 (昭和 54年 )

8月 12日 から3月 17

日まで米国フロリダ州タ

ンパ市で開催された。こ

の国際会議は隔年に開催 され、今回はUnive―

rsi↓ y of S6uth Ploridaの S Sch―

neller教 授が主催 し、各国から約 400名 が

参加 し、 日 本からは約 20名 が参加 した。今回は

会場が
″
夏のフロリダクとい うことで開催地 とし

ての人気は高 くなく、前回 よう約 230名 程参加

者が少ないとのことであ った。しかし、内容的に

はレベル も高 く、複素環化合物の関係する広い範

囲の中から世界的に も著名 な方々を inviced

iectuierと して迎え、一般講演 も充分に活気

わSあ った。

会議は毎 日午前中に 2つ の招待講演 (計 10件 )

を行ない、年後はエクスカーションにあてられた

水曜 日を除 き、3日 間 4種 のセッションに分かれ

合計約 130件 の一般講演 (1件 15分 )が行な

われ、このうらIIla c r oc y c l es sypOsiu血

わ攻 曜 日のセ ッションAと してくまれていた。ポ

スターセッション (19件 )も あった。

招待講演は以下の通 りであった。即ち、RA

Abralllovi t ch(0 1ens cll),ピ リジンN―

ォキン ド;コ YOneda(熊 本大 ・薬 ),酸 化一

還元能を有するピリミシン ;M.P Cava(Pe一

nnsylvania),含 硫五員環化合物の研究の最

近の進歩 ; 」. n  s t o d d a r し ( S h e f f i e l d ) ,

旧いクラウンと新しい化学 :分子認識 と分子間コ



ンフォーメーション解析 51 1  W a n l 1 0  f f ( 3 o―

n■),複素環のβ―エナミノエステル:新しい縮
合複素環合成の有用なシントン ;A M van

Leusen(Gron iILg eII), ト シクレメテフレイツ

シアニ ド類の合成的応用 ;」 ―L.Ittb a c h

(Languedoc),ォ リゴリぶスクレオチドのための
《
Building B10cks｀ を特に強調しを ク

レオンド合成の最近の進歩 jY.【 ishi(IIa r―

vard),ポ リエーテル系抗生物質の金合成 ;

B Sushitzky(Salf6rd),複 素環合成に

おけるアリールニ トレンの役割 ;B A Fire―

stone(Merk&sharp).ジ ラジカル の

コンフォーメーション。

私は火曜 日のセッションC(含 硫黄 セ レン

および リン複素環 )で 一般講演を行った。題 目は
クチアチオフテン類縁体におけるZ― 型 SⅣ の関

与する結合交換による新 しい環変換平節
クであり、

原コ田を拡張 した硫黄原子の関与により、テアジ

アブール環 とアミジノ基の間に分子内において結

合交換 により平鶴が起 きる事実を述べた。この他

に木曜 日のセッションD(ト リアゾール ,ト リア

ジン,オ キサブール ,テ アブール類 )で 座長をつ

とめた。 3時 間以上にわたり座長をし、各誇演に

1つ 以上の質問をして活発なセッションとなるよ

う配慮 した。このセッションに丼畑敏一民 (大 阪

大 ・教養 )の 議演 も含まれていた。日本 からは亀

谷哲治 (東 北大 ・薬 ),谷 日宏 (九 大 工 ),二

宮一弥 (神 戸女子薬大 )教授など以前か ら存 じ上

このはど山田科学振興

軸団の派遣援助を受け、

本年 7月 15日 から18

日まで米国 ミシガン大学

で開催 された「ミクロブ

―ムと薬物酸化 」に関する第 4回 国際シンポジウ

ムに参加することができたので、その模様を簡単

げている方々の顔 も見えた。

【 T Pot↓ s(Relnlsselaer),RA

Abram6vitch(C l eltls o・ l),C S Cialtl

(Texas AttM),S.Cronowi tz(L oen d)

など日知の方々に もお会いでき、MP.Cava

( P e n I I s′y l v a n i a ) , A  S c h m i d P cし e r

( M u n c h e n ) , E g e ( ■e i d e l b e r g ) ,

P I a e f k。 ( B e■ l i n ) ,」 _ B o u l↓ o n ( E  a s t

Anglia)な どの方々と親 しく話す ことができ

たのは有益であった。

今回はこの会議の前に約 2週 間で」 C.Mar―

t i n ( U r b a n a ) ,コ M  B u r g e s s ( A t i a―

しa ) , W R . D o l b i c r , J r ( G a i n e s v i l l 。)

および■ S. W a l b o r sエ ァ( T a l l a h a s s e e )

教授 らを訪問 し、前 3箇 所で
クチアチオフテン類

縁系におけるZ― 型 hン Pervalent硫 黄原子

上における環変換 と結合交換
クとい う題の講演を

行 った。各所において多数の Fa culし y ltlerl

berと 会い彼等のtEE在の問題意識を知 り、お互の

意見交換ができたことは私にとって非常によい床」

激 となった。各学科においてホス トとなり
《
h ard

schedulenを 作って迎えてくれた上記諸教授

に心か ら感謝する次第である。

最後に今回の約 3週 間にわたる米国旅行を可能

にしよい機会を与えられた山田科学振興財団に心

か ら感謝の意を表する。

79-4125

アメ リカ ,ミ クロゾームと薬物酸化に関する第 4回

国際 シンポジウム

大阪大学 藤佐 了

に報告する。

肝およびその他の細胞のミクロブーム(小胞体)

に特殊な電子伝達系 (複合酸化還元酵素系 )が存

在することは 1940年 代から知られていたが、

当時は研究者の関心をはとんど慧かなかった。し

かし、 1960年 代に入り、この酵素系の成分と

してチトク由ムP-450(以 下P-450と 略
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す )と呼ばれるヘムタンパク質の存在が明 らかと

され、またこのP-450が 極々の薬物の酸化的

代謝に重要な役割を果たしていることが報告され

るに及んで、生化学 と薬理学におけるこの領概 に

対する関心は漸く高まってきた。このような背景

のもとで、第 1回の「ミクロブームと薬物酸化」

に関する国際シンポジウムが米国国立健康研究所

(NIE)で 開かれたのは 1968年 のことであ

った。このときの参加者は約 60名 であった。そ

の後第2回 (1972年 、米国スタンフォード大

学 )、第 3回 (1976年 、ベルリン自由大学 )

と続き、今回のは第 4回 目に当たる。

第 1回からの 10余 年間にこの領域の研究者数

が急増したのを反映して、今回の参加者は約 430

名に達した。またシンポジウムの題は初回の「ミ

クロゾームと薬物酸化 」を踏襲しているが、その

後の発展を背景 として、その内容 もかなう広範囲

なものとなっている。今回のシンポジウムで討議

された主要 トピックは次の 7項 目である。 1)P
-450の 化学的 ・物理的性質、2)P-450

および関連酵素の反応機構、3)P-450以 後

の諸酵察 (酸素化された化合4勿の代謝 )、 4)ミ

クロゾーム電子伝達成分に対する膜構造の影響、

5)脂 質代謝とミクロゾーム電子伝達系、 6)異

物の毒性とミクロブーム電子伝達系、および7)

突然変異誘起および化岸発題におけるミクロブー

ム電子伝達系の役割。このような トピックのひろ

が うに対応 して、参加者は生化学者と業理学者ば

かうでなく、物理化学者、植物生理学者、内分泌

学者、痛学者などに及んだ。

シンポジウムではまず京大医学部早石修教授と

スエーデン・カロリンスカ医大のJ.一A.Gust―

aFssOn教 授による特別講演が行なわれ、それ

にひき続いて28名 の招待講演者による講演発表

と213題 のポスター発表が 3日間にわたって実

施された。講演者およびポスター発表者の国籍は

日、米、スエーデン、ソ連、東独、西独をはじめ

として 17カ 国に及んでいる。発表内容は多岐に

わたり、その紹介はこの報告では不可能であるが、

肝 ミクロブームでのP-450の 多様性、P―

450に よる―原子酸素添カロ反応に対するテトク

ロム あ5の 関与、薬物や化学発箔剤の代謝的活性

化におけるミクロブーム電子伝達系の役割などに

ついてかなりの発展が認められた。その反面、P
-450反

応における活性酸素の性質、電子伝達

系に対する膜構造の役割などについてはまだ今後

に残された多 くの問題があるとの印象を受けた。

また日程がかなう詰っており、したがって十分な

討論が行なわれなかった憾みがあった。しかし同

じ領域の研究者が多勢集 ったので、個人的な討議

によって得るところわ`多かったと思 う。私は招待

講演者としての講演発表のほかポスタ=発表 1つ

を行なうとともに、最終日の年後のセッションの

座長を務めた。      ‐

なおこの機会にカナダの トロントで開かれた第

11回 国際生化学会議にも参加し、また米国イリ

ノイ大学の I,C Ounsalus教 授研 究室に数

日滞在してP-450の 構造と反応機構について

討議を重ね大いに得るところがあった。

i
t :

エネルギー変換機構に

関するゴー 亨ン会議

(GordOn CoIIfe―

rellce on EIler―

gァ Coup li ng lvI―

9 7 9 年 7 月 1 5 日 から

79-4129

アメリカ ,エ ネルギー変換機構に関するゴードン会議

大阪大学  多  田  道  彦

20日 まで、米国ニューハンプシャ州のAnd。 一

verに あるプロクター校において行なわれた。こ

の会は、 1975年 以来 2年 に 1度 、同地 で開催

されて来たのであるが、本年はその前週に トロン

ト市で開催された第 11回 国際生化学会のサテラ

イト会議を兼ねで開かれたこともあり、米国以外
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の各国、特に欧州、 日本からの参加者が多く、極

めて国際的な雰囲気の中で会が進行した。日本か

らの参加者は、殿村雄治 (阪大 理 ),中 尾真

(東医歯大 ),向 畑恭雄 (阪大 ・理 ),香 川靖雄

(自冶医大 ),松 井英男 (杏林大 ,医 )と筆者で

あったが、他に2,3名 、米国留学中の日本人の

参加とドイツから、彼之瀬 (マ ックス プ ランク

研究所 )の参加があった。

今回のオーガナイザーは、S,Plei scher

(7anderbilt大 学 )が議長、と ■atefi

(Scripps研 究所 )が目」議長をつとめたので

あるが、プログラム編成には、国際生化学連盟、

国際生物物理学連盟、国際生体エネルギー会議な

どからの代表者数人 (B Chance,sI.Klin―

genberg,コ ,Carafoli等 )も 、今回の企

画に参画 したょうである。そのためもあって、議

題は巾広 く選択され、参加者も多彩であった反面

少 焦々点が定まらない印象は否めなからた。参加

者は総数約 160名 に限定され、招待講演者の他

は応募者の中から厳選された。

会議は大別すると、 1生 体膜の構成 ,2五 十輸

送―・Nri to ch olld r i aとChloroplast,

3ATP合 成機構 ,4Na+,【 十輸送 ,Caを 十輸

送 ,駐病態生理 ,等に大別される。筆者は 4の部

門の講演とDiscussion Leader(目 」議長)

をつとめたので、この部分と、これに関係の深い

1の部門について主に報告することにしたい。

生体膜内での蛋自質と脚 旨質の構造及びその相

互関係については、初日の午前中 (S,Flei―

scher議 長 )と夕食後 (Bo Chance議 長 )に

詳細な報告がなされた。話題は、膜内での挙動が

比較的明確になっているoa puIIIP ATPase

(筋小胞体 ),cァ t o ch r oIIle Oxi dase,

Bacteriolhodopsinに 集中した。特にX

線回折 ,中性子回折を用いた筋小胞体ATPase

の構造解析によって、天然膜および再構成膜の性

質の異同などについて報告があった。ことに膜の

脂質か らのシグナルと蛋自質からのシグナルを分

別することが充分可能である点など今後 これ らの

方法による生体膜機能解明の糸日が開けることが

期待 される。Brookhaven National

Laboratorァ のサイクロトロン側司によう、

線量を上げて、シグナル採取時間を短縮する試み

も報告 されたが、これにも現時点では限界があう、

膜が機能 している最中の動的情報の獲得にはまだ

時日を要す ることが察 しられた。

Na pump ATPaseの セッション(■.L

Posし 議長 ,中尾真副議長 )で は、蛍光ラベルを

用いて、p ulllp機能に共役すると考えられるAT

Pa se酵 素の構造変化をとらえる試み (Karl―

ish)と 、ATPasc酵 素へのNa,【 の結合様式

を、特殊な装置を用いて測定 した結果 (殿村雄治)

が報告 された。一方、 Ca pulnp ATPaseの

セッション (■ L Post議 長 ,多田道彦副議

長 )で は、Mg2+の 役割についての報告 (Ha―

sselbach,牧 之瀬 ),及 び骨格筋 (de M―

eis)と 心筋 (多 田 )の Ca2+ATPascの 非定

常状態解析についての発表があった。ATPase

の構造 と機能の関連 (m O n oIIle rかo l i g oIII

er力>)に ついても、 Tanf ord,F l e i s cller

等が それぞれの主張を述べたが、現時点では、A

TP aseの 酵素 としての機能その ものは、mo―

n clne r状態で充分発揮され うるが、それが ion

p ulnPとして機能するに際してoligomeIを

形成するか否かについては、不定であるとの結論

であった。

以上、簡単に本会議の報告を行ったが、全体的

な印象 としては、生体膜のエネルギー変換機構 を

理解するためには完全な再構成系の確立 ,憐脂質

との関連 ,エ ネルギー変換体 としてのATP ase

の内部構造の解明、等々今後解決せねばならぬ問

題が多々あることが、痛感 された。
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79-4139

スウェーデン,第 3回表面およびコロイド科学国際会議

会良女子大学  渡  辺    昌

このたび昭和 54年 度

派遣援助によって
｀
第 3

回表面およびコロイド科

学国際会議
｀
に出席した。

会議は 8月 20日 よう5

日間にわたってStocと h o 141で開催 されたが、

世界の30数 ケ国か ら500名 近 くの参加者があ

りすこぶる盛会であった。約 250件 の講演があ

り、 ミセル系 ,高分子コロイ ド,付着 とぬれ ,国

体分散系 ,液体薄膜と生体三分子層 ,石油回収に

おける表面現象 ,お よび
一般報告の 7部 門にわか

れ、 3会 場 でシンポジウム形式で行 われた。

開会を飾るOverbeek(U↓ rech↓ )の総合

講演
“
SchulZe llardァ の法貝」について

)は
、

この法則の歴史的叙述に始まり、その基礎 となる

DLVO理 論の最近の進歩 と新 しい提案を含んだ名

講演で聴衆に深い感銘 を与 えた。

私の講演は
《
湘本薄膜 と生体三分子層

】
の部門

で行われたが、水銀滴間に狭 まれた液体湾膜の安

定性を論 じた。これはモデル系を用 いたDLVO

理論の実験的証明で、さらに混合電解質 ,非水系

な らびに界面活性剤 による安定化をも論 じた。

D ersaguin,Overbeekら この理論の創始者

(Dと 0)を 初めこの分野の権成 が多数並ぶ前で

発表を行 うことができた。一部は【olloid―

Z.に 発表 したのでEcaly(MelbOurne)の

招待講演でもDLVO理 論の証明として本研究、

およびCaIIlbridgoで のヨウ化銀の実験が引

用 された。

この会議で感 じたコロイド・薄膜安定性に関す

る最近の研究の傾向はDLVO理 論の精密化 と、

粒]間 相互rFmに 関する
(第
3の 力
｀
の問題のよ

うである。OVeIヽ cekは 上記の講演でイオン特

異吸着を論 じ、Lyk l eIEla(Wage/ningen)

はヨウ化銀表面でのイオン吸着の緩和現象で、ま

たHealyは 団本表面での解離に関連 してDLV0

理論を再検討している。Derj aguin(Mosc―

ow洸よ界面での液体構造形成を、またSCheld

dko(Sofia)は 線張力を論じている。またV―

rij(Utrechし )ら による膜破壊に関連 したゆ

らぎの研究 も興味深かった。その他高分子による

凝集 ・分散の研究も多く行われていた。

この会議に出席し、現時点での第
一線の研究を

直接闘くことができたのはきわめて有意義であっ

た。これらが論文となってわれわれの目に入るの

は数年先のことであろう。

多 くの知人と再会できた。とくに旧友Lykl―

cmaは 昨秋貴財団の招へ叫こよって来日し、講演,

討論 ,研究室訪関などによってわれわれと親密な

方である。また私がその著書を訳したS chel―

udと o教授に初めて会うこともできた。

この会議でいまひとつ記すべきことはPa■ f―

itじ(Sし oc工↓o II―on TeeS)と Lァkle―

IIl aの尽力により
【【
In↓ernalional Ass―

o c i a t i o I I  o f  C o l l o i d  a I I d  I I I ↓ e ―

Iface Scientistsポ が発足 したことであ

る。研究の国際的協力 ,相互理解を進める目的の

協会である。ともかく
｀
まず始めようではないか

｀

との主張が可決 されたことは嬉ばしい。政治的 ,

地理的あるいは研究条件など事情の違 った人々の

集まうであるが、友汗的 でしか も強力な協会とな

ることを期待 している。思 うにこの分野 で日本は

世界 でも稀なはど多数の研究者を持ち、また研究

テーマも多岐にわたってお り、このような機関を

通 して斯界の発展に大いに貢献できることと信 じ

る。

終 りに、この貴重な体験 を得る機会を与えられ

た貴財団に心か ら感謝する。
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カナダ ,第 6回 サガモァ会議

東京大学  細  谷  資  明

貴財国の援助で出席で

きたサガモア会議は第 6

回のもので、 1964年

を第 1回 として3年 ごと

に開かれている。現在は

国際結晶学連合の「電荷 ・スピン 運ヽ動量の密度

に関する委員会 」主催 となっている。今回はカナ

ダのモン トリオールの北にある避暑地で 8月 19

日 (日 )か ら24日 (金 )ま で関かれた。筆者が

過去第 1,3,4回 に出席 した時に比べると内容

は物理関係か ら化学関係の方に広がったというこ

と、同時に対象 となる物質が以前ようやや複雑な

ものに広がったと感 じた。 19日 の ↓utoriュ I

lecし uresを 別にすると、日頭発表が約 34,

ポスターカS約53あ った。

電子密度分布の測定は斉藤 ,Becker,ku―

nzの 識演でそれぞれ異なる種類の化合物の研究

が紹介 されたが、何れ もtF定精度が向上 したこと

が感 じられた。Ellisの 話の中には起電導状態

にあるV3Siや 同形の化合物についての電子密度

分布図が示 され、このような方面に も着実な努力

がされていることは興味深かった。

今回は簡単な物質の原子散乱因子の測定の話は

なかったが、異常散乱因子の測定 とその応用につ

いて筆者が講演 した。あとでLoupias(仏 )は

ともか く、 0。 ppens(米 )の ような人か らもこ

の関係の別刷 を送ってくれと頼 まれた。これは多

分連続的なエネルギーを もつ放射光X線 施設がこ

の数年内に各国で新設、あるいは増設されようと

しているためと思われる。

1973年 頃オース トラリヤとソ連 では じめら

れた (c,2e)散 乱は比較的簡単な気体分子を

研究する化学者の間に広がった という印象を受け

た。ちょうど以前に電子回折による気体分子の研

究がかって盛んだったことを想起させる。

コンプ トン・プロフィルの測定に も2.3興 味

ある研究が発表 された。ポスターセッションであ

ったが、フランスのオルセーでなされたLoup―

iasの シンクロトロン放射によるLiPの 測定で

は、 loJと 111方 向による差がBerggren

らの計算とコuw e lllaらの計算との中間に出てい

るが、少なくとも従来の測定値ようは精度が上っ

たのであろう。

終りに近かったBcrkOの 招待講演は迫力に満

ちていた。筆者はSch“lkeがコンプトン・プ
ロフィルにフーリエ変換を使い出 したことを余 う

評価できなかったが、 このBerkoの まとめによ

ってその意味をやや見直す気になった。また単 一

rkoは 偏極γ線を用いた坂井 大 野の磁性電子

によるコンプ トン・プロフィルの分離と (多分 こ

れは考えだけ らしいが 流 極陽電子を用いる実験

について紹介 した。それからこれは筆者も考えて

はいたが、医学方面などで盛んに用いられている

トモグラフィの手法を用いて、種々の方向で測定 し

た多 くのプロフイルか ら、 3次 元構成をすること

を/Th唆していた。なお上記坂井 。大野の実験は他

の詰演でもふれられ、その時 (多分 ウプサラの

01ovssOnら しい )或 る人がコメントした序で

それはHosoyaの 示唆によってなされたと言及

していた。その他筆者の発案で、 1972年 に深

町 と行なった、コインシデンス法を用いて【電子

によるコンプ トン 'プ ロフィルを分離 したという

短報 を覚えている人がいて、その後のことをきか

れた。だか らというわけではないが、ともかく何

とか して新 しい方法を用いた実験 を優先的にやる

べ きだ という刺激を改めて強 く感じた。

3年 後の次国会議は日本で行なうことになって

いるので斉藤教授 ともども、時期などに関する外

国学者の希望を調べた結果、会議前に一応 きめて

あった時期を繰 う上げざる得ないことなど若干の

変更を要することが判明 した。これも間接なこと

ではあるが今回の出席が役立ったことのひとつで

ある。

なお会議後、附加用務 としてMITの Shull

教授を訪ね、小生 らの中性子 トポグラフィによる

クロムの反強磁性 ドメインの観察の仕事をきいて
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頂き、教授からは動力学的実験による中性子の基 いであった。

礎的研究について説明をきく ζとができたのは幸

79-4146 

西ドイツ .IUPAC第26回国際高分子シンポジヲム

大阪大学 岡本佳男

IUPAC第 26回国

際高分子シンポジウムは、

1 9 7 9年 9月17日か

ら5日間西ドイツのマイ

ンツで開催された。シン

ポジウム?とは世界各国から約 10 0 0名の参加者

があり、日本からは約40名が出席した。シンポ

ジウムでは 4件のplenary lecture. 3 5 

件のgeneral lectureと約50 0件の

short communicationの発表が行なわ

れ、講演発表i立高分子化学全般に渡った、初日の

開会式ではシンポジウムの委員長であるマインツ

大学のR.C. S ch u lz教授と IUPACの委員長

で著名な高分子化学者であるルーパアン大学のG.

Smets教授の銭拶があり、 2日目より一回一件

plenary lectureが行なわれた。スタン

フォード大学のFlory教授は高分子の分子構造

コンホメーションおよび物性について、 Smets 

教授は合成高分子の最近の進歩と将来について、

ヘキスト社のWeissermel槽士は高分子材料

の現状と将来について、ニューヨーク工科大学の

Morawetz教授は高分子化学への光化学の応用

について鱗演をされたが、いずれも非常に興味深

いものであった、 general lectureでは大

阪大学の田所宏行教授と京都大学の三枝武夫教授

が講演された。

私は 2日自に高分子合成の会場で、「グリニヤ

ール試薬ー(→ースパルテイン錯体によるラセミの

メタクリル酸エステルの不斉逮捉重合」と云う題

でshort communicatioDの発表を行な

ったが、不斉逮摂重合については先駆的な研究を

されたPino教授や不斉選択開環重合を詳細に研

究されているパリ大学のSpa.ssky博士など銑人

の方から質問を受けた。 ζの会場では、光学活性

ポリマーおよびポリマーの立体化学に関する新し

い実験結果が多く発表され、貴重伝情報を得る ζ

とができた。なかでも Spassky同士とボン大学

のWI且lff教授とは講演終了後2時間近くお互い

の研究について討論したが、二人の今後の研究の

進展に興味がもたれる。

8日自の午後は、参加者の多くが観光給を借切

って有名伝ライン下りに出かりた。おおよそ7時

閣に及ぶ船旅で、美しい風農を見ながらワインを

飲みかわし大いに親睦を深める ζ とができた。シ

ンポジウムの閉会式では三校教授が来年4月京都

で開催されるイオン重合に関する国際シンポジウ

ムへの参加を厚働けられた。

一方、 ζのIUPACシンポジウムに先立って9

月13 • 1 4臼と 2日間、カルパニオンとアニオ

ン重合に関する討論会がパイ 2 イト大学のHoc-

ker教授のお世話でマイ ンツ大学で開催された。

ζれには米闘のSzwarc教授.カナダのBzw-

a L e r博士をはじめ、アニオン重合の研究に従事

している約40名の研究者が世界各国から参加し、

20件の講演が行なわれた、日本からは私のみが

出席し、不斉選摂重合lζ関する講演を行なった。

名古屋大学の山下雄也教授も出席のと予定であっ

たが、時間のと都合がつかず欠席された。小人数

のうえ講演，討論がそれぞれ20分ずっと、討論

の時聞が十分にとってあったので、密度の高い討

論ができ、議論が伯仲する ζ とがしばしばあった

が、多くの場合ζの方面の研究では第一人者であ

られるSzwarc教授がうまく意見をまとめられ

fこ。

乙の二つの閏探学会を通じて、仕事の面で得る

所は非常に多く、また日頃論文のうえで名前のみ

を知っている多くの研究者とも親交を深める ζと

ができ、私にとって非常に貴重な旅行であった。

件
、
ザ

戸
、
日
回



最後にこの出張に際し、多大のご援助を賜わっ た山田科学振興財団に厚 く感謝する。
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アメ

貴財団 54年 度派遣援

助をいただき、 54年 8

月 13日 より9月 2日 ま

での期間米国ロスアラモ

ス科学研究所において、

コeS iに おけるミュー中間子を用いたスピン回転

(/Sn)の 実験 を行なって来ましたのでその成

果を報告 します。

FeSiは 低温で半導体的性質を示 し、常磁率は

極めて小 さいが、温度を上昇させると急に帯磁率

が増大し、約 50qKで 極大を持 ちそれ以上では

帯腋率がキューリー・ヴフイス則に従って減少す

るといった大変特異な性質 を示す磁性体である。

この磁性は最近のスピンのゆらぎの理論で代表さ

れる金属磁性の問題 と深 くかかわ りあっておう、

その微視的な解明が望まれている。そこで本研究

では/SRの 手段を用いて、特に帯磁率が増大 し、

高温では局在モーメント的なスピンのゆ らざで磁

性が支配 されている領域に関するスピンダイナ ミ

ックスを明 らかにすることを目的 とした。

具体的にはロスアラモス科学研究所にある中間

子ファシリティ (L ASIP F)で 、力『速器によって

人工的に作 う出された負 ミユーオン(/~)を

FeSi単 結晶に静止 させ、特にSi核 に トラップ

された (/~Sl)擬 核 スピンに着目した。そし

て、 ミ ューオンスピンに対し、直角な方向に静磁

場 (5kOc)を 加 えスピン回転 を起 させ ミューオ

ンか ら崩壊 した電子の時間スペク トルをtR定する

ことによう、回転周波数及び時間スペク トルの減

衰を 100【 か ら1000【 の温度 に渡って測定

した。前者か ら共鳴周波数のシフト、後者か らは

R c l a x a し 1 0 n  i n  F e S i

東京大学  安  岡  弘  志

核スピンー格子緩和時間の情報が得 られるはずで

ある、まずシフトの方は、 100【 ではば零、

1000Kで は― o45%程 度で温度に依存 し、

その温度変化は、帯磁率の温度変化と比例 してい

ることが分かった、 この比例定数より、超徴細相

互作用の結合定数 として、A hf=― (380± 51)

kOe′ Bが決定された。これはFeSIに おいて1

/Bの 磁化が発生 した時 (/~Si)の 位置には、そ

の磁化とは反対の方向に約 38kOeの 磁場が電子

と核 との間の超微細相互作用によって発生 してい

ることを意味 している。 (′
~Si)は

核の性質から

言えば (Z-1)の Al核 に対応 してお り、観測さ

れた磁場 と核磁気共鳴法 (NMR)に よって測定

されるであろうFeSi中 の Al位 置での結果を比

較すれば超微細相互作用に対する知見が得 られる、

Alの NMRの 実験は現在進行中である。
一
方核磁気緩和に対 しては全測定温度に渡って

緩和現象は観測 されなかった。これは緩和時間が

ミュォンの崩壊時間 (約 1/sec)よ うも、かな

り長いことを示 してお り、残念なが らこの実験技

術がFeSiの 核磁気緩和の研究に適 していないこ

とを意味 している。前述の結合定数を用いて、理

論的に緩和時間を高温で評価 してみると約 20″

Secと なり、μSRよ うも
20 si核 のNMRに よ

る研究の方が適当であるとい う結果になった。今

後、この研究 を行な う予定である。いずれにして

もμS■ とNMRは 、相補的な研究手段 であり、今

回の良 き成果をもとにして、両者をうまく結合さ

せることによう、 この物質に限 らず、通々の磁性

体の性質を明 らかに してい きたいと考えている。
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79-4186

四 ドイツ ,国際磁気会議

大阪大学 伊  達  宗  行

1979年 9月 2日か

ら7日 まで西 ドイツの ミ

ュンヘンで国際磁気会議

が開かれたが、筆者は貴

財団の御援助によりこれ

に出席することが出来 て大変 うれ しく思 っている。

というのは、この会議は磁性研究にとって最大、

かつ最重要な もので 3年 に 1回各国廻 り持ちで開

かれ、常に大 きな指導性をもったものであること、

筆者がここで特別講演を依頼 され数年来進めて采

た阪大強磁場装置の成果 を世界に大きく印象づけ

るテャンスとなったこと、および 1982年 の次

期会議が日本で行われることになっておう、その

組織委員の 1人 として連絡 ,交渉にあたる必要が

あったか らである。

上記の諸目的は以下のように達成 された。最近

の磁気学の動 きとしては新 らしい技術を開発する

ことによって未知の経験領域 に入 り、新発見を期

待 する開発型 と、既知の技術を磁性以外 の研究開

発に応用するという応用型 とに分けられる。これ

は磁性研究 自体が既に完成期に入 り、本質的に未

知なものは無 くなってきたことのうらがえしで も

ある。開発型の代表 としてはヘルシ ンキのル ー

ナスマがのべた超低温や、われわれの超強磁場な

どがあげられる。一方後者は微少磁気検出に高度

の性能をもつSQUIpを スピングラスに応用した

う、更には生体の磁気 ,た とえば脳波の検出に応

用するなどめざましい進歩が報告されたのが印象

的であった。

阪大強融場については筆者 も意外なほどの大き

な反響め`あった。磁場の作 り方が独自の理論にも

とずくこと、 3億 円の投資で出来た実験室が近代

的かつ能動的なこと、そして成果が極めて多方面

にわたり、多 くの新らしい結果が得 られているこ

と、などが約 1000人 に近い聴衆に好印象をあ

たえたようであった。

なお次期の日本におけるICM'32に aヽては、

9月 6日に関連の委員会が開かれ、日本から提出

された計画案が承認 され正式に動き出した。すで

にのべたように磁気学の進む方向は変化のきざし

を見せており、どんな ものが 82年 の主題となる

かわからない。伝統あるこの分野における今後の

発展は、その影響する分野 も大きく、あと3年間

の間にじっくうと主テーマの掲げ方について検討

をつづけるべきであろうと思われる。

79-4189

西 ドイツ ,第 5回復合糖質 シンポジウム他

名古屋大学  鈴  木    旺

第 5回複合精質 シンポ

ジウム (9月 2～ 8日 )

はキール市郊外の海岸ダ

ンプで約 500人 が参加

して行われ与。毎日、10
～ 12題 の日頭発表以外は全てポスター形式で発

表討論が行われたが、あらかじめ出席者には全レ

ポートが 2頁づつ計 729頁 の本 (Glycoco一

njugates― Cec rg Thieltle Publis―

h ers出 版 )と して渡されていたので、理解し

やす く、また討論の重点 もしばり易かった。私 自

身は会期前半で化学合成培地中での欧骨分化の成

功 を報告 し、後半ではフェエル リン酸が ドリコー

ル リン酸のアナログとしてマンノースを トラップ

する事実を報告した。前者では分化以前に合成 さ

れるプロテオグリカンの分子構造に質問が集中し

た。後者ではリピド結合オリゴ糖生合成や糖タン

パク生合成への効果を質ねる人が多かった。今後
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のζれら研究の重点をど乙に置いたら良いかを知

る上で非常に有益であった。他の発表も自らの分

野に関連あるもの全てについて納得のいく説明を

得る ζ とができた。例えばGMぃ GM2グリコシ

ダーゼ系にはそれぞれの基質と特異的iζ結合する

活性化タンパク因子が不可欠であるという Li教

授の報告はプロテオグリカンスルファターゼの研

究をしている私共にとっても大変示唆1<:富むもの

であり、わまわざ夜の時聞をさいて、さらに詳し

い実験内容をきくことができたのは大きとf収穫で

あった。

9月 10日から 8日聞はスウェーデンのルンド

大学の世話で、プロテオグリカンの研究者約50 

人(うち約40人が外国からの招待者)がロスタ

ンガという農村の古い宿泊施設に合宿して、現在

のζの領域の問題点をとりあげて討論するための

集会をもった。ダンプのシンポジウムとは対照的

K、ζの集会では予め用意された研究報告をする

ことを避けて、前夜または朝食時lと全員の協議で

約4時間づつの討鈴テーマ 6題をきめ、司会者を

選んですぐに討論に入るという形式がとられた。

お互に良く知りあっている者どうしであるから、

乙れは一つの研究室内での実験報告と閉じで実?と

能率の良い形式でゐるζとがすぐに判明した。し

かし、朝の7時の朝食から始まって夕方の7時ま

でそれぞれ(下記)のテーマで意見交換をしたが

興が乗るにしたがって ζれではとても 8日間では

終らないことがわかってきたので、夕食後8時か

ら深夜(1 2時頃)まで延々と議論が続〈 ζとと

なった。多くの議論が集中したのは次のような問

題であった。1.組織からプロテオグリカン分子を

痩きないまうに抽出する方法.2.ζの巨大分子そ

どのように精製し、純度判定をするのか?. 3.乙

れまでの構造iζ誤りはむいか?，4.コラーゲン，

フィブロネクチン，細胞表面レセプター，アンテ

トロンピンとの結合は本当K“specificぬか?
5.プロテオグリカンはど乙でどのように合成され、

どのように移動するのか?. 6.関節症などの病気

との関連。

主催者のルンド大学からはGardell教授はじ。
め、スタァフのFransson，Heinegard.

Ma 1ms tr名皿 それに大学院生計10名が参加し

た。前記の討論はもちろん、われわれの送迎，宿

舎.食事の世話一切を ζのルンドの人達がしてく

れたのであるが、その混い心づかいと、学生諸君

のインテリジェンスが強〈印象に残った。 ζの短

い紙面ではとうてい書ききれないほどの印象や成

果を得て帰るζとができて本当によかったと思う。

ζれも山田科学握興財団の援助がゐったればζそ、

乙乙に改めて感謝の意を鋒げたい。

79-4193 

乙のたびは山田科学娠

興財団の御援助により、

第9国自際有機金属化学

会議に参加及び仏，独.

伊 S闘の視察旅行を終え、

大きな成果を得て帰国した。以下にその概要令述

べたい。

第9回国際有機金属化学会議は、フランスのワ

インの産地であるブルゴーニュ地方の由緒ある町

ジージ ョンのジージョン大学で9月3日(月)か

フランス.第9回国際有機金属化学会議

;h.1ii'A~藤原佑三

ら7臼(金)まで開催4された。世界 37ヶ掴から
約 10 0 0人の参加者があり(仏20 o人，西独
143人.米103人，伊78人，英55人)我

国からも約40人が参加し(日本からの大部分は

石井教授のお世話4とよりクツレープフライトで参加)

きわめて盛会でゐった。会議はまず9月3日午前

9時 15分より閥会式て行はわれ、名誉会長のH.

Norman tや会長のJ.Tiroufletらの後拶

がフランス語でな8れ.}.こ。次いでノ ーベル賞受賞

者のE.(). ]!' i s cherのカルベン，カルパイン
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錯体の合成及びその反応についての果味ある記念

講演がなされた。その後 4つ の会場 (口頭発表 )

に別れて、有機金属化学の全分野にわたり、 5日

間、特B」講演 ,一般講演及びポスターセッション

を含めて約 451編 の研究発表があう活発な質疑
討論が行なわれた。私も「パラジウム触媒による
複素環化合物の合成」という題で、複素環にアル
ケニル基を一段階で導入する新しい合成方法を発
表した。また参加者の親産のためには9月 3日夜
7時 80分 から、IIctel de Ville(昔 の

域で今は市役所の一部になっている)で立食パー

ティめS、又、 9月 5日には、 Ch aしca u  d u

Cios de VOugectで 晩餐釣 ざ開かれ、 深

夜 までワインやチーズを楽 しみなが ら相互の問題
について話 し合い大いに国際親善の実をあげるこ

とができた。私はモスクフ大学で開かれた第 5回

会議 (1971年 )か ら参加 しているが、その当

時の研究発表に比べて、今回の内容は レベルが著

しく向上 していると感 じた。有機金属化学がまさ

に円熟期に入 ったと云 えると思 う。

会議終 了後は、研究施設の祝察を栄 ねてフラン

スの他 ドイッ ″ィタリアの各国を訪F5した。西独

の ミュヘンでは、ヮッカープロセスで有名なフッ

カー社の」ira博 士 ,M“ lle r博士の案内で研
究所を見学したが、設備の立派なのに感心した。
プロセス開発の他に最近は農薬 ,医薬の研究に力
を入れている由であった。研究所の広大な割には

人が少なく(約 150人 )ゆったうとしたスペ_

スを使って研究しているのが印象的であった。同

所で私は「還移翻属によるオレフィンの芳香族置換

反応 」という題て約 1時間半にわたり講演 し、ォ

リジナルな仕事というので好評を得た。

次に有機金属 の分野で良い業績をあげてぃるイ

タリアのミラノ ,パ ドフ ,ヴュニスを訪れた。特
にパドヮ大学は、かってガリレォが教授をつとめ

た世界で 2番 目に古い由緒ある大学で、私は旧知
のMod ena教 授の研究室を訪関した。丁度大阪

大学基礎工学部の大塚斉之助教授ご夫妻 も同研究
室を訪間されていて当日は夕食にModena教 授
ご夫妻の招待で、大塚教授ご夫妻 ,ScOrran0

教授ご夫妻らと魚料理を御馳走になった。翌日私

は 「有磯金属による合成反応 」について講演 し活

発な討論が行なわれ大変有意義な時間をすむすこ

とができた。研究室の設備は日本の大学とはぼ同
程度であったが、学生はゆったりとして、じっく

うと研究に取組んでいる様であった。フランスで

もジージョン大学の化学関係の実験室などをみた

が、一般に設備は整っているが学生はのんびうと

研究 している様であった。

私の今回の短いヨーロッパ旅行から受けた印象
では、化学に関 しては (他の面についても多 くの

場合 )ドイッが優れているように感じた。このま

まいくと将来ヨーロッがは文化的にも経済的にも
ドイツが支配あるいは、 リードしていくのではな
いかと思われた。しかしなが ら、これは 2週間の

短い旅行で得た感樽であるので表面的な見方をし

ているかもしれない。

2週間と短い蜘荀でぁったが、国際会議で各国
の一流学者と意見を交換し、又ヨーロッパを歴訪

出来、1日知とも親交を深めることが出来、大変に

有意義な旅行であった。

最後に、今回の有機金属国際会議への参加及び

仏 ,独 ,伊にわたる有意義な視察旅行を可能にし
ていただきました山田科学振興財団に心から感謝
の意を表する。本派遣で得た収積は、研究のさら

なる国際的進展に必ずや寄与するものと確信する。



上記国際シンポジュウ

ムは 1 9 7 9 年 9 月1 0

日か ら13日 迄、米国テ

ネシー州の州部ナッシュ

ビルのヴァンダービル ト

大学で開催 された。主催はブァンダービル ト大学

とUNISOn(university lsoし 。pe

Separa↓ er a1 0ak Ridge)と の共催

であり、これか ら半」かる様にこのシンポジュウム

の目的の一つは、同位体分離器をつかった実験の

今後 という意味 もあった。参加者は世界各国から

90余 名で、この内 日本か らは東工大の久武教授

と私の 2人 また新生中国から2人 の参加者があっ

,こ。

シンポジュウムは午前中は各々2人 の理論家の

話 しがあ り、午後は短かいレポー トが実験、理論

の双方から行われた。参加 した理論家 としては

Facssler(」 “lich),コ tL a r(Zagreb),

Prauendorf(GDR),Maruhn(FRG),

Iachello(Yale),Kullla r(Monし rOu―

ge)等 であった。その内容は全体 としていうと、

核構造研究の動向 としてよう中性子欠損核へ、か

つ もっと精密なデータ、そ して奇―奇核のデータ

が今後重要であ り、理論家 としては必要であると

いうことであった。これらの話 しの中で、我々実

験家にとっても非常に判かりやすく印象に残った

のはIachelloの
(Ho、
 well can we

p r e d i  c し N u c l e i  f a r  f r o m  s t a b i ―

liしy?｀であった。これは御存知の様に東大の

有馬朗人教授 との共同の仕事であるInterac―

ling一 boson Modelに 基づいた話 しであっ

た。

午后の部では同位体分離器を使 った実験では、

CDRNに ある6 0 0MeV陽 子による ISOLDE

のデータが、その生産量においても圧倒的で、今

後の計画で も物性のみならず化学 ,医学 ,工学方

面への応用 も考えてお り、 その多様性は今後の同

7 9 - 4 1 9 5

アメリカ,国際シンポジェウム「安定領域を離れた

原子核の研究における将来の動向」

東京大学  川  上  宏  金

位体分離器の将来への展望を示すものとして注目

されるものであった。それに反 して私が、 2年 程

前迄時々使用 したUNISOnは 、来年度のプロジ

エクトとして、レーザーをつかった分光学を始め

ようということが報告 されたくらいで、他に具体

的に目新 しい報告がなされをかったのは残念なこ

とであった。その他の中で印象に残ったのはGo一

ldhaber女 史の
(PscudOmagic Nucl―

ei｀ とか、Flerovの
【【
EIeavy and Su―

perheavァ  ElcHlen,))等 があった。さらに

Liverpoolの タンデムヵ]速器につけるという

反跳核分析器の計画 (重 イオンビームによって反

跳 される核をマグネットの組合せで質量分析す る)

とか、スウェーデンのChalIIlers大 学で準備中

の質量分析 された放射性同位元素に熱中性子を照

射 して、 (n,p),(n,α )反応で中性子欠損核

を研究 しょうとい う計画等は興味あるものであっ

た。最後はホス トのハ ミル トン教授のまとめでこ

のシンポジュウムを閉会としたが、総 じていうと

掲げたテーマの通 うに目的が達せ られたかという

と、必 らずしもそ うは言えないと感 じたが報告の

いくつかは非常に面白い ものであり、有益であっ

た。

シンポジュウムの後は、オークリッジに行きオ
ークリッジ国立研の中の電子線型加速器 (0■ D

LA),高 中性子炉 (Hコ I It)と建設中の亘 イオン

加速器 (HHIRF)及 びUNISORを 見学 した。

HIII RFは 、すでに高圧テス トも終了 し32MV

に達 してお り、 ビームダクトを配管中であった。

日本への帰途、カリフォルニア大学の LBL

(Lawrence B crkcley Lab. )に 寄 り、

RecOil Aし oIII Mass An■ lyzer(ILAぶ 江

A)と Bevalacの 測定装置を見学 して来た。

終 うに、貴山田科学振興財団から派遣について

援助 していたゞいたことに深 く感謝 し、 こ の報告

を終 うとする。
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ベルギー , 第 5 回, 心臓収縮 に関するワークショップ

国立麟 器病センター 菅    弘  之

昭和 54年 9月 24日 、

25日 の両 日、ベルギー

のアントワープでこのフ

ークショップが開催 され、

筆者は招待講演者 として

出席 した。この出盾のための援助を山田科学財国

か ら拝受 したので、このワ
ークショップの印象記

を書かせ ていただ くこととなった。

このワークショップは、 2,3年 に一度、ベル

ギと ,ア ントワープ大学の生理学教授 Dr.BIu―

,saertと オランダ ,ユ トレヒト大学循環器内

科教授 ,DI,Meijlerと が協力 して欧州循環

器学会の後援の もとに、過去 10年 にわたって開

かれて来たもので、心臓収縮に関 して参加者が親

しく意見を交換する場 を提供するのが目的である

ようだ。第 1～ 3回 は心臓 ,心筋の収縮の面か ら

意見が交換 され、第 4回 と今回は心臓 ,心筋の弛

緩の面を中心 とした議論がなされた。筆者は以前

第 3回 のワークショップにも17r3かれて講演 したの

で、今回は2度 目の出席 となった。

今回のテーマは心臓の地緩 と拡張、その2と い

うもので、この分野の第
一線の研究者、 18名 の

招待講演が、心筋細胞 レベルで 4題 、心筋 レベル

で 6題 、心臓 レベルで4題 、臨床 レベルで4題 あ

った。一人の演者が質疑応答 を含めて 30分 の持

ち時間があり、 2題毎に約 15分 のコ
ーヒーブレ

ークがあり、又昼食時にはポスタ
ーセションも催

され、それぞれの問題 について徹底的な議論が進

められた。参加者総数は約 200名 、日本からは

海外留学先か らの参加を含めて 14名 、その他は

欧米各地からの参加者であった。それ らの中に、

D I s  S o n n e I I b l i C k , 【 i t z , P  a  r I I l l  e  y ,

Sagawa,C ro s sIIan,Pollack,Wine―

g r a d , S o l a l o , 【r u e g e r , 」e w e l l ,

■dman,Wcisfeldt,ら の顔が並び、このワ

ークショップの構の高さが うかゞわれた。これ ら

の一流研究者は、進んで議論に参加 して、フ
ーク

ショップが意義深 く進行 した。

筆者 もRelaxing hearし perfolms

e x t e r n■ l  x l l e c h  a n  i  c a l  、v o  l t t  I I I o  r  e

t h a n  e n e r g y  s t o r e d  i n  s e r i e s

elasti ci tン という演題 で、心騎の弛緩に関

する新 しい生理学的知見を発表 したが、特にDrs

J e w e l l , S  o I L I l e  n b  l  i  cと, K a t zら わ)ら敷

を得た指摘がなされ、意義深い議論 となった。更

に夕食までの待 ち時間を利用 して議論を続けたが、

微妙な表現 となると筆者の英語力の限界に当 り、

満足出来る様な説得が出来ずにBUれざるを得なか

った。

昼間の熱心な議論 とは打 って変 って夜は、デイ

ナーパーティーが催され、約 2時 間、Bull,

Fiocco,Bach,DuPhIァ 作のハーブシヨー

ド演案 を聞いたり、Lubens,Van Dyko画

を鑑賞 した りした後、 2～ 3時間かけてゆっくり

と夕食を楽 しんだ。この辺に欧州文化の精神を感

ずることが出来た。アメ リカ文化 ,日本文化 とは

一味異った物があり大変興味深い。

参考のもに、このワークショツプの財凍はベル

ギー ,ォランダ政府 ,関係大学 ,研勾方の他に、

ベルギーのベーリンガーインゲルハイム社 ,ア ッ

プジョン社 ,パ ローウェルカム社 ,ヒ ェ
ーレット

ーパ ッカー ド社であった様 である。

最后に、筆者の渡航費援助 をされた山田科学振

興財団に対 し深く感謝の意を表する。
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昭和 53年 度長期間派遣成果報告
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中 性 子 回 折 に よ る物 性 研 究

東 京 大 学 佐 藤 正 俊
派 遣 期 間  昭 和53年7月 28日～昭和54年7月28日

研 究 機 関  Alalnic Energy Rescarch Estabhslment

Harwell,oxfOrdshire,Engiand

53年 7月 末より54年 7月 末までの一年間, イギ

リス ハ ウエル原子力研究所に滞在 し中性子散乱

による物性研究に携わ らせていただきました。そ

の結果,次 のような研究を行ない成果をあげるこ

とわまできました。

l γ 線回折装置の組立てと使用

この回折装置は原子炉内で故射化した金指を I

線源として用いるもので,特 徴は中性子同様大 き

な結晶の解析に使用できること,波 長が単一で短

かい (2官 00302A)の で小角散乱 となるが結

晶のモザィクのひろが りをみるのに特に便利であ

ること,又 消衰効果のない形状因子をみることが

できること等である。 この装置の くみたてと使用

を行ないこれに対する有用性を実感 として知るこ

とができた。

2 Nェ Te2 の フォノンの測定

層状全層のNiTe2の フォノンをHarvell

PLUTOの 3軸 型スペクトロメーターで測定 した。

その分散曲線が準二次元格子の特徴を示 している

事,分 散曲線にみえる小さな【i止 が同一の構造

をもつ lT一 TaS2等 のそ打と同様の場所にある

ことが興味をひくことである。

る。又この相転移点よりずっと上に反強磁性転移点
があり, この磁性 との関連 も興味深い。私は滞在

中この問題に最 も長 く時間を費やした。まずソフ

トフォノン分枝である〔ζζO〕 TAの 中性子非弾

性散乱データのプロフィルフィッティングを行な

いそのフォノンのエネルギーを30 μeV程度の枯度
で決め又そ力 らのフォノンの巾や強度についても

詳細にしらべた。 こねはダィナ ミカルマ トリック

スの力定数をランダウ展開 した現象論であるがこ

のフォノン分枝はこ力で極めてよく説明でき、コ

ヒーレンスの長 さ等のパラメタも求めることがで

きた。 これでこの相[ほ移の現象論的性質はほとん

ど明らかになったが,特 に興味深いのはフォノン

の巾の温度変化である。名目上同一組成の異なっ

た試料の実験でもフォノンの大 きなソフト化こそ

存在 しなかったが, フ ォノン巾の温度変化は前試

料同様の傾向をもってより顕著に観察 された。そ

の解析をおえた時点で帰国しその物理的考察は将

来の問題 として残 さねた。尚微視的メカニズムを

知ることが最終目的であるが未だはっきりした理

論は出せない状況である。 しかしこのような遷移

金属の格子不安定性に対する目をひ らかせていた
3 ァ ー Mn合 金のlt造相転移についての研究  だ ぃた。
「一Mn合 金系は, fcc相か らtetragOnalへ    4 Ni一 Sio nlu↓1layer fil血による表面
のマルテンサイト転移をもっている。 この相転移     稜 化の研究
ではA-15型 化合物金属の柏転移 と同様 フェル ミ ILLの D5と いう偏極中性子源のついた装置を
面との関連を示唆する興味ある相図が求まってぃ  使 用しNi― sioの 多重層膜の人工格子か らのブ

-62-



ラフ豹 乱を測定 しその核散乱 と磁気散乱の形状因

子の差か らNiの SiOと の界面での磁化のtR定を

行なった。その結果界面でNo― 眉分以上の磁化

が減少 しているという結果が得 られた。 Fe一SiO

の場合界面での磁化は全 く変化 していないようにみ

えるが, この結果はそれと対照的である。Ni一

SiOの 界面での反応が 1つの問題であるがFe―

SiOの 場合を考慮すると化合物形成のためのNi

磁化減少という可能性は少ないと解釈している。

5 そ  の  他

ILLの 諸装置の見学,車 a.well位 置敏感中性

子検出器の作成にあたっている人 と直接あって話

を聞くことができた事等いろいろ貴重な体験を持

った。次に滞在中の仕事に関する発表予定論文を

記 してお く。

l  AcKlusじic Pl■onOn DispersiOll in Ni Te2

M Sato tt K_Abe

(To be published IIIブ  Pれが  0)

2  0n Che lllartensiし ic TransformatiOn

in Mangmese Allo〕 鳴 1

R T Harleァ ,R D LOwde,並 s atO,

GA.S al■ lders,i shern and

C Underhill

3  0n the MLrlensiし Ic TransfOrmation in

Manganese Al10ys I

M Sato,G A Sauders,R D Lowde

and 出〔 Hargreave

4  0n theヽ FattetizatiKln of the FerrOInaい

gnetic 、Ialerials at the lnterFace

lo  other 江ヽaterials

NL Sato,K Abel Y 13ndch〕 J Hayter

and R D.Lowde

最後 にこの有意義な留学の機会を与えて下 さい

ました貴財団に心より御礼申し上げます。

大 啄 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

昨年10月,約 爛たる紅葉一色のブリンストンに

着いて以来, 4ケ月間の厳冬,華 麗に花の咲き乱

力る春 4月 ,そ して新緑の季節を体験したあと,

夏の5週間をカナダの トロントで過し8月 11日に

大阪に帰着致しました。ブリンスト大学での 9ケ

月間の研究生活を中心に成果を報告致します。

ブリンス トン大学ではDI B∞ nerの ラボの

visiしing rescarch fellow と しで 「細胞性粘

菌の核内アクチンの機能に関する微細構造学的研

究 」をテーマとして研究を行いました。中間報告

(財団ニュース通巻第 6号 P63)で 述べましたよ

8-5009

ンの機能に関する微細構造学的研究

福 井 義 夫
昭和53年10月14日～昭和54年 8月 11日

Departmenl of B101ogy, Pr ince↓ on

University, Princeじ cII,N」 08544,U.S“ 代

うにdilrlet町l sulftlxide(DMSO)に よって巨

大多核細胞が誘導 される現象に巡 り会い, この試

薬の細胞分裂の阻害機構 と多核化の要因である特

異的な核分裂の様式についての研究を行いました。

DIIS o に よって細胞原形質の表層に存在する

アクテン繊維束が原形質膜か ら解離 し, これが細

胞分裂阻害の原因ではないかと考えられます。表

層 アクチンが膜か ら離れても,食 作用や原形質流

動は停止せず,細 胞の増殖がおこります。その結

果細胞体積が増大し,同 時にその内部において著

しい核の巨大化 (体積で正常な核の10倍 )が おこ
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うます。次に分裂装置をもたない様式の核分裂に

よって多核細胸が生じるわけですが,塔 養後期に

おける多核細胞の頻度は92夕で,10核 以上をもつ

細胞がそのうち8物 もあります。この多核化現象

は,従 来報告 されてきたサイトカラシンによる多

核化よりも遥かに顕者です。

この核分裂は,分 裂に先立って核内に生 じた膜

構造が分裂面で周辺か ら融合しなが ら新 らたな核

膜を形成することによっておこります。又核の く

びれが丁度 ウエの卵の卵割のときに生 じるアクチ

ン繊維の 「収縮環 」(SchrOeder)に 類似 した繊

維峡構造によってもたらされることが明 らかにな

りました。この核分裂に見 られる微小繊維の普偏

性については今後の研究を待たなければなりませ

んが,細 胞の巨大化に伴 うこの核分裂は,一 定の

体積の原形質当 りの核の数を調節する機構ではな

いかと考えら力ま曳 この研究は,5月 に行われた

Cold Spring Harbor Meetil■g cn Cell

Mctilityで 報告 し,帰 国後
“
Multinuclear

cells induced br diltleChyl sulfoxide and

unique ndclear division in D'σ ナンクs,夕′′″″

cells'と いう表題で工 C冴 ′β'θえに投稿致し

ました。

ブリンス トン清在は私に系晴 らしい環境の中で

落着いて仕事をするまたとない機会を与えてくれ

ました。その中で 2編 の論文をき きあげることが

できました。 1編 は阪大の院生,勝 九簡信君 との

共著で
“
Nuclear actin burldles induced by

DhISO in乃 切夕う″ 〃 θテタが ,つ'Cナタθs'夕′'″″,

a n d  h t t m  H e L a  c e l l s 'と いう表題でEI p .

C冴′ル S 1 2 0 , 4 5 1 ( 1 9的 )に 掲載され,他

の一編は
“
D沖出五cs  o f  n t l c l e a r  a c t i n  b u t l d l c

hducticll b7 dimethyl sulfOxide and

factors affecLiIIg its devempment 'として

ブ C冴 ′β′″_に受理されました。

又,ブ リンス トン大学,ブ ラウン大学でセ ミナ

ーをしたり,マ サチュセッツサ‖ヽの■Iorcesterで開

かれた東海岸の細胞性粘菌研究者の集会で多 くの

人 と討論の機会をもてたことは,C。 ld SPring

Harbor Lお oratorンで多数の勝れた発表に魅了

された体験 と共に鮮かな記憶 として残っています。

Boaner教 授の暖かい指導 と高適な人格に絶えず

触れ,有 形無形に多 くの事を学ぶことのできた幸

わせは実に偉大でした。

向うの大学は 6月 に入ると卒業式が行われ,そ

れと共に夏休みが始ってラボのメンバーはそれぞ

れ 3ケ 月間の休暇を有効に過すべ く目的を持 って

散 ってゆ きます。私は 6月 30日に楽 しい思い出

に満 ちたブリンス トンに別れを告げ,双 発セスナ

とDC-9を 乗 う継いでカナダの トロントに飛び

ました。かねての知人であり,敬 愛するDI

F ilosaが 1ケ月間の共同研究の機会を与えて下

さったか らです。 ト ロント大学のS carb oIOuぃ

Collegeでの生活は平行 して 2つ のテーマで研究

を進めたために実に多忙な 5週 間でした。Dr

Filosa,Dr R Denglerと 私の 3人 で行 った研

究は,食 細胞のレクテンに対する特異的反応を走

査型および透過型電子顕微鏡で明 らかにしようと

するものでした。走査型電顕を使いに通 った

down lownの キャンバスでは植物形態学の沢教

授 (阪大出身 )の お世話になりました。他のテー

マは,Dr Filosaと 私の 2人 で行なったIIIIS O

の
“
capping'に 対する影響を見た ものですが,

Oon Aと rentilマこよる
t capping",ま

期待通 り

に可逆的にDMSOに 阻害され, DMSOの 細胞表

層のアクテン繊維におよぼす作用が要付けられま

した。 この結果に関 しては現在論文を準備中です。

又, この トロント滞在中にゲル電気泳動,ア フ

ィニテ ィクロマ トグラフィによるレクテンの精製,

免疫抗体の作製法など,私 の将来の研究にとって

欠かすことのできない技術をDI Filosaか ら学

ぶことのできたのは大 きな収控でした。

このようにブリンス トンとトロントでの10ケ月

間は,私 の生涯にとって意義深い成果 と体験を与

えてくれました。最後にな りましたが, この機会

を与えて下 さいました山田科学振興財団に対 し深

く感謝する次第です。
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中 F B 5 報告 ・短 信

Uお anaか ら

東京大学 中

中間報告

はやいものでこちらに着いて半年がすぎてしま

った。来た時はクリスマスの直B‐3で家々で飾られ

るクリスマスツリーがきれいだったが,今 は夏の

日ざしがまぶしい。そして中間報告を書く時期と

なってしまった。

渡米に対して財団には「電荷密度波状態の研究」

ということで旅費を頂いたが, こちらへ来てみる

と共同研究者となるべきMcMillan教 授はそれに

はもう興味を持っていず, くうこみ群を使っての

相転移の一股論,ス ピングラス,液 晶などについ

て問題意識をもっていた。私の演米目的は「Mc‐

M■ lan教 授の物理 」を学ぶことにあったので上

の中の問題で日頃興味をもっていたスピングラス

を考えてみることになった。

最初にMcMill血 教授は私にSherringtorl―

KirttPa↓rickの 提 唱 したIIIfini`e一range モ

デル (以下 I― Rモ デルと略記 )を勉強すること

を示唆してくれた。 I― Rモ デルは分子場近似が

正確であるといわれており実際 ThKluless,

AIldclson,Pallller(TAP)は 分子場近似を使

ってそれを解析的に調べた。TAPは ベーテ近似

をもとに自己無撞着な方程式を導きそれを転移点

近傍と絶対零度近傍で計算機の助けをか りて解い

ている。それで TAPの 論文を読むことからスピ

ングラスの研究にはいることになった。

TAPの 問題点の一つは計算機を使って方程式

を解いており,そ のことが原因となうその結果が

信用されにくかった。実際 TAP以 後さまざまな

論文が提出され,そ の是非が論じられてきた。そ

れでまず解析的にその方程式を解 くことを試みた

ところ転移点近傍でそれが可能なことを見いだし

た。そして TAPの 結果を再tElすることができた。

それとともにスピングラスの秩序パラメーターは

それ自身ではスピングラス相をユニークに記述す

るには不十分で,複 数の状態が同じ秩序パラメー

西
一
夫 (財団ニュ

ース通巻 6号 ユ63参照 )

ターを与えること (秩序パラメーターに対する状

態の縮退 ),ま た平衡状態に近づく時間 (緩和時

間 )が非常に長いことなどを示すことができた。

これらのことはスピングラスの本質的な面であり

解析的にそれらを示すことの意味は大きい。

次に上の2つ のこと(縮退,長 い緩和時間 )を

=般 の温度で示すために TAPの 方程式を数値的

に解くことを試みた。その結果 TAPの 方程式に

は複数個の解があることをみつけた。それらの状

態での自由エネルギー,秩 序パラメーターは同じ

値を与えないので,そ のまま縮退を示したことに

はならないが,ス ピンの数を大 きくすればそれを

示すことが可能だと考えている。ただ TAP方 程

式を数値的に解くことは解の存在領域が非常に低

温に限られてぃる(Tミ02 Tci Tcは転移温度)
という困難がある。 これは試料 (数値的に作る )

中のスピンの数が限 られているため理想的な試料

からずれがぁることに起因している。試料の作 り

方を工夫することが今後の問題の一つである。

現在lrcMillan教授の示唆の もとでモンテカル

ロ法で I一 IRモデルを調べている。モンテカルロ

法は動的な振る舞いを調べるに有効な手段で,実

際 TAPの 取 り扱いでは記述できないクラスター

の運動などが調べ られる。緩和過程をクラスター

モードに分解しその緩和時間の温度依存性また緩

和機構などを現在解析中である。

今後の方向としては, TAPの 解とモンテカル

ロ法で得 られた結果の関連づけをすること, I―

Rモ デルに限らず別のモデル (例えばコ前ards―

Andclsonモ デル )に対してもモンテカルロ法を

応用することを考えている。また現在 McMillan

グルーブで行われている実験とも連絡を密にしそ

の解析を試みながらスピングラスの本質の一端を

明らかにしていきたいと思っている。

私的なことでは, こちらへ来て運転免許をとっ
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た。免許をとって 2ケ月,近 くの公園はだいぶま

わった。新しくテニスを始めた。コー トが沢山あ

るので順番を待つこともなく楽しんでいる。また

隣人,友 選をよんでパーティなどをしそれぞれの

中間報告

3月26日に度米,無 事 IIarvard大学,Depart―

ItleIIt of Cherrlistryの【ishi研に到着, 日本語

が堪能な秘書の Ctlanieさんの世話で,Harvttd

Sttureに すぐ近くのアパートも決まり, まずは
スムーズに初めての海外生活を始めました。

【isb i研の日本人の研究員は4月当時 6名で,英

語なしでも研究ができる状況でひと安心,早 速研

究を開始しました。

与えられたテrマ は Sea hare(ウ ミウン)の

毒物質 (L Dl。。:03竹 ′彩 )aplySiatは inの合

成研究で,そ の scheme FまCェ～CDの lefしPart

とC9-C21 の riぶし Partか らaplysiatoxinを
｀
合成するアイデアです。私は riぃt Partの 合成

を担当し,ほ は2ケ月でriぃt Part(Dの 合成に

成功しました。

5月 の終 り頃からansamycin 系 抗生物質

国のことを話 しあうなどいろいうとアメリカ生活

をエンジョイさせていただいている。

昭和54年 7月 5日

a m b r i d g eか ら

名古屋大学 飯 尾 英 夫 ( 財団ニュース通巻6 号P 6 4 参照 )

nifttγcinの 合成チームに加わ りました。

Rifttcinは 8個 の不斉炭素,及 び Z一 E不 飽

和カルボキシル基を有するcLin Por↓ iぃ わ`特

異な arr intl―quincneと amide結 合及び enc l

。しher結 合で 血sa ringを 形成 し,合 成 しalget

として極めて興味深い構造を有 しています。私は

amide結 合の合成を担当し,こ の反応性の低い

arnintl基の活性化,及 び chainの carb航ァlic

acidの 活性化を検討 し,収 率よく4LIIlido結合を

作ることに成功し, ここで開発 した手法を用い

amide結 合によるansa ring形 成 も可能である

ことを見いだしました。 cllain portioII の合成

法 も確立され,現 在残 された課題は en。l ether

の結合の合成法の開発で,Rif加 呼cin 全 合成を

目前にし精力的な研究を続けています。

昭和54年 9月 19日

中間報告

日本を出ましてか ら, 曇り空の多いこの土地

Oxiclrdか ら

浜松医科大学  福  本  哲  夫

派 遣 期 間  昭 和54年 3月 14日～昭和55年 3月 13日

研 究 機 関   MRC Cellular IIIlrlluntll電7 Unit,

Sir WVilliam Dunn Sch001 0f Paしho10gy,

University of Oxford, Engiand

研究指導者  D r . A l a n  F o  W i l l i a m s

O f o r dに つ きま してか ら、はや 6ケ月近 くに

なろうとしている。以前ようのうち合わせ通 り,
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ラットのリンパ犠細胞の細胞膜抗原，特R1a抗

原を中心とした研究にとりかかった。既に当教室

のWilliamsらが，ラットの胸腺細胞より膜抗原

( Th-1及びL-C)を単離して， 一部は既にそ
のア Eノ酸組成までも終えているので，膜抗原に

ついての研究をする上では随分と恵まれた状況で

あると感じた。又ラ y 卜1a抗原については，既

K当教室のMcMasterらが，ラ v卜の la抗原に

ついて一部その研究を終えて居り，彼の後を受け

てラットのla抗原についての研究を進めて行く

ことが出来た。

1. 研究経過

240 'Jのウィスターラットの牌臓より，細胞膜

をTween-40法に従って集めた。集めた細胞膜

( 2000mg.)を，終濃度2勿のデオキシコール酸で

溶解し，溶解した細阻膜をレンティJレレクチン吸着カ

ラムIζ通して，カラムに吸着された糖蛋白を¢ーメ

チルグリコピラノシッドで溶出した。溶出された

稗臓細胞膜槍蛋臼(86呼)は， 仏5$移のデオキシ

コール酸緩衝液tζてSephadex'G-200カラムで

分離した。各々の分函はポリアクリルマイドゲル

電気泳動で分析した。そして乙の糖蛋白を，分子

量の大きさに従って2つの分画に分はた。低分子

分画で1a抗原の多く含まれる分函について， la 

抗原の活性を抗アロ抗体で，間接放射結合測定法

(Indirect radioactive binding assay， A. 
Williamsの方法〉で測定して 1a抗原の存在を

確認し，又上記ポリアクリルアマイドゲル電気泳

動法にてその存在を確認した。

ζの la抗原の多い分画は，マウスを免疫して

la抗原IL対するmonoclonal 阻 tibodyを作る

の氏周いられた。今一つの分子量の大きい分画

(およそ10のComponents)も又各々のCompo-

nents 1ζ対する monoclonalantibodyを作るべ

くマヴスを免疫するのに用いられた。 ζれらの抗

体は，牌臓の細胞膜抗原，特fζ糖蛋白を同定する

のに有効であると同時に，各々のComponentsの

リンパ単細胞の表面への分布を知る上で重要であ

る。又乙のような瓜.onoclonalatIt ibodyは，特

別な免疫反応を仲介するリ ンパ球のSubpopulati∞s 
を同定するのにも有効である。

Balb/cマイスを25μ9の各々の糖蛋自分画を

Freundのcomplete adjuvant と混ぜて 1ヶ月

間隔で免疫する。 2度目の免疫から 4週間後に20

μFの槍蛋白を静注して 4日後ILマワスの牌臓か

ら細胞浮遊液を作り， NSI (非分泌型7 ウス骨髄

腫)と細胞融合を行った。

融合細~培養上清を前述の放射結合測定法で

ラットのリンパ節細胞への高い結合力のある上清

を選ぴ，その上清を産生する培養細胞をクローン

として確立する。乙の培養土請がmonoclonal

antibodyである。現在迄のと乙ろ，i1>る琶の牌

臓の細胞膜抗原に対して反応する陽性クローンを

得ているが，目的の 1a I乙対するものではない。

上記monoclonalantibodyとリンパ様細胞と結

合させた後g 抗マワス 1g -FITCを用いてζれ

らのmonoclonalantibodyがどのようなリンパ

球のポピュレーション令特異的に標識するかを，

Cell Sorter を用いて解析申である。これはリ

ンパ球のsubs引を解明するのに有効である。

以上が研究経過であって，現在までに細胞錬抗

原，特R糖蛋白抗原を分離抽出解析する妓術，

Indirect radioactive binding assay， 

monoc1onal antibody production法及びCell

Sorterの技術等を学ぶことができた。これらは

帰国後細胞膜抗原の研究を進める上で必要不可欠

である。ラットの la抗原の性状分析の一環とし

て行っている上記 I乱抗原の一部に対する

monocloD31 antibody は未だ目的の抗体を得る

に至っていない。上記の過程でのラッ トのリ ンパ

球，殊にT細胞の subsetIζ特殊に結合する

monoclonal anもibodyを用いて，乙の抗体』ζ特

異的11::結合するラ y トのリンパ球細胞表面抗原の

生化学的解析も合わせて行っている。

2 今後の見通し

monoclonal 皿 tibody産生で Ia抗原の一部

iζ対する抗体，あるいは一部のリンパ球だけを標

識できる抗体の産生が可能かもしれない。又他方，

ラットのTリンパ球表面の細胞膜抗原の一部の性

格の解明ができるかもしれない。

昭和54年 9月20日
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Philaaど lphia便 リ

大 阪 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

住   居

第 1 信

10月ともなると日本はさわやかな秋暗が続いて

いることと思いますが,こ こフィラデル フィアは

9月末より時々雨の降るうっとうしい天気です。

大変御無沙汰 していましたが, 9月 10日にアメ

リカに着いて 3週 間,無 事に遇 ごしてお ります。

おかげで体調 もよくすこぶる元気です。この 3週

間はアパー ト探し,貸 家具探 しとかいった雑用で

あっという間に過 ざでしまった感 じです。ハリス

先生をはじめ皆 さん親切にして下 さいますが,す
べてやってもらったのでは自分のためにな らない

と思い, アパー ト,貸 家具,電 話 とかいったもの

すべてを自分一人で交渉,契 約 しました。英語が

あまり得意ではなく相手の言っていることが半分

位 しかわからないので,や は り相当苦労 しました。
“
Please,cIIce II10re",“Pardcn"の 連続で

す。話す方はもっとひどく単語を並べるだけとか

見ぶり,手 ぶ りも大分使いました。とにか く家族

が来るまでに住めるようにしておかなくてはとこ

ちらも必死ですか ら,恥 も外間 も考えてるひまな

どあうません。最後は相手の表情 とか話 しぶ りか

ら信用できそうな人かどうかを判断して
“エィャ

ット
'契
約した次第です。それでもにんとうに家

具は入るのかな,電 話は通 じるのかなと不安でし

たが,昨 日 (10月 1日 )ア パー トに越 しましたと

ころ,家 具 もきちんと入ってお り,電 話 も通 じま

したので, はっとしました。

鈴  木     直
昭和54年 8月 25日～昭和55年 8月 24日

DcPar↓ment of Physics,university Of

PCDnSyivar.i4)PhiladelPhia, Pemsylvmia

19104ぅu s.A

PIof A B Harris

72-9 DI饉 61br。6k Drive,Drexel Hill,

Pettsylvanta 19026,U S A。

アパー トはフィラデルフィア市の中心か ら西へ

事で25分にどいった所にあり,緑 が きれいでリス

の姿をしょっちゅう見かけるような環境です。こ

れでlo月 7日 に家族を迎える体制が整いはっとし

ているところです。

こう言った所で,雑 用におわれて研究 らしい研

究はまだほとんどやれないという状態でした。私

の所属 している部局は Depし 。f Physics,

Univぃ。f Pcnnsyivaniaで指導者はPrOf A.

Broo(s Hariisで す。この物理学科での理論グ

ルーブとしては,臨 界現象〕表面の間懸,高 分子

の問題 とか言った,私 には木分野な問題が盛んに

研究 されているようです。そこで,今 までの私の

仕事の続 きは早 く済ませて,新 しい分野に進んで

いく予定です。理論グループとして,上 記の問題

に関するセ ミナーが毎週関かれますので大変勉強

にな ります。なお,私 は部屋を 1つ あたぇられま

したので大変落 ちついて研究できる環境にありま

す。しかし,早 く英語を上達 させるためには大学

院生 といっしょの部屋が よかったかなとい う気 も

します。また図書の利用, コンピューターの使用,

消耗品の使用 も自分で自由にすることができます。

以上で第 1報 を終 りまして, しばらくして落 ち

着 きましたら第 2報 を書 くことに致します。

昭和54年10月 2日
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Hidebergか ら

名古屋大学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

住   居

第 1 信

暑中お見舞申し上げます。

さて私は貴財団より渡航旅費往復の援助を受け

まして, このたび西 ドイツ ハ ィデルベルグに到

着, 7月 1日付でこちらの研究所に勤務いたして

おります。次の点 ご報告いたします。

研究主題 と当面の研究の進め方

研究主題は筋収縮 とその制御に伴 う富自質分子

レベルの構造変化を解明すること古

方法はX線 小角散乱法を用い,回 折波の強度変

化をミリ秒の時間分解能で追跡する。生物試料は節

足動物甲穀類 の横紋筋を用いる。X線 源 としては,

前  田  雄 一 郎

昭和54年6月19日～昭和55年5月18日

Mttx―P18ncL― Institut

Fur medizinisclle Forschung

J3bn Strasse 29

D-6900 Heidelberg,FRG

Prof Dr Kcllnetll C Hollnes

研′1lhelln S↓rasse 9

D-6900 Hcidelberg

Federal RttubliC Of GerIIlttly (Fm3)

西 ドイツ ハ ンブルグ市 DESY(ド イツ電子シ

ンクロトロン )に設置されているDORIS(粒

子貯蔵 リング )か らの軌道放射X線 を用いる。検

出系は,一 次元及び二次元の空間分解能を持つ位

置感受型検出器を用いる。

当面の目標は, ミオシン分子の頭部の動 きの時

間経過と張力発生及び張力減衰の時間経過の詳細

な比較を行なう。

実験の第一段階として必要なことは, ヨーロッ

パ産のカニ,エ ビ類の中か ら実験に用いるに適当

な筋肉を捜 し出すこと。

昭和54年 7月 29日

Ma■ ohesterか ら

東 京 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

安 藤 裕 康
昭和54年 9月 1日 ～昭和55年 8月 31日

Departlxlent of AstrcIIom7, Universilァ  Of

SIanchester,Manchesし er, M13 9PL EIIglaIId

PrOf Z 【 OPal, PIoF 」  IIeaburn

第 1 信

約一週間前無事マンチェスターに着きました。

第一報を送ります。

住居はまだ決まっておうません。こちらはアバ

― 卜を見つけるのが大変むづかしい状態です。今

は大学の宿舎Woolttlll Hallにいます。ここには

1ケ月 しか精在できません。

研究については,す ぐに Fab呼 ―Perot干渉分
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光計の製作にとりかかれませんので，恒星の内部

構造を非動径録動の佐賀を用いて， どの程度観測

データから明らかに出来るか計算してみる予定で

す。

前lζも書きましたように，アパート(乙ちらで

はfla.t といいます )を見つけるのが大変むづか

しい状態ですし，その上家賃が大変高くなってい

ます。たとえば2部屋とパス， トイレ，台所がつ

いた所では80-150ポンドt約4万円-7万5千

円)ぐらいします。こちらにいる留学生の話しで

すと，今1ヶ月単位で物価が上昇しているという

ことです。留学生の口から出る言葉は“ e却en-

sive "と“ incre乱sing..がほとんどです。外国

人登録で手数料10ポンド取られました。つい最近

まで8ポンドだったそうです。 flatがみつかり

ましたらお知らせいたします。とにかく物価が高

いのにはおどろきました。家賃だけで予算の半分

を越しそうfです。ょうやく時差にも慣れてきて今

週ぐらいから普通の身体を保てそうです。

ではまた報告をいたします。第一報はこの辺で

終らせていただ~ます。

昭和54年9月12日
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大 正 1 0 年1 0 月

昭和 2 0 年 9 月

2 2 年9 月

2 2 年9 月

2 3 年4 月

3 0 年5 月

3 5 年3 月

3 7 年3 月

37年 12月

3 9 年 4 月

4 8 年 5 月

4 9 年 4 月

5 3 年2 月

5 3 年4 月

5 4 年7 月

5 4 年7 月

3 1日

故 川 井 直 人 博 士 略 歴

大 阪 にて出生

京都帝 国大学 理学 部地 質学鉱物学 科卒業

京 都市 国大学大学 院理学 部特 別研 究生 第一期修了

京 都市 国大学理学 部 講師嘱託

京都大 学理学 部講師

日本地球電 気磁気学 会 固中館賞受貿

理学博 士 (京 都大 学 )

京都大学 助教授理学部

大 阪大学 教授基礎 工学 部高圧物理 講座担 当

大 阪大 学大学 院基礎 工学研究科担 当

日本学 士院賞受賞

大 阪大 学 基礎 工学 部附属 超高圧実験 施設長併任

文 部省学術 審議会 専 門委員

山田科 学振興財 団評 議員委 嘱

逝   去 (57歳 )

正 四位 に叙 し,勲 二等 旭 日中綬 害 を授 け らる

3 日

3 日
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故川井直人君を悼む

6月はじめにお見舞したとき IJ11井さんはもう切になったかな?Jときいたら，反抗するように

「ぼくはまだ57ですよ!Jといった。それなら，まだまだ元気で早く元に戻って貰わなければ!と笑

ったのであるが，その直後，内密に，癌が食道から腕f<:転移したので時閣の問題だときいて暗然とした。

その少しあと，伎が好きであったぱらのミシェル・メイヤンが沢山咲いて見事だったので，それを切

ってもう一度病院を訪ねた。 7月はじめ，力ょたに集中講議に行った先で逝去のしらせを受けた。私の

よき友，そして私を兄のように慕ってくれた人である。)11弁さんを知ったのは戦後まもないζろで，

京都と大阪の磁気研究者の会合をたびたび聞いたその席上であるが，私は彼の異常にすぐれた才能に

ひかれた。 1958年のク.ルノーブル磁気国際会議に誘って一緒に旅行してからは親しさを増した。グ

ルノーブルの町を歩いて，その地の地質の話をきいたり，一緒にパラ作出家7)レラ ンを訪ねたりした。

彼は引きつづいて英国に滞在し，ブラケットら有名な学者と交わり優遇された。これが彼の最初の外

国出張である。 1962年に阪大基礎工学部IL私が誘い込んだ。それ以前に，簡単な装置で高圧実験4を

はじめていたのだが，基礎工fL移ってから，新しいアイディアに基づく本格的段高圧実験をはじめた。

同時に岩石磁気の研究をも続けた。 1972-74年には阪大に超高圧研究施設を作うたのであるが，

乙のときは私は学部長をしており，特にその推進IL当った。

川井さんの特徴はといえば，それは伎の非凡の才能にある。知識を直ちにつかむ，見たと ζろ維な

ようだが，本質を逃がきないで極めて精密信実験装置を短時日に作り上げる。データ It対して鋭い直

観刀，豊かな想像力を働かせる。私は琵琶湖のボーリ ングの結果に対する彼の論文(2年ほど前It出

たもの)を思い出すのだが，それはあたかも詩人が書いたような，豊かな想像力がちりばめられた論

文で，しかも科学としてまζとに確固とした説得力をもつものであった。業績の具体的なことについ

ては， 書きたいが枚数制限のため害かない。彼のすぐれた学訟のゆえ，私は本財団の選考委員.1ζ推薦

したのであった。彼の逝去は早すぎたように恩う。犬を好き，私も子犬を貰って共通の思い出をもっ

者なのだが，今は亡い。

山田科学振興財団理事 永宮健失
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Ⅲ 刊 岬 … 岬 H m 加Ⅲ Ⅲ 刑 Ⅲ m m ⅢⅢ …

事 務 報 告

事業 日誌

54 5 19  第 1回研究交歓会 (於 大 阪東急ホテル )

20  第 1回選考委員会 :昭和54年度事業現吠報告及び審判制承認,昭 和54年度研究援助選考
審議

第 1会評議員会 第 1回理事会 :昭和53年度事業報告及び収支決算報告承認,昭 和54年

度事業現状報告及び審判制承認

21  正 善肥」雄氏の本財団への出向を解く

25  選 考打ち合せ会

31  昭 和54年度学術交流集会援助申請受付締切
6 16  第 1回臨時理事会

22  選 考打ち合せ会

25  信 貴先生より内閣総理大臣からの礼伏受け取る
7 3  川 井直人評議員ご逝去

19  選 考打ち合せ会

8 8  財 団ニュース通巻 6号発信

21  選 考打ち合せ会

22  昭 和55年度招へい及び派遣援助申請要領及び申請書発信
29  山 田コンファレンス Iのプロシーディング出版

9 2～ 6  山 田コンファレンス l開催

3～ 7  山 田ヨンファレンスI開催

10 6  理 事懇談会

PIoceedings of Yaコ =ida Conterellce l

去る8月 29日に東大出版会から刊行した山田コンファレンス Iの プロシーディングズの扉をお目にか
けます。赤堀理富長による序言,H E Huxleyの 特講に始まり, 6部 43論文を収めるアート紙, 696
頁に亘る美事な大冊です。編集に当られた方々のご尽力に敬意を表します。本集会に就ては財団ニュー

ス (通巻 5号 ,60貫 )及び第 2回事業報告書聞頁をご覧下さい。

Proceedings of Yamada Conference l

CELL「 閉OTILITY:

MOLECUi口 ES AND ORGAN:ZAT10N

Edited by

SADASHi HATANO

HARUNOR!iSHiKAllVA

H,DEMi SAT0

なお,本 書を収載した論文等の著者,主 な関係官公庁,図 書館等へ贈呈 しました。
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55年度招へい・派遣援助のお知らせ

招へい・派遣援助の申翁要領，申積用紙は8月22日に発送しました。集会につきましては.55年3月

に発送する予定です。

1. 短期間招へい，長期間招へい及び長期間派遣の申惰は，昭和54年11月30日〆切で，昭和55年4月~

昭和56年8月の聞に実施する分を募集。

2. 短期間派遣は昭和54年度と同じく，出発予定日より 4カ月臥前の月の158(例:5月に出発予定の

ときは 1月15日が〆切目)です。

試験研究法人の証明申請について

10月12日付にて文部省へ申請した鼠験研究法人の証明について、 10月23日付をもって証明書の交付告

受けました。

人事消息

6月28日付にて，中島正樹先生(本財団監事)は，三菱総合研究所社長を退任され，周研究所取締役

会長に就任8れました。

勤務先;〒 100 東京都千代田区大手町2丁目S番6号 タイム・ライフピル

株式会社 三菱総合研究所

電話:(03)270-9211 

言卜 報

本財団理事 神谷宣郎氏の奥様美恵子様が10月228お亡くなりになりました。

心から、御冥福をお祈り申しあげます。

編 集 後 記

本年度2回目の財団ニュース通巻第7号をお届けします。

今回は特別寄稿として第6号で既報した早石理事の邦人として最初の受賞に輝く Diaz賞のC紹介と亀

倉田先生の筆K成る5月のハワイを舞台に集う研究者2500名と称された日米合同微生物会議のルポを

頂戴しました。また，本年度の注目の山田コンファレンス E及ぴEが9月初頭きぴすを接して東西2ケ

所で行われ，前者には富士が麗姿を以て連日こ接待に当り，後者へは台風第12号が風速20メートルで歓迎に

馳せ参じるなど，天候の方は様々でCぎいましたが，両集会ともに成功裡に極めて有意義な国際交歓を

遥成できました。主催に当られたと一同様のご苦労に謹んで感謝しつつ，お寄せ下さった速報をと紹介

しましょう。

次で，各種の援助の決定状況の表示，援助を受けられた方々からもたらされた貴重往成果報告，中間

報告，短信等を収録いたしております。

aaz 

勾

t



財 団法 人   山 田 科 学 振 興 財 団

544 大 阪市生野区異西 l丁目8番 1号
ロート製薬株式会社内

電話大阪 (06)758局 1231  ロ ート製薬株式会社呼出

YsIIlada Soこ 。■ce FOuェ dat iOll

C/o ROhtO Pharmaceutical C。 ,Ltd

8-1,Tatsullli Nishl i― chome, ことuBc―駈
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